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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第二十六話　わたしがあなたであなたがわたし










　魔ま術じゆつ師し養よう成せい高こう校こう、私し立りつ葵あおい学がく園えん。朝の保ほ健けん室しつ。


　珍めずらしいことに養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきが顔をしかめているので、妹の紅尉紫し乃のは意外に思い声をかけた。


「お兄様、どうなされたのです」


「眠ねむい」


　それだけ言うと、またしかめる。あくびを堪こらえているようだった。


「珍しいですわね。そんなに根を詰つめるなんて」


「時間ばかりかかる仕事だからな。徹てつ夜やだった」


　書類を眺ながめ、器具や薬品の整せい理りをしていた。ただしその動きに乱みだれはない。


「お兄様も年をとられました？　お疲つかれになるのがお早いようです」


「そうかもな」


「昨日は眠らなかったのですか」


「十五日ほど寝ねていない」


　紫乃は特に驚おどろいたりはせず、


「そこまでお疲れになるなら、休まれたらよろしいのに」


「もうすぐ終わる」


　それから紅尉は液えき体たいの入った小こ瓶びんを何度か振ふり、机つくえの上に並ならべた。


　小瓶の中では、やや泡あわの混ざった薄うすいピンク色の液体が、静かに揺ゆれていた。


「これでいい」


「これは？　また頼たのまれものですか？」


「研けん究きゆう機き関かんに手伝ってくれと言われた」


　紫乃は、兄がこのところ家にいなかったことを思い出した。


「魔ま力りよくに影えい響きようを及およぼす商品を開発して、大々的に売り出すつもりなのだそうだ」


「あら。薬ですか」


「娯ご楽らく商品に近いな。魔力を利用して親しい人間と一時的に意い識しきを共有させたり、感覚を同期させたりして一体感を高めたいそうだが」


「法に触ふれそうですわね」


　魔力は人命に直ちよく接せつ関わってくるため、過か剰じような影響を及ぼす行こう為いには厳げん密みつな規き定ていが設もうけられていた。


「だから触しよく法ほうしない範はん囲いに収めるよう研究しているのだそうだ。これはそのサンプルだ」


「そうですか」


　紫乃は小瓶をしげしげと見つめた。見た目はまるで健けん康こう飲いん料りようのようで、何の変へん哲てつもない。


　紅尉は壁かべ掛かけ時計に目をやった。


「出かける時間だ」


　そう言うと、薬品を片かたづけようとした。それを紫乃が制せいする。


「わたくしが片づけます。お兄様は出かける準じゆん備びをしてください」


「片づけるのも準備のうちだ」


「いえ、わたくしが」


「紫乃」


　紅尉がじろりと目をやり、


「何をするつもりだ」


「ですから、後片づけを」


「さっきから薄笑いを浮かべているぞ。目も妙みように輝かがやいている。どうする気だ」


「まあ酷ひどい」


　紫乃は口元を手で覆おおい、笑えみを隠かくした。


「お兄様の手助けをするのが、いけないことなのですか」


「お前は小さいころからずっとそうだ。ふいにいたずらっ気を起こす。トルコで火山が爆ばく発はつして、山が消しよう滅めつしたときもそうだった」


「まさか。それは子こ供どものころの話です」


「今はもっと手が込こむようになった」


　そう言いながら、紅尉は薬品を金きん属ぞく製せいの箱に収めた。


　奥おくの部屋に持っていこうとするのを、紫乃がさりげなく取り上げる。


「これをしまえばよろしいのですね」


　紫乃の兄はふっと息をついた。


「そうだ。奥の薬品保ほ管かん庫こだぞ。鍵かぎをかけろよ」


「はい」


　紅尉は白衣を脱ぬぐと、財さい布ふ等の用意をする。紫乃は薬品をしまい、兄にハンカチやティッシュを渡わたした。


「ここに帰ってくるつもりだが、遅おそくなるかもしれない」


「分かりました」


　紫乃はゆっくりうなずいた。


「余よ計けいなことはするなよ」


　念を押し、紅尉は保健室を出ていった。


　もちろん紫乃は、余計なことをする気であった。





「お父さん？　どうかしたの？」


　式しき森もり和かず樹きは宮みや間ま夕ゆう菜なに聞き返した。二人はちょうど葵学園に着いたばかりであった。


「お父様が、お母様に会いにいってるんです」


　夕菜が言った。


　ああ、と彼は言った。和樹は彼女の父親、宮間健けん太た郎ろうの家に住んでいる。このところずっと、その健太郎の姿すがたを見ていなかった。


「イタリアだっけ」


「はい。今はミラノでブローカーみたいなことをしてるらしいんですけど」


　夕菜の母親について和樹も何度か訊きいたことがあるが、あまりはっきりした内ない容ようは返ってこなかった。夕菜自身も、今なにをしているのか知らないらしい。健太郎は「あれは恐おそろしい。とにかく恐ろしい」くらいしか教えてくれない。


「そろそろお父様が帰ってるはずです」


「ふーん」


　相づちを打った後、ふと思い出すことがあった。


「あ、紅尉先生に会わなきゃ」


「魔力の検査ですか」


「次の検査予定。ちょっと行ってくる」


「わたしも行きます」


　二人は保健室へ向かった。


　クリーム色のドアをノックして入る。中には、見み慣なれた三年生と二年生と一年生がいた。


　風かぜ椿つばき玖く里り子こと神かみ城しろ凜りんだった。栗くり丘おか舞まい穂ほもいる。舞穂はともかく、他の二人は健康体で、日ごろから保健室の世話になるような体たい質しつではない。


「どうしたんです」


「呼よばれたのよ」


「呼ばれた」


「呼ばれたのー」


　そう言って前を見る。


「わたくしがお呼びしました」


　そこには紫乃が立っていた。


　見た目は美人だが、相変わらずインチキっぽい雰ふん囲い気きを漂ただよわせている。本来の主あるじである紅尉の姿はない。


「兄は出かけてまして、後事はわたくしに託たくされました」


「そうですか」


　和樹は適てき当とうに返事をする。


「お呼びしたのは、皆みなさんに渡すものがあるからです」


　紫乃はなにやら嬉うれしそうにしながら、小こ瓶びんを四本取り出す。一本ずつ、女の子たちに配った。


「どうぞ受け取ってください」


「あのー、僕の分は」


「和樹君は必要ありません」


　あっさり否ひ定ていされる。


　四人の女の子は、手の中の小瓶を見つめた。


「これ、どうするんですか？」


　夕菜が訊く。


「お飲みください」


「健康ドリンクですか？」


「そんなようなものです」


「あたし健康よ」


「舞穂も普ふ通つうー」


　玖里子と舞穂が不思議そうに言う。


「それでも構かまいませんわ」


　紫乃は嬉しそうにしつつ、勧すすめていた。


　凜は露ろ骨こつに不ふ審しんそうであった。


「何な故ぜ飲まなければならないのです」


「それはまあ、色々と」


「なんですかそれは」


　紫乃の背はい後ごの机つくえには、得体の知れない実験器具が積つまれていた。それがまた、悪い予感を募つのらせる。


「色々は色々です。ささ、飲んで」


「しかし」


「命に関わることはありません。保ほ証しようします。さあ」


　にこやかなままだが、押おしは強い。


　四人は渋しぶ々しぶながら、小瓶に口をつけた。ゆっくりと飲み干ほす。


　紫乃は空になった瓶を受け取った。


「ほら、なんともないでしょう」


　夕菜はお腹なかを手で押さえながら返事をする。


「そう……ですね」


「今のうちですけど」


「え？」


　途と端たんに、四人はその場に崩くずれ落ちた。





　女の子たちは、目をつぶったまま保健室の床ゆかに倒たおれていた。ぴくりとも動かない。


「紫乃先生！」


　和樹は跳とび上がらんばかりに驚いた。


「なんてことをするんです！」


「そう怒おこらないで」


「怒りますよ！　みんながいきなり倒れて……」


「ですから、命に心配はありませんから」


　紫乃の言葉通りであった。女の子たちの間から、うめき声が聞こえてきたのである。


「夕菜！」


　和樹は急いで駆かけ寄よった。夕菜から、「ん……ん……」と声が漏もれている。抱だき上げた。


「夕菜、大だい丈じよう夫ぶ？」


　うっすらと目が開く。


「あ……」


　ほっとした。ぼんやりしているが、どこも悪くなさそうだ。


　夕菜の口が開く。


「あ……和樹……あたしを……助けてくれたの？」


「……え？」


　途端に、舞穂がむくりと起きあがった。


「あー、和樹さん！　わたし以外の女の子に手を……あら？」


　舞穂が近寄ってくる。


「あら？　わたし？　なんで？」


　舞穂が大きい目をさらに丸くしていると、今度は玖里子が起きあがった。


「いたた……紫乃先生、やはり危あぶない薬ではありませんか。あまりこういうことをなさると」


　彼女は刀かたなを捜さがすように空中をまさぐる。


「私の刀……あっ!?」


　自分の手を見て驚いている。


「にゃー、なんか気持ち悪いー」


　いつの間にか目を覚ました凜が猫ねこ語ごをしゃべり出す。ぺたんと尻しり餅もちをついたままだ。


　和樹は啞あ然ぜんとしつつも、


「これって……もしかして」


　女の子四人は互たがいに顔を見合わせた。そして、


「……あー!!」





「大成功です」


　紫乃は心の底から嬉うれしそうに言った。


「こんなにうまくいくなんて、兄の薬を勝手に改かい良りようしたかいがあったと言うものですわ」


「紫乃先生！」


　和樹はあらためて食ってかかった。


「なんなんですかこれは!!」


「見ての通りです。お分かりになりません？」


「分かると言えば分かりますけど……」


　和樹は女の子たちを眺ながめた。


　四人は自分たちの身になにが降ふりかかったのか、よく理り解かいしていない様相である。というより、認みとめたくないようだった。


「えーと……夕菜の中身が玖里子さんで、玖里子さんの中身が凜ちゃんで、凜ちゃんが舞穂ちゃんで、舞穂ちゃんが夕菜……？」


　和樹は一人一人を指さしつつ、口の中で何度も呟つぶやく。彼女たちは紫乃の薬で、意識が入れ替わってしまったのだ。


「そんな感じですわね」


「人ごとのように……」


　紫乃は涼すずしい顔。


　女の子たちは当初の混こん乱らんから、徐じよ々じよに落ち着いていった。とはいえ、安心できる状じよう況きようでもない。


「なんか変な感じです。目線がいきなり低くなって……」


　夕菜（身体からだは舞穂）が言う。


「私はなんだか、いきなり上から見下ろすようになってます」


　凜（身体は玖里子）が頭を振った。凜と玖里子の身長差は、二十センチ以上あった。


「あたしも感覚狂くるう……。自分の身体からだじゃないみたい。って、そうなんだけど」


　玖里子（身体は夕菜）がぼやく。そのまま、全身をまさぐった。


　胸むねをぐいぐいと揉もむ。


「はーん。確たしかに自分で触さわると、あまり大きくないって気がするわね」


「なにするんですか！」


「こうすれば大きくなるんじゃない？」


「余計なことしなくていいです！」


　夕菜が騒さわぐ横で、舞穂（身体は凜）が自分のスカートをめくった。


「なに穿はいてるんだろー」


「こっ、こら！　破は廉れん恥ちな真ま似ねはやめろ！」
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　凜が自分に飛びかかる。


「にゃー、凜さん地じ味みー。可愛かわいくなーい」


「喋しやべるなー！」


　どたんばたんと暴あばれる。はたから見ると、夕菜に詰め寄る舞穂に、凜ととっくみあいを始める玖里子と、大変珍しい光こう景けいが繰くり広げられていた。


「楽しそうですね」


　あくまでも笑みを崩くずさない紫乃。


「先生のせいですよ」


　頭ず痛つうがしてきた和樹は、怨うらみがましい口調で質問した。


「どうするつもりですか」


「どうしましょうか」


「治なおす方法は、当然あるんでしょうね？」


「…………」


　紫乃は窓の外を眺めた。


「今日は本当に」


「いい天気でも、もうすぐ雨が降りそうですけどいいんですけど、治せないんですか!?」


「考えてはいます」


「……考えてるだけじゃないんですか」


「あら、和樹君はなんて賢かしこいのかしら」


「そうじゃなくてですね」


　激げつ昂こうしかかる和樹。紫乃はやんわりと、


「別のお薬を飲めば治ります。多分」


「たぶんが引っかかります」


「放課後までにはなんとかします。それより」


　校こう舎しや内にベルが鳴り、保健室にも響ひびいてくる。


「授じゆ業ぎようが始まりますわよ」


「この状じよう態たいで授業ですか！」


　女の子たちは意識が入れ替わったままだ。


「とりあえず、受けていてください。その間に薬を作っておきます」


「しかし」


「さあさあ、授業です。いってらっしゃい」


　和樹と四人の女の子は、追い出されるように保健室から出た。





　すぐに授業が始まるのは確たしかなので、和樹たちは駆かけだした。


「あー、このまま出席するのか」


　玖里子が頭を抱かかえる。


「あたし、二年Ｂ組に行かなきゃだめよね」


「そうですよ。見かけは夕菜なんですから」


「また二年生の教科書開くのか。留りゆう年ねんしたみたい」


「私なんか三年生です」


　凜も愚ぐ痴ちを言う。彼女はより深しん刻こくだ。


「予習とかそういうレベルですらありません」


「舞穂ちゃんの服、だぶだぶで走りづらいです。まだ身体も慣なれていません」


　夕菜も嘆なげく。舞穂だけはなにがあっても楽しいのか、ずっとにこにこしていた。


「とにかく、今日だけはなんとかやりすごしましょう」


　と和樹が言い、五人は別れ、それぞれの教室へ急いだ。





　　　　○





　凜は歩調を速めた。規き則そくを守ることを好む彼女は、遅ち刻こくが嫌きらいなのである。


　乱らん暴ぼうに教室のドアを開け、ギリギリセーフで到とう着ちやく。


　中では三年生の女子生徒が、軽く拍はく手しゆしていた。


「今日は間に合ったんだ。珍しいね玖里子」


　玖里子が遅ち刻こくがちなのを知り、良くないことだと思いつつも、顔には出さない。


　拍手した女子には軽く頭を下げた。それきり会話はなし。友人らしいが、なにしろ名前を知らないのだ。


　席に着こうとして、戸と惑まどった。


　どこに座すわればいいのか分からない。初めてきた教室なのだ。仕し方かたないので空いてる席に着席したら、遅刻してきた女子に「ちょっと玖里子、そこあたし」と言われた。


「ご……ごめん。私、いや、あたしの席はどこ……だっけ？」


　その女子は「なによそれ」と言っていたが、正しい机を教えてくれた。


　玖里子らしくなるよう気を遣つかいながら礼をして、座って教科書を広げる。


　見慣れぬ言葉が並んでいて、凜は小声でうめく。


　もちろん高校なのだから、そう極きよく端たんに学年差の出るような授業内容なわけではない。しかし、彼女は欠かさず予習をするタイプなので、突とつ然ぜん知らない内容が出てくると気持ちが悪いのである。


　仕方ないので、今日の授業で出そうなところを、片かたっ端ぱしからチェックし始めた。


「あー、玖里子真ま面じ目め」


　先ほどの女子生徒がにやにやしていた。


「どうしたの。いつも絶ぜつ対たいそんなことしないのに」


「予習するのは普通のことだ」


「またまた。『予習するほど暇ひまじゃない』とか言って、その場でなんとかしちゃうくせに」


　そうなのかと凜は思った。事じ前ぜん準じゆん備びが不用とは、天才タイプだ。


　自分はそうではないと考えていると、教きよう師しが入ってきて授業が始まった。


　やってることの理解はできた。しかし背せ中なかがかゆくなるような、へんな感覚はぬぐえない。


「風椿、ここ訳やくしてみろ」


　英えい語ご教きよう師しが指す。彼女は「はい」と返事をして立ち上がり、すらすら訳文を読む。さっき調べたばかりだから、容よう易いだった。


「お、今日は真ま面じ目めだな。いつもは面倒くさがって、あくびを堪こらえながらやってるじゃないか」


　周囲の席からも「そうだよねー」「玖里子っぽくない」との声がする。


　凜はちょっと困こまった顔をした。


「そうなんですか」


「……そうだぞ？」


「それはいけません。間違っています」


「ああ……？」


「勉学に手抜きをするのは将しよう来らいのためになりません。学生時代に楽を覚えてしまうと、いざというとき全力を尽つくせぬ社会人になります。その時に後こう悔かいしても遅いのです。たとえ天才肌はだであっても、悔くいを残さぬよう真面目に取り組むべきです」


「そ、そうだな」


「今度私から注意しますので、先生はご安心を」


　英語教師は、「じゃあ頼んだ」と分かったような分からなかったようなことを言った。


「すごーい玖里子。なんか別人みたいね」


　隣の女子が囁ささやいた。


　いや別人なんですがと呟つぶやき、彼女は着席した。





　　　　○





　舞穂にとって一年生の教室は新しん鮮せんであった。元々好こう奇き心しんが強いのと、転校してからいきなり二年生に編へん入にゆうされたためもある。


　にこにこしながら教科書を広げた。凜が使っているだけあって、使い込まれてはいるものの、汚よごれてはいない。


　ノートも綺き麗れいだった。丁てい寧ねいな字で書き込まれていて読みやすい。


　舞穂は感心した。と同時にむずむずしてきた。シャープペンシルを取り出す。


　余よ白はくにイタズラ描がきをした。最初は小さかったが、それらは徐じよ々じよに大きく、大だい胆たんな絵になっていく。


（にゃはは、楽しいー）


　一いつ心しん不ふ乱らんに描き続ける。だんだんのってきた。


「あれ、神城さんなにやってるの」


　隣の席の男子が不思議そうに、


「イタズラ描きなんかしてるんだ。へえ」


「凜が絵を描くんだ。珍めずらしいね」


　前の席の女子も振り返る。


「にゃー、描くよー」


「……にゃー？」


「にゃー」


「……にゃー」


　女子はノートを覗のぞき込んだ。と、


「……ちょっと凜！」


「にゃ？」


「猫ねこの真ま似ねなんかしてないで、なにこれ!?」


　女子生徒は顔を真っ赤にして叫さけんだ。


「イラストー」


「それはそうだけど……だってこれ、女の子が……えええっ!?」


「どれどれ」


　男子生徒が見ようとするのを、女子生徒は必ひつ死しに押しとどめた。


「駄だ目め駄目見ちゃだめ！」


「なんだよ。神城さんのイラスト、俺おれにも見せろよ」


「駄目だってば！」


　舞穂は我われ関かんせずとばかりにシャーペンを動かした。そうこうしているうちに、教師が入ってくる。


　全身まで真っ赤にした女子生徒と不ふ満まんげな男子生徒を残しつつ、授業は始まった。


　最初は古文であった。甲かん高だかい声の中年教師のもとで、静かに進んでいく。


　静まりかえった教室に、チョークの音だけが響ひびき渡わたる。これは真面目に受けているというより、不満があるが声に出していないだけであった。不必要にプライドばかりが高い教師で、生徒のミスをねちっこく追つい及きゆうするのである。当然生徒の評ひよう判ばんは良くない。


「じゃあここの意味が分かるやつはいるか？」


　自主的に手をあげる生徒はいない。


「ならこっちで当てるからな。あとで文もん句くを言うなよ。まったくお前らは口ばかりうるさいからな。さーて、誰だれにするかあ」


　むろん、こんな喋しやべり方をする教師の質問に答えたがる人間がいるはずもなく、ただ「当たりませんように」と息を凝こらしていた。


「神城」


　舞穂が顔を上げる。


　教師はいかにも、見つけたぞと言わんばかりであった。生徒たちは一様に「神城さんも運が悪いなあ」という表ひよう情じようをしている。


「おい、この歌の意味はなんだ」


「えーと……」


　舞穂は首をひねっていた。


「分からないわけないだろう。言ってみろ」


「凜、答えちゃいなよ。なんでもいいから言っちゃったほうがいいって」


　真後ろの席の女子が、小声で言ってきた。


「さっさと終わらせた方がいいから。前みたいに反はん論ろんしてもつまんないよ」


「そうそう」と言う囁ささやきが、他からも聞こえてくる。舞穂は教師に向かい、


「意味は分かるけど……。喋っていいのー？」


「なんだその口の利きき方は。いいに決まってるだろう」


「じゃあね。えーと、『わたしが最後の別れに、あなたに想おもったのは、この×××な××××』」


　どどっと音がして、教師も生徒もコントのように転倒した。


「『×××が××で××××な××××野や郎ろう』これはね、舞……じゃなかった、凜が考えた意味だと、男の人が×××××だったから、女の人が×××になっちゃって、×××が××で──」


　教室内から悲鳴があがった。


「ちょっと凜、やめて！」


「神城さん、露ろ骨こつだ！」


　舞穂は当然無む視しした。


「他に×××が、×××って解かい釈しやくもあって、そうすると×××が×××××じゃないかって。でもこんなプレイがこのころからあったかどうか分かんないし、そうだと××××って意味が一番自然かなー……あれ？」


　彼女はきょろきょろ見回した。


「あれー、みんなどうしたのー？」


　返事はなかった。教きよう卓たくに頭をぶつけて気き絶ぜつした古典教師を始め、クラス内の人間は一人残らず倒たおれ伏ふしていたのだった。





　　　　○





　二年Ｂ組の教室に入る前、和樹は玖里子に夕菜の座ざ席せきの位置を知らせておいた。そのため、クラスメートに不自然がられることはなかった。夕菜も身体からだは舞穂だが、どっちにせよ同じクラスなので問題はない。


　相変わらず、和樹が女の子と登校したことに妬ねたみの視線が向けられたものの、特に騒さわぎはなく授業が始まった。


　教師は担たん任にんの伊い庭ばかおりであった。国語である。


　はじまってすぐ、和樹は玖里子につつかれた。


「ちょっと。伊庭先生、いつもこんな感じなの？」


「そうですよ。知らなかったんですか」


「三年生は受け持ってないのよ」


　かおりは説明に変な例（登場人物をゲームのキャラクターに譬たとえるとか、心しん境きよう変化を必殺技わざに譬えるとか）を混まぜる癖くせがあった。そのため二年生内では、「理解できる人間には凄すごく面おも白しろい。理解できない人間は混乱する」との評価があった（Ｂ組はかおりであろうとなかろうと成績だけはいいので、無問題）。


「あんた分かる？」


「パニックになることがあります」


「でしょうね」


　話はそれで終わったが、玖里子は和樹から離はなれなかった。


　甘あまい匂においが鼻についた。


　せっけんだ、と気づくのにしばらくかかった。いつもの夕菜なら気にならないのだが、今の持ち主である玖里子が必要以上に近づいているので感じられたのだ。あるいは玖里子によって体質が変化したのかもしれない。


「どうしたのよ、あんた」


「別に……」


「ははーん、夕菜ちゃんの身体が気になるのね」


　にやにやする玖里子。ただし顔は夕菜。


　彼女は襟えり元もとの内側に人差し指を入れた。


「見たい？」


「やめてくださいよ」


　なんだか顔が熱くなったので、目をそらした。


「ここのボタンを外すと、夕菜ちゃんの胸むねが見えちゃうと思わない？」
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「やめてくださいって。他に人がいるんだから」


「他にいなければいいんだ。あたしの身体じゃなくて夕菜ちゃんなのがしゃくに障さわるんだけどなー。まあいいか、脱ぬぐ？」


「ですから駄目ですってば！」


　それからも玖里子が色々とちょっかいをかけてくるので、和樹はかおりの説明に集中できなかった。


　休み時間になり、ようやく玖里子の色いろ仕じ掛かけから解かい放ほうされた。夕菜がやってくる。


「和樹さん、さっきずいぶん玖里子さんと話してましたね」


　夕菜は舞穂の身体なので、かなり舌した足たらずな口調であった。


「ま、まあね」


「勉強教えてもらってたんですか」


　どう言おうか、と考えていたら口を塞ふさがれた。


「そ、勉強」


　玖里子が和樹の口に手をやりながら答えていた。


「……そうなんですか」


「あと、エッチなこともね」


　和樹は玖里子さん、と叫さけんだが、もごもごするだけ。


　夕菜の目つきが険けわしくなった。


「なんですかそれは」


「大人の話よ」


「またそんなことを。あまり和樹さんに近づかないでください」


「あら。これは夕菜ちゃんの身体よ？」


　玖里子が和樹に腕うでを絡からませてきた。


「そうですけど……でも」


「夕菜ちゃんこうしたいと思ってたんでしょ。良かったじゃない」


　ますます玖里子は身体を寄よせてくる。擦こすりつけるようなことまでした。


「どう和樹。気持ちいい？」


「え、えーと……」


「和樹さんから離れてください」


「どうしようかな」


　にやにやする玖里子。不意に、夕菜の目がくわっと開かれた。


「……離れてください！」


　小さな身体から、大きな声が出た。


　Ｂ組の生徒が、一いつ斉せいにこっちを向いた。そして一いち様ように変な顔をした。


　夕菜がまるで「誘ゆう惑わくする年上のお姉さん」のように和樹に絡みつき、舞穂が「嫉しつ妬とにかられた同級生」のように睨にらみつけているのである。滅めつ多たにないどころか、異い常じような光景であった。


「ほらほら、舞穂ちゃんらしくないわよ」


「あ……えっと……にゃ、にゃー。そんなことばっかりー」


　いきなりたどたどしくなる。


「そんなことってなーにー？」


「わ、わたしはそんな言い方しませんっ」


「舞穂ちゃんのふりをしなきゃ駄目でしょ」


「……にゃー、玖里……夕菜さん、そんなことしちゃ駄目ー」


「別にいいじゃない。あたし、夕菜ちゃんだもーん。こんなこともしちゃうわよ？」


　玖里子の唇くちびるが、和樹の頰ほおに近づいた。次の瞬しゆん間かん、どこからか、ぶちっという音がした。


「……駄目ったら駄目です!!」


　夕菜が髪かみを逆さか立だてる。しかし見かけは舞穂なので、周囲からは「いつもにこにこ舞穂ちゃん」が怒いかりもあらわに牙きばを剝むきだしたように見えていた。Ｂ組生徒たちは、「なんか舞穂ちゃん怒おこってるぞ」「夕菜ちゃんがやけに色っぽいんだけど」と囁きあった。


「どうしてそんなことばっかり……！」


「せっかく和樹と同じクラスになったんだから、あたしにはチャンスよ。でしょ」


「わたしがいるのに！」


「夕菜ちゃんはやり方が悪いのよ」


「言いましたね！」


　夕菜が手を振ふり上げる。魔ま力りよく集中時におこなう夕菜の癖くせだ。和樹は反はん射しや的に伏ふせる。その背を玖里子がつついた。


「大だい丈じよう夫ぶよ、舞穂ちゃんの身体からだなんだから」


　恐る恐るうかがうと、夕菜の右手には炎ほのおの球ができつつあったが、いつもよりずっと小さく、精霊の気け配はいもなかった。


「首くび輪わのせいで、ろくに魔法も使えないんでしょ。それでもあれだけ火球を作るんだからたいしたもんね」


「なに落ち着いてるんですか。直ちよく撃げきくらったらあれだって……！」


「平気平気」


　夕菜が「うがー」と叫びながら腕うでを振り下ろした。


　玖里子は余よ裕ゆうの態たい度どでポケットに手を入れた。彼女には成兵チエンビンがある。盾たてとして使用することも簡かん単たんだった。が、


「……あ」


　彼女は呟つぶやいた。


「霊れい符ふ、ないわ」


　これ夕菜ちゃんの身体だった、という台詞せりふが聞こえる前に、火球は爆ばく発はつした。


　当然のように、和樹は巻まき込こまれた。





　　　　○





　放課後、再ふたたび保ほ健けん室しつに集合となった。紫乃は朝と変わらない笑えみを浮うかべていた。


「お待たせしました皆みなさん。新しい薬が完成しました……おや」


　彼女は首を傾かしげた。


「どうなさいました？」


　和樹以下四人の女の子は、全員なんとも言えない様相であった。


「私は特に、なにもありませんが」


　と凜。確かに落ち着いていたが、微び妙みように怒っているようでもある。


「舞穂は楽しかったよー」
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　彼女はいつもと変わらない。


「みんなバタバタってなっちゃって、面白かった」


　その台詞せりふに、凜が若じやつ干かん不安げになっていた。


「いつもとは違ちがった経けい験けんをなされたようで、なによりでした。でも、他の皆さんは？」


　紫乃の質問には誰も答えなかった。しかし和樹が黒くろ焦こげで、身体は夕菜の玖里子はゲホゲホ咳せきをして黒い煙けむりを吐はき、身体は舞穂の夕菜は腰こしに手を当ててそっぽを向いている状態なので、なにがあったのか誰にでも推すい察さつできた。


「それで、治す薬はできたんですよね」


　和樹は焼き魚状態のまま訊いた。


「はい。ここに」


　机つくえの上には、朝と同じく四本の小こ瓶びんが並ならんでいた。


「どうぞお飲みください」


「言われなくても飲むわ」


　玖里子が手を伸のばす。


「どれを飲んでもいいの？」


「効こう果かは変わりません」


「これで変な緊きん張ちようから解放されますか」


　さすがの凜もほっとして小瓶を受け取る。


「もう少しこのままでもいいー」


　舞穂は少し残念そうだ。


「早く戻もどった方がいいに決まってます」


　夕菜は最後に小瓶の蓋ふたを開けた。


　女の子たちは同時に口をつけ、液えき体たいを飲み干した。そして同じように、床に崩くずれていった。


　しばらく時間がたち。


「ん……ん……」


　最初に目を覚ましたのは、やはり夕菜だった。


「く……」


　凜も徐じよ々じよに身体を起こす。玖里子は眠ねむそうに声を発し、舞穂も目を擦こすりながら立ち上がった。


「よかった……」


　和樹は胸をなでおろした。


　女の子たちはぼんやりとしたまま、顔を見合わせた。


「……あら？」


「……え？」


「……なっ！」


「……にゃっ」


　そして一いつ斉せいに同じ言葉を叫んだ。


「また入れ替わってるー!!」





　和樹は混こん乱らんを極きわめた頭の中を、必死になって整理した。


「えーとえーと、夕菜の中身が舞穂ちゃんで、舞穂ちゃんの中身が凜ちゃんで、凜ちゃんの中身が玖里子さんで、玖里子さんの中身が夕菜……？」


「そんな感じでしょうか」


　紫乃は朝と同じく、他ひ人と事ごとのようだった。


「どうしてなんですか！　明日もこのまま授業を受けるんですか！」


「玖里子さん、そんな口調はらしくありませんよ」


「わたしは夕菜です！　もとに戻る薬じゃないじゃないですか」


「変ですわねえ」


　紫乃はちっとも変ではなさそうな言葉遣いだった。


「あたし、明日は一年の授業なの？　意味ないわよ」


　玖里子が嘆なげく。


「こんどは二年生ですか……」


　凜は疲つかれ切ったようになり、舞穂だけは例によって、「楽しいー」とはしゃいでいた。


「紫乃先生、本当の薬はいつごろできるんですか」


　和樹は、もはや腹はらを立てる気力もなくしていた。


「わたくしというより、兄が調ちよう合ごうした方が効果が出るかもしれません」


「紅尉先生はどこに？」


　その時、保健室のドアが開いて長ちよう髪はつの養よう護ご教きよう諭ゆが入ってきた。


「まあお兄様」


　紅尉はざっと室内を見渡した。


「紫乃……」


「はい」


「研究所に報ほう告こくするための臨りん床しよう実験だというのであれば、私も納なつ得とくできる」


「もちろんです」


「噓うそだー！」


　和樹がわめいた。


　紅尉はそれ以上コメントを発せず、椅い子すに座すわった。彼は、妹が一度イタズラを思いつくと必ず実行することを、良く知っていた。


「これは治すのに骨ほねが折れそうだな」


「娯ご楽らく用に開発するのですから、効き目は自然に切れるものにしませんと」


「改良の余よ地ちがある」


「冷静に話をしないでください！」


　兄妹の会話に和樹は割わり込んだ。紅尉は気にせず、


「宮間君はどこだ」


「わたし、ここです」


　玖里子の身体が手をあげる。


「悪い話と、とても悪い話がある」


「……最初から聞かせてください」


「帰りがけに宮間教授と会った。さっき帰国したそうだ」


　夕菜は嘆いた。


「こんなときに……とても悪い話はなんでしょう」


「君の良く知ってる人も来る」


「誰ですか？」


「君の母上だ」


「……お母様が!!」


　夕菜は文字通り跳とび上がった。


「急に娘の顔が見たくなったそうだ」


「で、でも、わたし玖里子さんの身体です！」


「明日には到着するそうだぞ」


「そんな……」


　ショックで夕菜は目を回した。


　彼女はそのまま後ろに倒れ、和樹は危あやういところで身体を支ささえるはめになった。




　第二十七話　母よあなたはやってきた










　放ほう課か後ごの葵あおい学がく園えん保ほ健けん室しつ、風かぜ椿つばき玖く里り子こは、げっそりとしている他の女の子たちに向かって告げた。


「だからもう一度飲むわよっ」「少し休みませんか」「早いほうがいいです」「色が変ー」「いいから飲むの。せーのっ」ぼんっ。「……あ」「ああーっ」「また違う……」「制せい服ふくがだぶだぶです」「この薬にがーい」「まだ改良の余よ地ちがあるな」「これ混まぜてみましょうか」「ちゃんと作ってください」「ではこちらをどうぞ」「今度は大だい丈じよう夫ぶなの？」「おそらく」「なんですかそれ」「いい加か減げんな」「ジュース飲みたーい」「あとでいくらでも飲みなさい」「いきますか」「いきましょう」「じゃあ蓋ふた開けて。せーのっ」ぼんっ。「あー」「あー」「あー」「あー」「失敗ですわね」「なんで他ひ人と事ごとなんです！」「もう、ちゃんとしてよ」「そろそろ夕方なのですが」「ジュースー」「わたしの身体からだに戻もどりたい……」「次はこちらです」「何種類あるのですか」「作れるだけ作ってみました」「わたしたちはモルモットですか!?」「謙けん遜そんなさらないで。もっと可愛かわいいですわよ」「謙遜してません！」「早く飲みたまえ」「じゃあいくわよー」「お腹ふくれちゃいました」「頭ず痛つうがします」「苦いの嫌きらいー」「せーのっ」


　ぼんっ。


　何な故ぜか白い煙けむりが女の子たちの口から出た。


「げほっげほっ……ああ」


　宮みや間ま夕ゆう菜なはがっくりと両手を床ゆかについた。


「わたし凜りんさんです……」


「私は夕菜さんなのですが」


　神かみ城しろ凜が、心底うんざりした表ひよう情じようで言う。


「あたし舞まい穂ほちゃんになった」


　と玖里子。


「玖里子さんだー」


　舞穂は珍めずらしそうにはしゃいだ。


　昨日、紅あか尉い紫し乃のが改悪した世にもいかがわしい飲み薬によって、四人の女の子は精せい神しんがそれぞれ入れ替かわってしまったのである。元に戻す薬ができるのを待つため、仕方なく授じゆ業ぎように出たもののろくなことにならず、事じ件けんは尾おを引きっぱなしという有様であった。


　そして「今日こそ元の身体に」と意い気き込ごんだものの、別の身体に移うつるだけでさっぱり治る気配がなかった。


「どうして元に戻らないんですか!?」


　式しき森もり和かず樹きが詰きつ問もんした。例によって彼は事件におつきあいをしており、女の子たちの精せい神しん入れ替わりで頭は混乱しっぱなしであった。


「変ですわねえ」


　紫乃が答える。言葉とは裏うら腹はらに、まるで困こまっているように見えなかった。


「成せい分ぶんの配合を間違えたのかも」


「昨日からずっとそんなこと言ってませんか」


「他によい手しゆ段だんもありませんので」


　彼女は「次はあれをこうしてこれをああ」と、いかにも楽しそうに調合を始める。


　和樹はげっそりとして、紅尉晴はる明あきに助けを求めた。


「どうにかならないんですか」


「君たち以外で臨りん床しよう実験ができない以上、紫乃のやり方より他に方法はない。一回ずつ薬を飲むしかないだろう」


　紫乃の兄はあくまで冷静であった。


「そうですけどね……」


「それよりもだ、そろそろ時間ではなかったか」


　紅尉が壁かべ掛かけの時計を見上げる。


「そうでした。もう帰ってきます……」


　身体からだは凜の夕菜がぐったりした顔をした。


　今日は夕菜の母親、宮間由ゆ香か里りが帰国する日なのである。彼女はブローカーをやっており、イタリアを拠きよ点てんにして世界中の企き業ぎようと取引をしていた。とんでもなく忙いそがしい身なのだが、「ふと娘むすめの顔が見たくなった」という。


　それはいいのだが、肝かん心じんの娘は心だけ別の身体に収まっていた。これで再さい会かいするのは大変間ま抜ぬけな光景となる。


「わたし凜さんの身体でお母様に会うんですか」


「もう時間もないぞ。今日はとりあえず帰ったらどうだ」


　さすがに夕菜は「治してください」と粘ねばったものの、まともになる見込みが立たないため帰き宅たくせざるを得なかった。そうなると他の女の子たちもどうしようもなく、一いつ緒しよに下校することになった。


　帰り道、もはや達観した玖里子、凜、舞穂に比くらべ、夕菜はずっとよどんだ運うん河がのような顔をしていた。


「せっかくお母様に会えるのに……」


「夕菜ちゃんのお母さんって、どんな人なの？」


「優やさしい方です。わたしがちっちゃい頃ころから忙しかったんですけど、子育ては自分でしたってお祖父じい様から聞きました。中学のときにイタリアに行ってしまって、滅めつ多たに会えなくなったんですけど」


　夕菜の言葉に玖里子は感心していたが、和樹は別の感想を持っていた。


　かつて彼は、夕菜の父から「あれ」の話を聞いたことがある。「あれ」とはもちろん夕菜の母親のことで、ひとことで言って「見み目め麗うるわしいが、怖こわい」らしい。いくつか怖さの例を教えてくれたが、由香里の発した「愛あいとは純じゆん粋すいで、暴ぼう力りよく的てきなもの」という言葉に凝ぎよう縮しゆくされていた。


　どんな怪物モンスターなんだと思ったが、とりあえず夕菜に似にているらしい。母おや娘こなのだから当然だが。


「しかしどうします。夕菜さんの身体は私なのですが」


　凜が訊きいた。


「そうですね。心が入れ替わったなんて、信じてもらえるかしら」


「私たちだって信じたくないのですから」


　結局「なんとかごまかしつつ」そのまま会うことになった。


　家では夕菜の父、宮間健けん太た郎ろうが待っていた。この人もかなり忙しく家にいないことが多いのだが、今日は何な故ぜかいた。


　ただし部屋から出ようとしなかった。


「どうしたのかな」


「和樹さん、お父様を呼よんでもらえますか。もうすぐお母様が来ますので」


「うん」


　和樹が健太郎の部屋の扉とびらをノックする。


「誰もいないぞ」と変な回答があった。


「あのー、夕菜のお母さん、もうすぐやってくるそうなんですが……」


　しばらく沈ちん黙もくが続く。


「……すまんが式森君、私はいないことにしてくれないか」


「いるじゃないですか」


「そうなのだが、いない」


「出かけるんですか」


「何度も出かけようとしたが、足がすくんだ。どうせ地じ獄ごくまで追われるなら自宅で朽くち果はてようかと思ったが、それも嫌いやだ。行方ゆくえ不ふ明めいということで手を打たないか」


「変なこと言わないでください。なんなんです」


「心当たりが出てきた。不安材料だ。もう駄だ目めだ」


「わけが分からない……」


　玄げん関かんから、クラクションが聞こえてきた。


「来たみたいですよ」


　もう返事はない。仕し方かたなく和樹は、一人でリビングへ向かった。健太郎の部屋からは「うわあ」と悲鳴じみた声があがったが、よく聞こえなかった。


　全員玄関から外に出た。


　高そうな外がい車しやが停とまっていた。なんとベントレーのアルナージだ。非常に高価なイギリス車である。


　一人の女性が降おり立った。


　背せの高い人だ。スリムなモデルみたいな体形で、上はクリーム色のジャケット、下はタイトミニのスカートだった。軽くウェーブのかかった髪かみに、薄うすい茶色のサングラス。ヨーロッパあたりの女性実じつ業ぎよう家かという単語がぴったりだった。


　和樹は思わず「うわっ、美人だ」と漏もらしたくらいだ。女の子たちも、びっくりしている。


　その女性はつかつかと歩く──が、いきなり後部座席のドアを開けた。


　そこから和わ服ふく姿すがたの女性が降おりた。


「ご苦労様。あとで迎むかえに来てちょうだい」


「かしこまりました」


　サングラスの女性は運転席に乗ると、そのまま去っていく。和服の女性はにこりとした。


「ただいま、夕菜」


　夕菜は「お母様」と呟つぶやいていた。


　なんともしとやかな女性であった。顔は笑えみを絶たやさず、物もの腰ごしは柔やわらかい。更さら紗さ柄がらの小こ紋もんに袋ふくろ帯おびという和装も、実に雰ふん囲い気きに合っている。結ゆった髪に銀杏いちようのかんざしも洒落しやれていた。


　由ゆ香か里りは和樹を見つけると、深々と腰を折った。


「まあ、あなたが式森さんですね。いつも娘がお世話になっております」


「は……いえ」


　和樹はぼそぼそと返事をし、急いで礼をする。


「主人から噂うわさは聞いておりますわ。娘の夫になられるのですって？」


「えー……」


「ふつつかな娘でございますが、よろしくお願いします」


　丁てい寧ねいすぎる態たい度どに、和樹はぎくしゃくしっぱなしであった。「とりあえず中へ」とだけ言う。


「はい……あら、夕菜、どうしたのです？」


　由香里は細い眉まゆを顰ひそめた。


「お母さんが帰ってきたのですよ」


「えっ……あっ」


　夕菜は「お帰りなさい」と言おうとした。そこを玖里子につつかれる。


（ちょっと。あんた凜ちゃんの身体からだでしょ）


（……そうでした）


（凜、あんたが返事して）


（わ、私がですか）


（そうよ）


　身体は夕菜の凜は、たどたどしく言う。


「お……お帰りなさいませ……お母様」


　しかし由香里の顔は曇くもったまま。


「夕菜ったら……お母さんのことが嫌いになってしまったの？　まるで心が他の人になったみたい」


　全員「鋭するどい」と呟く。


「前はわたくしが帰るたびに『お帰りなさい』と抱だきついてくれたのに……ああ、娘の心はもう離れてしまったのね」


　袖そでを目頭にあて、よよよと泣き崩くずれる。


「そんなことは……ありません。お……お母様」


　凜はブリキのロボットよりもぎこちない動きをしながら、由香里に抱きついた。


　夕菜の母は、娘を抱き寄せ嬉うれしそうに頭をなでた。


　身体が凜の夕菜は複ふく雑ざつな表情をした。身体が夕菜の凜もなんとも言えない顔つきになっている。


　感動かどうかいまいち分からない母娘の対面が終わり、全員家の中に入る。


　玖里子が和樹に囁ささやいた。


「ずいぶん気弱そうな人ね」


「そうですね……」


　よほど子こ煩ぼん悩のうなのか、娘が抱きついてくれないと知ったときの顔たるや、とてもイタリアで商売をしているように見えない。


　小柄で優しげで、「内ない助じよの功こう」が似合いそうである。にこやかな表情は、紫乃の詐さ欺ぎ師しじみたそれとは違い、己おのれの内面からにじみ出てくるものであった。文学に出てくる日本の淑しゆく女じよみたいである。


　直接リビングに行き、座った。お茶が淹いれられ、玖里子、舞穂、凜（これは夕菜）が自じ己こ紹しよう介かいをした。


「こんなに沢たく山さんの娘さんたちと、式森さんは暮くらしているのですか」


「ははは。まあ……」


「式森さんもまだ高校生。可愛かわいいお嬢じようさん方に囲まれて、さぞ嬉しいことでしょう」


「えーと、そう……かな……」


　確かに夕菜も玖里子も凜も、それぞれ違いはあれ美人である。舞穂も今は幼おさないものの、数年すればどれだけ可愛い存そん在ざいになるかといった感じである。ただ彼は、そこのところを実感したことはない。


「そうでもない……と言いますか、あまり意い識しきしてないんで」


「ですが、毎日一緒に過ごしているのでしょう」


「そりゃま、そうですが」


「娘は、どのように接しています？」


「え？」


　由香里は不安そうであった。


「家事に手を抜ぬくとか、殿との方がたより遅おそく起きるとかはありませんか？　不ふ満まんがあったらおっしゃって」


「いや……ないですよ」




[image: ]


　こと家事に関して、夕菜の腕は一いつ級きゆう品ひんである。家庭内のことならなんでもできる。彼が恐れるとしたらもっと別のことだが、それは今は言えなかった。


　由香里は多少安心したようで、


「そうですか……。それならいいのですが、このように他の娘さんもいらっしゃいますと、夕菜だけが手を抜くのではないかと心配で……」


「お母様」


　夕菜が文もん句くを言った。


「わたし、そんなことしません。お料理もお掃そう除じもお洗せん濯たくも、ちゃんとしてます」


「……神城さん？」


　由香里が不思議そうな顔をする。


「どうなさったのです？」


「あ……え、えっと、夕菜さんは……そんなこと、ありません」


　彼女は慌あわてて凜の口真ま似ねをした。


「家事はきちんと、しております」


　夕菜のたどたどしい言い方を聞きながら、玖里子が凜を肘ひじで合あい図ずする。


「そっ……そうです。お母様、わたし、お料理とか好きですから」


　ぎこちなく笑う凜。


「みなさん美お味いしいって言ってくれます。ね……ねえ」


　和樹たちは、かくかくとうなずいた。


　由香里はようやくほっとした表情になった。


「それはようございました。どうにも心配になったものですから」


「平気です。ええ」


　と和樹。


「式森さんは、娘をどのようにお考えですか？」


「えー、まあ、普通に……」


「そう……ですか」


　そうですよと言おうとして、和樹は言葉を詰まらせた。


　背せ筋すじがぞくっとしたのである。これは彼特有の「危き険けんを察さつ知ちするがそれ以上意味がないので結局巻き込まれる」能のう力りよくであった。由香里は上うわ目め遣づかい気味で、不安と弱気が混まざったようにしか見えない。それでも感じたのだ。


「ええーと、そんな、あははは……」


　適てき当とうに笑ってごまかす。


「みんな仲良くやってますし、でも夕菜がときどき怒っ……いや別に」


「そうですか。ならばよろしいのです」


「は……はい」


　なんだか嫌いやな予感が続くので、早く話が終わって欲ほしかった。


「そういえば、宅の主人はどちらに……」


「ご自分の部屋にいますけど」


「どうして出てこないのでしょう」


「さあ……」


　なにしろ居い留る守すをよそおいたがったくらいなのだ。


「具ぐ合あいが悪いのかもしれません」


「わたくし実は、心当たりがございます。主人は、わたくしに会うときになると決まってこのようになるのです」


「そうなんですか。やっぱり持じ病びようかなにか」


「いいえ。極きわめて健康ですわ。ただ、申し上げてよいものかどうか……。家の恥はじとなりますので……」


「は……あ」


　和樹はますます背中のぞくぞく感がつのる。


「主人は考こう古こ学がく者しやでございましょう？　多数の人を使っているのですが、中にその、年頃の娘さんがおりまして……」


　由香里が首くび筋すじまで赤くして、下を向く。


「申しわけございません。少し主人と話をしてまいりますわ」


　彼女は立ち上がると、しずしずとリビングを出ていった。


　しばらくしてからノックの音がする。「あなた、お開けになって」と言っているのは由香里だ。


　やがて静かになった。と思った途と端たん、ばきいっと轟ごう音おんがする。そして完全な静せい寂じやく。


　和樹は健太郎の運命が大変気になったものの、確かく認にんに行く勇気がまるでなかった。


「ちょっと、なにがあったの」


　と玖里子。


「なんとなく想そう像ぞうはつきますが……」


　口にしたら、被ひ害がいが自分にも降りかかるような気すらする。


「にゃー、それよりも、いつまで玖里子さんの真似しなきゃならないのー？」


　舞穂がもっともなことを言った。


「そうねえ。正直に言ったほうがいいかもね。夕菜ちゃん、こういう噓うそにお母さんは怒りっぽい方？」


「いえ……。あまり怒ったところを見たことがなくて」


「なら、言ったほうがいいんじゃない」


「でも、今のまま言うのもちょっと」


　と和樹は口を出した。


「まあ、なんとなく言い出しづらいってのはあるけどさ」


　玖里子もそれなりに同意はする。


「ですけど、お母様は優やさしい方ですよ。そんな心配いらないと思います」


　夕菜が口を尖とがらせる。


「中身が入れ替わっても？」


「それは……」


　彼女もさすがに考え込む。こんな例はないのだから、反はん応のうが予想つかないのも当然だ。


「怒ったりしないと思うんですけど、確かに……」


「気持ちの悪い状態ではあります」


　凜もそう言った。


「式森の言うことにも一理あります。夕菜さんの母上は、今日だけで帰られるのでしょう。でしたら、このままでもとりたてて問題はないはずです」


「それはそうですけど」不満げな夕菜。


「しゃーない、このままでいくか」


　玖里子が言い、現状のままということになった。


　しばらくしてから、由香里が戻ってきた。相変わらず、にこやかなままだ。


「あの、夕菜のお父さんは……」


　和樹が訊く。


「達たつ者しやですわ」


「そうでしたか。それにしては出てこないような……」


「式森さん」


　由香里が柔やわらかな笑みのまま言う。


「それ以上お聞きにならないで」


「……はい」


　彼女は元のソファに座った。


　しばらく雑ざつ談だんが続く。和樹は夕菜父がどうなったのか気になって仕方がなかったが、由香里はまったく触ふれようとしなかった。


　話題はなんとなく、夕菜のことになった。


「ねえ式森さん、さきほどの続きになってしまうのですが、夕菜はご迷めい惑わくをかけていませんか？」


　由香里が不安そうに訊いた。


「小さいころから、しつけと家事はきちんとやらせておりましたが、やはりわたくしがついていないからといって、まずいことでも」


「ですからお母様、わたし……」


　夕菜が慌あわてて凜をうながす。


「え……は、はい。ちゃんとしています」


　由香里はこほんと咳せきをした。ソファに座り直す。


「実はわたくし、日本に帰ってきたのには二つ理由があるのです。一つは主人のことでして、発はつ掘くつ隊たいに同行していたサラというイギリスの娘さんとの件けんでした」


「それは……その」


　恐る恐る和樹が訊く。


「さきほどすみました。しばらくは、年とし若わかい娘さんを見るのも嫌いやになっているでしょう」


「……うわ」


「もう一つが夕菜のことです。申し上げましたとおり、きちんと家事を教えたつもりなのですが、わたくしがイタリアに行っている間、どうしているのか分からないのです。そろそろ迎むかえが来てしまうのですが……」


　彼女は腕時計を眺ながめた。


「戻る前に、皆さんにお料理を振ふる舞まわせてくださいませ」


「は、料理ですか？」


「さようです」


「でも悪いですよ。久ひさしぶりの日本ですよね。なのにそこまでしてもらうなんて……」


　と和樹は言ったが、夕菜の母はゆっくりと制した。


「お腹なかが空すかれたでしょう？　せっかく日本に帰ってきたのですから、わたくしに作らせてください」


　彼女は立ち上がった。


「材料はございますか？」


「買い置きがあります」


「使わせていただきます。夕菜」


「は……はい」


　返事をしたのは凜。


「手伝ってちょうだい」


　凜をのぞく全員が驚きよう愕がくした。


　剣けん豪ごう少しよう女じよの料理の腕うで前まえは「ままごとにしてもどうか」というレベルである。食べ物というのもはばかられる代しろ物もので、人ひと死じにが出ていないのが唯ゆい一いつの慰なぐさめなのだ。


「あなたの家事の腕前を、確認いたします」


　和樹たちは、全員腰こしを浮かせた。


「あの、お母さん、それはちょっと……」


「やめた方がいいと思います……」


「悪いことは言いませんので」


「にゃ……お腹壊こわしたくない……」


　由香里は怪け訝げんそうになり、


「どうなさったのです皆さん。夕菜の腕前がそんなに不安なのですか？」


「そうじゃないんですけど……」


　と和樹は言ったが、聞いてくれない。


「わたくしは夕菜に、女として恥はずかしくないよう教育したつもりです。あいにく渡と欧おうすることになってしまいましたが、わたくしの教えを守っているはずですから、料理のことはどうぞご心配なされませんよう」


　そこまで言われると黙だまるしかない。凜も仕方なしに、由香里に従したがう素そ振ぶりを見せた。


　二人はキッチンへと向かった。


「あー、大だい丈じよう夫ぶかな」


　どうしても不安になる。三人の女の子たちの気持ちも、曇り空のようによどんでいた。


「凜さんですから……」


「あたし、食べなくてもいいかしら」


「にゃー、怖い……」


　しばらくはなにも起こらなかった。やがて、


「夕菜、ちょっとお止やめなさい。夕菜」


　由香里の叫さけびが聞こえ、軽い爆ばく発はつ音がする。


「始まった……」


　つい和樹は神に祈いのる仕し草ぐさをした。


　それからはプレス工場と解かい体たい現げん場ばが同時に出現したような騒さわぎであった。


　食器の割われる音をバックミュージックにして、炎ほのおがちろちろ見え、黒こく煙えんが立ちのぼり、水が床ゆかに流れる。由香里の悲鳴。凜の舌した打うち。小さい爆発。何な故ぜか電気のこぎりの駆く動どう音おん。生ゴミは加か速そく度ど的てきに増ふえ、電気ガス水道料金は跳はね上がり、粗そ大だいゴミまで出現する。


　凜の逆方向への料理の才能は、ますます磨みがきがかかったようであった。


　永えい遠えんとも思われる時間が流れたが、実際はそれほどでもなかった。


　憔しよう悴すいした凜と、困り果てた由香里が戻ってくる。


　由香里は土ど下げ座ざせんばかりに頭を下げた。


「本当に申しわけございません。娘がここまで料理ができないとは思いませんでした」


「いやあそんな……」


　と和樹。とりあえず夕菜本人には責せき任にんがないはずである。


「これもわたくしの教育がいたらないためです。料理はわたくしが一人で、責任もってお作りします」


「ありがとうございます」


　和樹は答えた。そのほうが、圧あつ倒とう的に命の危き険けんはない。


「夕菜、お母さんは皆さんのお食事を作ります。あなたはお洗せん濯たくをしてきて」


「はい」


　殊しゆ勝しようにうなずく凜。廊ろう下かの奥おくへ消えた。


　やがて、とんでもない振しん動どうが起き、和樹たちは慌てて伏ふせた。


　とても洗濯機のものとは思えない騒音がしてくる。まるでメタル音楽とジェットエンジンの噴ふん射しやが重なったようだ。どだだだだとドラムを乱らん打だしているように感じるのは何故だ。


　由香里が飛び出し、「どうしたの夕菜!?」と言いながら洗面所に向かう。


　悲鳴がした。


　玖里子が無言で洗面所に行く。すぐに「買い換えなきゃ」と言いながら戻ってきた。その後ろから、凜と由香里もきた。


「料理ほどでもないな」と変に冷静な評ひよう価かが下せたのは、慣れてしまったせいだろうか。洗せん剤ざいで泡あわだらけになった二人を見て、和樹はそんなことを思った。


　夕菜の母親は、またまた頭を下げた。


「本当に本当に申しわけございません。洗濯の腕まで落ちているとは思いませんでした」


「そうでしょうね」


　と和樹。


「全自動洗濯機のはずなのですが……どうしてあんなことになってしまったのか……」


「三台目だったかな」


「すぐに新品をお届とどけいたしますから」


　由香里はそれでも気丈に、


「お料理を作りませんと……。夕菜、せめて掃そう除じくらいはしてちょうだい」


「はい。お母様」


　凜が納なん戸どへ行こうとした。


「お待ちなさい。掃除機を使ってはなりません」


　さすが腕利きブローカーである。なにをやらせたらまずいのか、見抜いたようだった。


「ほうきとちりとりだけをお使いなさい。それと、玄げん関かんを掃はいて。落ち葉がたまっていました」


「分かりました」


　これなら安心とばかり、由香里はほっとしながら食事の支し度たくに取りかかる。


　むろん、和樹も夕菜も玖里子も舞穂も、安心なんてかけらも思っていない。ソファを盾たてにするようにして、後方に身を潜ひそめた。


　庭では、最初こそ「しゃっしゃっ」とほうきっぽい音がしていたが、やがて「ごおおおお」と台風接せつ近きんみたいなものに変わる。窓まどが揺ゆれ、扉とびらがきしんだ。


　ボールを壁かべにぶつけるような振動もしたが、これはましな方だった。削さく岩がん機きのような震ふるえがきて、庭木ががさがさ揺れ出す。遠くから怯おびえたような犬の悲鳴と、急ブレーキが聞こえてくる。


　掃除ではなく、戦争が発生したようであった。


　青ざめた由香里が玄関へと向かう。お約束のように悲鳴がした。


「あそこまで家事全ぜん般ぱんが下手だと、むしろ才能ね」


　玖里子が呟つぶやく。全員同感だった。


　戦争終結と同時に、玄関の戸が開く。二人が戻ってきた。


　凜も由香里も、一気に年を取ったとしか思えなかった。


「本当に……本当にこの子ったら」


　由香里は叱しかる言葉もなくしたらしかった。


「本当に本当に申しわけございません。皆さんの助けになるどころか、迷惑ばかりおかけして」


「知らなかったんですから、しょうがないです」
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　和樹は変ななだめ方をする。


「わたくし反省いたします。ここまで自分の教育が間ま違ちがっていたのですか……」


「いやまあ」


「こんなことでは、式森さんの嫁よめにふさわしくありません。決心いたしました」


　由香里がきっとする。


「夕菜をイタリアに連れていきます」


「……ええーっ!!」


　和樹たちは、絶ぜつ叫きようした。


「わたくしの元で花はな嫁よめ修しゆ業ぎようをさせます。女としてもっとふさわしい力をつけさせないと、家庭に入ることすらできません。このままでは宮間家の沽こ券けんにかかわります」


「おっ、お母様！」


　夕菜が叫んだ。


「わたし、和樹さんと離れるなんて嫌です！」


　彼女は母親にすがりついた。


「日本にいさせてください。お願いです！」


「……神城さん、なにをおっしゃっているのです？」


　由香里が首をかしげる。


「連れていくのは娘の夕菜です。神城さんではありませんよ」


　全員「あ……」と口を開ける。そういえば、彼女にことの次し第だいを伝えなかったのだ。


「お母様、わたしです、わたしが夕菜です！」


　外見が凜の夕菜は、必死で自分を指さす。


「ご冗じよう談だんはおよしになって」


「本当なんです。わたし、もっとうまく家事をやれます！　昨日、変な薬を飲んだら、みんなの心が入れ替わっちゃったんです！　わたしはわたしじゃないんです！　和樹さんと離れるなんて……あ、わたしは離れませんれけど、凜さんと身体を持ってかないでください！」


　玖里子、凜、舞穂も口々に言った。


「そうなんです、違うの」


「すみません。私が神城なのです」


「舞穂はここー」


　聞かされた由香里は思し案あん顔がおだったが、かすかに首を振った。


「皆さん、そこまでして娘むすめをかばわないでください。娘の不始末は親の不始末。いずれ恥はずかしくない女としてお目にかけます」


「お母様、本当なんです！」


「神城さんはお優しいのですね」


「あーん！」


　半泣きになる夕菜。由香里は「自分の眼めで見たことのないできごとは信じない。見たこともあまり信じない」超ちよう現げん実じつ主しゆ義ぎ者しやだったのだ。


　彼女は頑がんとして「イタリアに連れていく」と主しゆ張ちようした。もちろん全員猛もう反はん対たいである。心が凜のまま連れていかれたら、元に戻ることはほぼ不ふ可か能のうになる。


　連れていく行きたくないの騒ぎは、その後も延々続いた。そのため、玄関のチャイムが鳴っていることに、誰も気づかなかった。


　やがて、足音がした。


「失礼する」


　リビングの入り口に男性が立っていた。丸い眼鏡めがねに腰までの長ちよう髪はつ。


「紅尉先生……」


　和樹がようやく気づいた。


「返事がないのであがらせてもらった。望みのものを持ってきたのでな」


　抱かかえていた小箱を、テーブルの上に置いた。由香里だけは不ふ審しんな目。


「宮間君のご母ぼ堂どうですね。葵学園で養護教諭をやっているものです。少しお時間をいただきたい」


「はい。かまいませんけど」


　紅尉は箱の蓋ふたを開けた。


　中には液えき体たいの詰つまった小こ瓶びんが、四本収められていた。


「君たちを元に戻す薬だ。成せい分ぶん調ちよう整せいは私と紫乃で綿めん密みつにおこなったから、今までのものより確かく実じつだ」


「これを飲めば治るんですね!?」


　夕菜が泣きながら言う。


「そうだ」


「飲みます！」


　彼女は真っ先に小瓶を取った。続いて凜、玖里子、舞穂。


　女の子たちは急いで蓋を開ける。「いっせーの、せ」で口をつける。あっという間に飲み干ほした。


　時間が経けい過かする。


「……なんともなりません！」


　夕菜がわめいた。


「凜さんのままです、なんでですか！」


「私も夕菜さんです」


「あたし舞穂ちゃんのままじゃない」


「玖里子さんー」


　四人の身体に変化は見られなかった。


「先生、どうなってるんですか！」


　和樹もなじるが、紅尉は返事をしなかった。むしろ夕菜の母親に「どうぞ」と言ったりしている。


　由香里はそっと娘の手を取った。


「さあ夕菜、イタリア行きの準じゆん備びをしなさい」


「だからその娘こは凜さんです！」


「夕菜、こんなにお優しい神城さんにお礼をおっしゃい」


「違うんですー！」


　夕菜が叫んだ。すると。


「ひっく」


　と玖里子からしゃっくりが聞こえた。やがてそれは「ひっく」「ひっく」「ひっく」と女の子全員に伝でん染せんし──


　ぼんっと口から白い煙けむりを吐はいた。


「ん……あ……」


　夕菜がこめかみを押さえる。はっとして、手を見た。


「……戻ってます！」


　跳とび上がる。


「ほんとだ……」


「私です……」


「やったー」


　他の女の子たちもびっくりして確認した。さらに鏡を見て、精神と肉体が一いつ致ちしたことを確かめる。


　和樹は胸むねをなで下ろした。


「ほらほら、お母様！」


　夕菜は勢いきおい込んだ。


「わたしです、わたしはここなんです」


　由香里は口調が変化したのを不思議に感じたようだったが、


「イタリアに……」


「そっ、そうでした。わたし、お料理作ります！」


　夕菜は台所に飛び込んだ。


　それからの夕菜の行動は、早すぎて目に見えないほどであった。「加か速そく装そう置ちがついに実用化されたのか」と考えている間もなく、料理は完成した。


　テーブルの上にずらりと並べられた料理は、完かん璧ぺきに近かった。


　一口味見をした由香里が呟く。


「まあ、美お味いしい」


「そうですよねそうですよね。お母様、わたしは言いつけをちゃんと守っています！」


「そのようですね」


　由香里はにこりとした。


「ごめんなさいね。娘の言うことを信じるべきでした」


「……お母様！」


　夕菜は母親に抱きついた。


「わたし、イタリアに行かなくていいんですね!?」


「もちろんです。……ちょっと待ってなさい」


　彼女は電話の子機を取り上げると、ボタンを押した。


　どこかと会話をしてから、切る。


「さあ、皆さんでお食事をしたいのですが、その前に……神城さん」


　凜の肩を、そっと摑つかんだ。


「は……はい」


「なんですかあのお料理は。家庭を支ささえるものとして見み逃のがすわけにはまいりません」


　ぐいっと引っ張る。


「え……お、お待ちください」


「他家の娘さんをイタリアに連れていくわけにはいきませんが、滞たい在ざいを延ばしました。わたくしの特訓を受けてもらいます」


「待ってください、その、人には得え手て不ふ得え手てというものが！」


「一日二十時間、家事の練習です。料理も洗濯も掃除も、一人前になってもらいます」


　外で車のエンジン音がする。迎えが来たようだ。


「マンションを借りました。そこでわたくしと暮らし、どこに出ても恥ずかしくない女になってもらいます。分かりましたね」


「分かりません……！」
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　由香里は力ずくで凜を引きずり、その悲鳴はかすれて消えていった。


　和樹たちは無む言ごんで手を振ることしか、方法がなかった。





　かくして、凜は夕菜母の特訓を受けることになった。


　現在のところ、家事の技ぎ術じゆつが向上したという話は、聞こえてこない。




　第二十八話　怒れ二倍の力で










　現げん在ざい、式しき森もり和かず樹きと四人の女の子が住んでいる家には、開あかずの間まがある。


「開かず」というくらいなのだから閉しめきったままなのだが、なにもずっと昔からそうだったわけではない。数日前までは普ふ通つうの部屋で人が住んでいた。そこがこのたび「開かずの間」にチェンジしたのである。


　その部屋は、開かずの間のくせに外から封ふう印いんしていない。誰だれも入ってこられないよう、中から鍵かぎがかけられているのだ。鍵をかけるくらいだから内部には人がいて、外部と接せつ触しよくしないよう頑がん張ばっている。つまり開かずの間というより、引きこもりの拠きよ点てんなのであった。


　その開かずの間の前に、和樹と宮みや間ま夕ゆう菜なが立っていた。


　夕菜はお盆ぼんを持ち、この日何度目かのノックをした。


「お父とう様さま、そろそろ出てきてください。お父様」


　返事なし。彼女はやや声を大きくした。


「お父様……ご飯作ってきました。冷めちゃいます」


　やはり返事なし。


「もう……。いつまで出てこないつもりなんですか。みんな心配してます。お父様」


　返事なしは続いた。人の気配はあるのだが、どうあっても開けるつもりがないようであった。


「……ご飯、ここに置いておきますね」


　夕菜は食事の載のったお盆を廊ろう下かに置くと、ちょっと眉まゆを顰ひそめ、リビングへ戻っていった。


　和樹は廊下に残っていた。なにもせず、黙だまって扉とびらを見つめている。


　やがて、少しずつ、部屋の扉が開いた。


　ひと一人がかろうじて通れるくらいの隙すき間まがあく。中から手が、静かにお盆へ伸のびていった。


　指がお盆に触ふれると同時に、和樹は声をかけた。


「あのー」


　部屋の内部で誰かがひっくり返るのが分かった。続いてどたばたと逃にげ回る音。


　中に入る。男が隅すみにうずくまっていた。


「……えっと」


「やめてくれ助けてくれ。私が悪かった……サラとはなにもなかった本当だ。確たしかに可愛らしい女じよ性せいだったがなにもしていない。一いつ緒しよに食事をしたが発はつ掘くつの話だけだ。その後二人で帰って腕うでも組んだような気がするが、なんらやましいことではなく……というか、どこでお前は知ったんだ。発掘隊全員に口止めをしたはずなのにどうやって──」


　夕菜の父親、健けん太た郎ろうは、ぶつぶつと言い訳を続けていた。和樹のことも目に入っていないようであった。


「えー」


「私はまだ死にたくない……チリの遺い跡せきもシリアの遺跡も手がけていない。サラだけではなくジルともなにもして……いや私はなにも言ってない、言ってないぞ……」


「宮間教きよう授じゆ？」


　健太郎はゆっくり顔を上げた。


「……式森君か」


「なにしてるんですか」


「嗤わらってくれ。身を守る手段だ……廊下に誰かいるかね」


「いません」


　夕菜の父親は、慎しん重ちようにお盆を引き寄せると、貪むさぼるようにして食べ始めた。


　和樹はじっと眺めていた。健太郎はこのところずっと部屋に閉じこもりっぱなしで、まともに食事をしていなかったのだ。夕菜がなにを言おうと、外に出ようとしなかった。


　とりあえず終わるまで待った。


　健太郎はご飯とおかずをかき込むと、満足したように茶ちや碗わんを置いた。


「ふう……すまんな迷めい惑わくかけて」


「いえ。それより僕が部屋に入っちゃいましたけど」


「いいんだ。君はある意味同どう志しだから」


　彼は部屋の扉を閉め、何重にも施せ錠じようした。そして数か所にチョークで線を描えがき、結けつ界かいを張った。


「無む駄だかもしれんが、気休めにはなる」


「はあ……。えーっと、そこまで警けい戒かいするのは、やっぱり……」


　健太郎は大きくうなずいた。


「妻つまだ」


　和樹の想そう像ぞうと同じ答えだった。


「正しよう直じきに告こく白はくするが、私はこの世で妻をもっとも恐れているのだ」


　夕菜の父親は、喉のどの奥おくから絞しぼり出すようにして言った。


　妻こと夕菜の母親である宮間由ゆ香か里りは、イタリアに拠きよ点てんを持つブローカーである。緊きん張ちよう感かんのある商売とは裏うら腹はらに、和服の似合う外見であり、物もの腰ごしも大変穏おだやかだ。


　健太郎とはトルコで知り合い、由香里が一目惚ぼれをして結けつ婚こんした。もっとも健太郎に言わせると「結婚させられた」が正しいらしい。


「あれは本当に恐ろしい。見かけがああだから騙だまされるが、一度嫉しつ妬とにかられたら最後、この世の終わりみたいな目にあわされる。地じ獄ごくの業ごう火かが日につ光こう浴よくに思えてくるぞ。どんなに警けい戒かいしても、しすぎではないのだ」


　和樹の肩が、がっしと摑つかまれる。


「このことは誰に言っても信じてくれんのだ。だが式森君、君なら分かる。そうだろう」


　彼はつい首を縦たてに振った。


　確かに由香里はおしとやかでつつましく、内助の功という言葉がぴったりくるタイプである。しかし独特のカンが「ちょっとヤバくない？」と告げていた。危き険けんを察さつ知ちするだけで他に役に立たない能力だが、そのカンは夕菜の母親に向けられているのだ。


「でも、今はいませんよ」


　一応言ってみた。由香里は神かみ城しろ凜りんの家事を鍛きたえるために、ウィークリーマンションで二人きりの特とつ訓くんをおこなっている。


「どこにいても関係ない。私のことでなにかあったら飛んでくるのだ。距きよ離りは問題にならないらしい」


「でしょうね」


　女性の持つ行動能力は、本当に驚きよう愕がくすべきものがある。


「だから私は、せめて引きこもることで自分の精せい神しん安あん定ていをはかっていたのだが……もう駄目かもしれん」


「どうしたんですか」


「今度の調査の打ち合わせで、私のチームが日本に集まっている。彼らと会わねばならんのだが、中にサラがいるのだ……」


　うめくように告げる夕菜父。


「そうなんですか」


「ジルもいる……」


「なんなんですか」


「サラはイギリス人だが、ジルはアメリカ人だ。どちらも金きん髪ぱつで魅み力りよく的てきなのだ」


「……はあ。それでその、サラさんとジルさんとはなにもないんですよね」


「まったくなにもない。一いつ緒しよに食事をしたりしただけだ」


「それが悪いのかも……」


「普通に接しているだけだ。サラとジルは私を慕したってくれるが、ただの師し弟てい関係にすぎん。たまにファーストネームで呼んでくるのが困ったところだが……。とにかくなにもない」


　ならいいじゃないですかと思うのだが、なにもないからといって気が晴れたりはしないらしい。そしてその気持ちは、和樹にもよく理解できる。


「なんとかならないんですか。説明すれば」


「それですむならこんなことをするかね」


「じゃあいっそ、開き直るとか。よく言うじゃないですか、『浮うわ気きは男の甲か斐い性しよう』って」


　健太郎はどんよりとした目を向けた。


「君、夕菜にそういうことが言えるか」


「まったく」


　即そく答とうせざるを得ない。


「だろう。私もそうだ。そんなこと言えるくらいなら苦労しないし、言ったところで理解してもらえるとは思えん。だからもう駄目なのだ」


　がくりと倒たおれ込こむ健太郎。床ゆかに転がる。


　いい年した男が、仰あお向むけになったカエルのようになっているのはみっともなかった。もっとも和樹に非ひ難なんする気はない。ある意味心は通じ合っている。


「その……すごくよく分かります」


　と和樹は言った。


「宮間教きよう授じゆと同じ目に、僕ぼくもあいます。もしかしたら宮間教授より多いかもしれません。僕も夕菜に色々責せめられて、最近は慣れちゃったくらいで……。ときどき理り不ふ尽じんを感じたり、運命とか怨うらみたくなるんですけど、でも諦あきらめて支し配はいされちゃうっていうか……そんな気持ちなんですよね」


　実体験に裏付けされた、説せつ得とく力りよくのある台詞せりふであった。


　健太郎の虚うつろな目が動く。


「さすが同志だ。式森君、君なら理解してもらえると思っていた」


「誰よりも理解できます」


「素す晴ばらしい。そこで相談なのだが」


　彼は身体を起こした。


「さっきも言ったとおり、私は外に出なければならんのだが、出られないという矛む盾じゆんした状じよう況きようとなっている。打ち合わせをしないわけにはいかんのだ」


「どうするんですか」


「いっそこの状況を逆さか手てに取るつもりだ。部屋にずっとこもっていると思わせて、実は外で打ち合わせをする。妻も私が部屋にいることは知っているから、疑うたがいづらいはずだ」


「でも外にいるんですよね」


「だから私の代わりに誰か部屋にいればいいのだ」


　和樹はとても嫌な予感がした。


「……その役目はもしかして」


「頼たのむ！」


　健太郎はとんでもない勢いで頭を下げた。


「こんなことを頼めるのは式森君しかいないのだ。事情が分かっており、私のことを理解してくれたのは君だけだ。君さえ承しよう知ちしてくれたら打ち合わせもできるし、きっと発掘もうまくいく。この通りだ」


「でも僕には学校があります」


「幸い、打ち合わせは夕方からだ。バレないよう夕食のときに戻って入れ替わる。その間だけ我が慢まんしてくれ」


「ですが……」


「頼む頼む頼む！」


　床に頭を擦こすりつけんばかりにする夕菜父。


　最後に承知したのは、同じ境遇に悩なやむ男としての共感によるものだ、と和樹は思い込むようにした。





　　　　○





　授業中、和樹は「どうやったらバレずにすむか」で頭を悩ませることになった。


　なにしろ由香里はカンのいい女性である。実際はどれほどか知らないが、サラのことを疑ったのだから鈍にぶいはずがない。そして万が一露ろ見けんしたらただではすまない。健太郎の怯おびえ具合をみてもそれは明らかだ。


　今は凜の特訓のため家にいないが、いつ戻ってくるか分からない。そのときのために打てる手は打っておく必要がある。


　結局一人ではどうにもならないと判はん断だんし、協力者を求めることにした。


　しかし協力を頼める人物も限かぎられてくる。知っている大人は紅あか尉い兄妹や伊い庭ばかおりといった、「性格的にどうよ」と言いたくなる人物だし、クラスメートは騒動を拡かく大だいする方に持っていくに決まっている。


　おかげでごくごく身近に頼む羽は目めになった。和樹は休み時間を利用して、三年生のクラスへ行った。


「は？　つまりアリバイ作りを手伝えと？」


　風かぜ椿つばき玖く里り子こは、驚くよりも呆あきれていた。


　和樹は言葉を選びながら説明した。特に健太郎が由香里を恐れていることはぼかすようにした。武ぶ士しの情なさけである。
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「まー、別にいいけど」


　玖里子は割とあっさり承しよう諾だくした。


「でもあたし一人だけでも駄目なんじゃないの。話をあわせりゃいいわけ？」


「ええと、僕が自分の部屋にいるように振る舞ってもらえれば。他の人にも頼むつもりです」


「ふーん。そんで、協力したらあたしにはどんないいことあるわけ」


「え？」


「だってごまかすのって結構大変よ」


「そうですね……えーと、えーと」


　和樹は頭をひねった。確かに、自分はずっと部屋にこもっているだけだから、彼女に一方的に負ふ担たんをかけているような気がする。


「えー……」


「……ま、いいわ」


　玖里子は言った。


「そこらはあとで考える。ていうか、思いついたことがあるんだけど」


「……なんです？」


「内緒。じゃ、帰ったらね」


　彼女はそれだけ告げると、さっさと自分の席に戻っていった。





　次に和樹は、一年のクラスがある階へ向かった。言うまでもなく、凜りんに会うためである。


　でも凜ちゃんは難むずかしいだろうな、と彼は考えていた。彼女は噓うそや小こ細ざい工くが嫌きらいである。ちゃんと説明したところで、むしろ「男なら正々堂々とあるべきだ」と逆に説教してきそうだ。顔色をうかがいながら話すことになるだろうなと思う。


　凜は自分のクラスにいた。


　さすがに授業時だけは由香里の特訓から解放されているのである。その代わり睡すい眠みん時じ間かんがほとんどないらしい。おまけに家事がうまくなった気配もなかった。


　あまり表情の優すぐれない彼女に声をかける。慎重に事情を説明した。


　案あんの定じよう、とげのある言葉が返ってきた。


「そんなくだらんことをしてどうするのだ」


　凜は想像通りのことを言った。


「男子たるものおどおどしてどうする。なにを考えているのだ、夕菜さんの父上は」


「いや、僕には考えてることがよく分かるんだけど」


「身辺をきちんとしていれば、余計な疑いをかけられることもない。そもそも夕菜さんの母上はいつもイタリアにいるのだろう。羽を伸ばしたくなるのかもしれんが、だからこそ、己おのれを律りつしていなければならん」


「そりゃそうかもしれないけど……」


「母上の味方だ、私は」


　当然だと言わんばかりの凜。


「……でもさ、凜ちゃんはいつまでも家事修業をやっていたい？」


「う……」


「お父さんを監かん視しするためとか言えば、逆に家事から解かい放ほうされるんじゃないかと」


「ばっ、馬ば鹿かを言うな！」


　彼女は頰を紅こう潮ちようさせた。


「私に家事を教えてくれるのは、信頼してくれているということだ。なのに犯はん罪ざい行こう為いの片かた棒ぼうを担かつげなどと……！」


「宮間教授は打ち合わせをするだけだってば」


「とにかく私は家事練習が──」


「成せい果かあがってる？」


　凜が言葉に詰まった。


「……確かに、システムキッチンを破は壊かいしたときは、夕菜さんの母上も絶望的になってはいたが……」


「ほら。手伝ってくれれば、これ以上物を壊こわすことないから」


「…………」


　彼女はしばらく思案顔になった。やがてゆっくりとであったが、はっきり首を振る。


「……やはり駄目だ。そんなことは許されん」


「そうかなあ」


「いやいかん。……ただ、もし私が──」


「なに？」


　凜はちらりと和樹を見た。さっきとは別な意味で赤面しているような気がする。


　和樹はしばらくきょとんしていた。やがて彼女が怒ったようになる。


「帰れ帰れ。ここで言うわけにはいかん」


「えーっと、協力してくれるってこと？」


「そうではない。お前に言うのが嫌になっただけだ。ほら、さっさと行け」


　和樹は凜のクラスから追い出された。





　頭の中の凜の項目を「不明」としておき、自分のクラスへ戻った。


　今度の相手は栗くり丘おか舞まい穂ほである。彼女の場合は「やっかい」というより「どう転ぶか分からない」となることが想像できた。


　舞穂は決して馬鹿ではない。十四歳さいにも拘かかわらず、特例で高校二年生になったのは魔ま力りよくのことだけではなく、学力がずば抜けて優ゆう秀しゆうだったこともあるのだ。


　しかしそれ以外、特に社会的な倫りん理りとなるとはなはだ心許ない。和樹の話を曲きよつ解かいすることも、大いにあり得た。


　とりあえず和樹は舞穂を廊下に連れだし、嚙かみ砕くだいて説明した。十分理解しやすくしたつもりである。


　彼女はにこにこしながら聞いていた。


「……分かった？」


「うん。つまり、舞穂が脱ぬげばいいんだね」


　だからどうしてそうなる。


「そうじゃなくって、夕菜のお父さんのために協力して欲ほしいんだ」


「夕菜さんのお父さんを誘ゆう惑わくするんでしょ」


「だから、夕菜のお父さんは家にいないの」


「外でプレイ？」


「違うって。代わりに僕が部屋にいるから」


「和樹君を誘惑するんだ」


「違うの。誘惑とかしなくていいから。普通にしてて」


「普通に脱ぐね」


「違う！」


　彼は「和樹君が怒ったー」と泣き出す舞穂をなだめつつ、「余計なことはしないで。玖里子さんと同じことをして」と何度も繰り返し、承しよう諾だくさせた。


　こうして、不安はあるのものの、当面の協力者は得ることができた。


　夕菜には頼まなかった。疎そ外がいしたことには心が痛いたむが、健太郎のためである。仲間はずれにしているわけではないが、やはり「母親側」の人間なのだ。


　気もそぞろなまま授業が終わり、下校時間となった。


　和樹は真っ先に帰き宅たくした。先を越されるわけにはいかない。


　待っていた健太郎と交代する。夕菜の父親は、「ありがとう。本当にありがとう」と礼を述べた。ただその瞳ひとみが、特とつ攻こう隊たい員いんを見送る基き地ち司し令れい官かんのようだったのが、若じやつ干かん気になった。


　和樹は健太郎の部屋にこもった。


　ベッドに寝っ転がる。アリバイ作りなので、それ以外することがない。あとは夕食まで本でも読むつもりだ。ぼんやりしていれば終わるはずであった。


　しかしそうは問屋がおろさない。運命の神様は商売人なのである。


　ドアをノックする音がした。


　彼はベッドから跳ね起きた。反射的に返事をしようとして、慌あわてて口をつぐむ。


「お父様？　いるんですよね？」


　夕菜だ。心配になって様子をうかがいにきたのだ。


　和樹はそっとベッドから降り、ドアに耳を近づける。透とう視しなんて考えませんように、と知らない神様に祈いのった。


「お父様、いつまでも部屋に引きこもらないでください。まさかもういないなんてことはないですよね」


　正解、と心の中で呟つぶやいた。父親はどこかで打ち合わせの最中である。


　夕菜はノックを続けていた。和樹はなにも応こたえなかったが、それで疑われる心配はない。健太郎本人がいたときも、ずっと無言だったのだ。


　しかし今度の彼女は、やけに頑がん固こだった。


「早く出てきてください。閉じこもってたら身体に悪いです」


　そんなことは分かるが、出ていくわけにいかない。


「娘が頼んでいるんです。無理に開けちゃいますよ」


　まさか、と思ったが、なんだか本気っぽい。


「開けちゃいますから」


　和樹は思わず扉から耳を離した。精せい霊れいを集める気配がしたのだ。


　力ずくで開ける気だ。背中に汗あせが流れる。


　どうしよう、と考えていたら別の声がした。


「なにしてんのよ」


　玖里子だった。


「なんかきんきらしたのが集まってるわね。夕菜ちゃん、精霊魔法使う気？」


「ええ……」


「家壊してどうすんのよ。修しゆう理り代も馬鹿にならないわ」


「だってお父様、全然出て来てくれないんですもん」


「こういうのは強ごう引いんにしちゃ駄目なの。赤ん坊ぼうと同じで、力を入れれば入れるほど離そうとしなくなるんだから。もっと優しく接してあげなさい」


　とても一児の父のこととは思えなかったが、他人なので黙だまっていた。


「ま、ここはあたしに任まかせなさい」


「……そうですか」


「ちゃんと説得してあげるわよ」


　夕菜は「じゃあお願いします」との台詞を残して、去っていった。


　しばらくしてから、玖里子が言った。


「いいわよ和樹。開けて」


　言われたとおり施せ錠じようを解といて、少しだけドアを開ける。


　玖里子は隙すき間まから滑すべり込んできた。


「ごまかしておいたわよ」


「ありがとうございます」


　和樹は胸をなで下ろした。


「こんな調子で続けるつもり？」


「もっと簡かん単たんにすむかと思ってたんですけど、今日は夕菜が強ごう引いんで……」


　再ふたたびノックの音。


　和樹と玖里子は顔を見合わせた。


「お父様？」


　また夕菜だった。


「お知り合いから電話です。どうします？」


　さきほど引っ込んだ汗が、再び背中を流れた。


　これはなにか言わないわけにはいかない。返事をしないと、夕菜は本当に扉を開けてしまうだろう。


　和樹はしばらく迷まよっていたが、意を決した。とはいえ喋しやべるのはやはりまずい。


　夕菜のノックよりも大きく、扉を叩たたき返した。


「……いるんなら出てきてください。わたしに電話を断ことわって欲ほしいってつもりなんですか？」


　そうなんだけどと思ったが、夕菜は離れてくれない。それどころか、ノックの音がいっそう大きくなった。


（ど、どうします!?）


　焦あせって玖里子に囁ささやく。


（このままじゃ夕菜ちゃん、中に入ってきそうね）


（そうなんです。なにかいい案があれば……）


　玖里子はかすかに笑った、みたいであった。


（……ないわけじゃないわ。昼間思いついたんだけど）


（どんな案です!?）


（こうよ！）


　突とつ然ぜん、和樹は床ゆかに押し倒された。


　仰向けにさせられ、真上には玖里子がのしかかっている。彼はぽかんとした。


（あー、なんか懐なつかしい……って、なにするんです！）


（ほーら、抵てい抗こうしたら気づかれちゃうわよ）


（う……もしかして、これが案ですか）


（うん。この状況なら、和樹は逃にげられないわよ）


（やり口があんまりだ。汚きたない）


（だーって、和樹は全然あたしに振り向いてくれないから）


（なんですか振り向くって！）


　ボタンが外される。玖里子は楽しそうな、顔を赤らめているような。


（うわーっ、やめてー！）
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（ほらほら。夕菜ちゃん気づいちゃう）


（やめなくても気づきますよ！）


　このままだと玖里子に色んなものが奪うばわれて、このままじゃなくても夕菜とご対面なのだ。分かれ道だがどっちを歩いても地じ獄ごく行き。


（わーっ、わーっ）


　とりあえず悲鳴をあげた。小さい声で。


　玖里子の指がシャツにかかる。絶ぜつ体たい絶ぜつ命めい。


「……夕菜さん？」


　扉の外から、低い、落ち着いた声がした。凜が喋っていた。


「なんです？」


「電話、切れましたよ」


「切れちゃったんですか？」


「私が出て、あとでかけ直すと伝えたら切れました」


「わざわざすみません……お父様、わがままで迷めい惑わくかけないでくださいね」


　親子関係が逆転したような台詞を言いつつ、夕菜は去った。


　しばらくしてから、凜が入ってきた。


「夕菜さんにはリビングに行ってもらったぞ。あまり好ましいとは思えんが」


　彼女は顔を赤らめた和樹と、舌打ちをした玖里子を見比べた。


「……なにをしていたのだ？」


「い、いや……なんでも」


　和樹はさりげないふりをしつつ、シャツのボタンを留とめた。


　凜は玖里子と並んで座った。和樹は彼女に礼を言った。


「ありがとう。助かったよ」


「別に助けるつもりはなかったが……流れだ」


　彼女は視し線せんを合わさず言った。


「だいたいお前はいつまでこんな茶ちや番ばんをやっているつもりだ」


「えーっと、夕食までには帰ってくるってことだから……」


　彼はちらりと時計を見た。


「そろそろかな」


「ならばもう止めてもいいだろう」


「そうはいかないよ。ここまできたんだから、せめて最後まで」


「つまらないことにこだわるな。お前に迷惑がかかるわけではあるまい」


「それはそうなんだけど」


「部屋を出よう。なんなら一緒に謝あやまるぞ」


「子こ供どもじゃないんだから……」


　それまでずっと黙っていた玖里子が、突然口を開いた。


「凜、なにを狙ねらってんの？」


　剣けん豪ごう少しよう女じよの肩が、和樹にも分かるくらい大きく跳ねた。


「なんかずいぶん和樹と二人っきりになりたいみたいね」


「なななななにを言い出すのです！」


「あーら。やっぱりあんたも、これがチャンスだと思ったわけ？」


　玖里子はジト目で凜を見つめた。


「これだから刀使う女は油ゆ断だんがならない……」


「誤ご解かいです偏へん見けんです！　私は二ふた心ごころなぞありません！」


「どうだか」


　凜は両腕を振り回して抗こう議ぎした。目は完全に充じゆう血けつしており、顔もゆであがっている。


「どっ、どうして玖里子さんはそうやって、いつも私を陰いん謀ぼう家か扱あつかいするのですか!?」


「意外と裏うらで動くのが好きよね、凜は」


「侮ぶ辱じよくです！」


　日本刀を摑つかんで立ち上がろうとする。そこを玖里子が手で制する。


「待った。どうせなら手を組もうじゃない」


「は？　組む？」


「つまりね……」


　我知らず和樹は後ずさっていた。そこに玖里子の腕が伸びる。


「こういうこと！」


　あっという間に、さきほどと同じ格好にさせられた。


「玖里子さん、なんという破は廉れん恥ちな！」


「だから、あんたも仲間になんなさいよ。黙ってりゃ夕菜ちゃんにはバレないわよ」


「なるほど名案です……ではなく」


　凜はきっとして玖里子を睨にらみつけた。


「こういう行こう為いがどうかと問いただしているのです！」


「と言いながら、和樹にどんどん近寄っているのはどうして？」


　様々な理由で声が出せない和樹に、二人の女の子が接近している。彼は絶望感に支配されつつあった。


「凜、暴あばれないように足抑おさえていて」


「はい……ではなくてですね」


「じゃあ上半身はあんたに譲ゆずる」


　上と下が交代したが、そんなの気休めにもならない。


（もう駄目だ……）


　本気で諦あきらめかけたそのとき。


「じゃーん！」


　部屋の扉が大きく開け放たれた。


「にゃー、やっぱり和樹君だー」


　舞穂であった。宝たから物ものを発見した子供のように、にこにこしている。


「ちょっと凜、鍵かぎかけなかったの!?」


「そういえば……ま、舞穂ちゃん。すまないが取り込み中……」


「やっぱりエッチなことしてるー。わーい」


　なにがわーいなのか不明だったが、とにかく嬉うれしそうだ。


「舞穂も仲間に入るー」


「駄目よ！」


「駄目だ！」


　玖里子と凜が唱しよう和わした。だが舞穂は「聞こえないー」とか言いながら、扉を閉めて鍵をかけた。


「じゃあ舞穂が脱ぬぐねー」


　三人は一いつ斉せいに彼女に飛びかかった。じたばたするのを押さえつける。


「にゃー、みんなが襲おそいかかってきたー」


「襲いかかってない！」


　代表して和樹が叫さけぶ。


「こんなところで脱いじゃ駄目！」


「和樹君、舞穂に脱げって言ったくせにー」


「言ってないだろ！」


「そうよ、脱ぐのはあたしと凜がやるから」


「そうです……いやそれも違います！」


　四人が毛糸玉のようになって上になったり下になったり。部屋中を転がり回った。もはや音を気にしてる場合ではない。


「まったく、これも全て式森のせいだぞ！」


「凜、そんなこと言って和樹の身体からだを触さわろうとしない」


「だから舞穂が脱げばすむんだってばー。和樹君がそう言ってた」


「なんなんだー！　僕は夕菜のお母さんに疑うたがわれないようにするために……」


　ぴたっと、皆の動きが止まった。


　玖里子がゆっくりと、凜の方を向いた。


「夕菜ちゃんのお母さんと言えば……あんた、家事の特訓をしてたんじゃなかったっけ」


「お休みです。今晩は全員で食事がしたいからと、夕菜さんの母上が」


「じゃ、今はマンションにいないの？」


「ええ」


　全員同じ考えを巡めぐらせた。ということは──


「あなた」


　部屋に響ひびくノックと、由香里の声。


「中で遊んでないで、出てきてくださいな。お食事の用意ができましたよ」


　和樹は文字通り跳とび上がる。


「お父様、お母様がご飯を作ったんですよ。出てきてください」


　夕菜もいる。彼は卒そつ倒とうしそうになった。


（どどどどうしましょう）


　しかし玖里子にしても凜にしても、とっさに名案が浮かぶわけはなかった。


（まずいわ。どうしようかしら）


（これはちょっと……）


（にゃー、なんか凄すごーい）


　舞穂だけは楽しそうだが、和樹はとてもそんな気分になれない。


（なんかいい方法はないですか!?）


（……最後の晩ばん餐さんね）


　玖里子が答える。


（なんですか!?）


（残された時間で楽しむってこと！）


　また和樹は押し倒された。


（なんてことするんですかー！）


（凜手伝って。なにをしてもいいから）


（それでしたら……なにを言わせるのです！）


（にゃー、舞穂も仲間ー）


（ぎゃー！）


　突然、窓まどガラスが開いた。


「待たせたな式森君。今戻ったぞ」


　夕菜の父親、健太郎であった。よく見ると宙ちゆうに浮いている。玄関を経けい由ゆしないために、魔法を使ったのだろう。


　健太郎は不ふ思し議ぎそうな表情をしている。


「なにかの劇げきの練習か？　それにしては丸めたティッシュにしか見えんが」


「かっ、代わってください！」


　和樹は女の子の下した敷じきになりながら叫んだ。


「もう本当にやばいんです。本当！」


「無む論ろんだ。そのために戻もどってきた。妻はどうしてる」


「廊ろう下か、すぐそこに……！」


　轟ごう音おんがして、扉が弾はじけ飛んだ。


　薄うす煙けむりが立ちこめる。ゆっくりと、二つの影かげが入ってきた。


「……こういうことは、相手に言い訳の余よ地ちを与あたえず、一気にやらなければなりません。分かりましたね、夕菜」


「はい。お母様」


　由香里と夕菜であった。母娘は床で組んずほぐれつしている和樹たちと、窓から身体を半分入れている健太郎を、じっくり眺めていた。


　無言の時間が続いたが、そんなに長くなかったはずである。


「和樹さん……なにをしてるんですっ！」


　夕菜の髪が逆さか立だつ。それを由香里が止めた。


「お待ちなさい。わたくしが先です」


　由香里が指を鳴らす。逃げだそうとした健太郎が、クッションに弾はじかれるようにして、室内に転がった。


「あなた。お話があります」


　彼女の手から二枚の写真が飛び、夕菜父の眼がん前ぜんに突つき刺ささった。


「片方はサラさん。もう片方はジルという娘さんですね」


「い、いやそれは……」


「おとぼけにならないで。今日あなたが二人と会っていたことは分かっています」


「あれは調査の打ち合わせだ！　二人は私のスタッフで……！」


「それぞれと腕を組んで、嬉しそうに歩いてますわよ？」


「ぐ……どうしてそんなことまで……」


「あなたのことは全すべて把は握あくしています。言い訳しても無駄です」


　由香里が娘にうなずく。夕菜は遠えん慮りよなく声を張り上げた。


「和樹さんっ！　どうしてお父様の部屋にいるんですか！」


「えーとね、そのね、色々事情があって……」


「それに玖里子さんや凜ちゃんと舞穂ちゃんまで！」


「いや、これはなんにもないって！」


「服を脱ぎかけてます！」


　夕菜が右腕を掲かかげる。金きん粉ぷんのような精霊たちが集合し、炎ほのおの球体を形作ろうとしている。


　由香里が静かに言った。


「夕菜。あなたの魔力は大したものですが、まだ使い方を学んでないようですね。それでは時間がかかりますよ。こうです」


　夕菜母の両腕が一いつ閃せんされる。一いつ瞬しゆんにして巨きよ大だいな火か炎えんが発生した。
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　全員悲鳴にならない悲鳴をあげた。


　逃げようと健太郎が窓に取りつく。だが、揺ゆすっても叩たたいても、びくともしない。


「いいですか夕菜。こういう場合は、まず逃げ道を塞ふさいで相手の退路を断たつのです。そうすればあとは思いのままです」


「勉強になりました」


　夜や叉しやも一目で気絶しそうな二人は、徐々に近づいてきた。


「うわーっ、止やめて夕菜。ていうか、僕悪くないと思う！」


「夕菜ちゃん止めてお願い。あたしまだ人生終わりたくない！」


「夕菜さん、どうか落ち着いてください……！」


「にゃー、舞穂死んじゃうのー？」


「妻が夫に手をあげるのは、ドメスティックバイオレンスではないのか!?」


　由香里と夕菜は妖よう気きを漂ただよわせながら腕を振りかぶり、言った。


「問答無用」


　爆発音が部屋を包んだ。





　その日の夕ゆう刻こく、住宅街の一角で発生した爆発事件は、近所中の噂うわさとなった。しかし「ああ、またあそこか」ということで、それほどかえりみられることはなかった。


　幸い、死者はなかったという。




　番外編一　イッツ・ア・ゲーム










　風かぜ椿つばき玖く里り子こは、生徒会室の中で、椅い子すに浅く腰こしかけた。そうしてから、けたたましく鳴なる電話の受話器を取り上げた。


　片かた手てで持ち、もう片手でファッション雑ざつ誌しをめくる。昨日きのうから何度もかかってきた電話なので、真ま面じ目めに応おう対たいする必要を感じていなかった。生徒会の役員たちもそれは分かっていて、いい加か減げんな態たい度どを取る彼女を見ても、なにも言わなかった。


　唯ゆい一いつ、電話の内ない容ようを深しん刻こくなものと捉とらえているのは、かけてきた本人である。


　何度も声を張はり上げるので、しばしば玖里子は、受話器を耳から離さなければならなかった。


　息いき継つぎで声が止まったところを見計らい、耳をつける。


　機き先せんを制して喋しやべった。


「今さらそんなことしても、意味ないんじゃない？」


　素す早ばやく受話器を離す。相手の怒ど声せいは空気に拡かく散さんして消えていった。


「だから、あんたのとこもこっちも、手間がかかるだけってことよ」


　再び玖里子は言った。


「めんどくさいことはなしにしたほうが、お互たがいいいと思わない？　膠こう着ちやくしてんだから、疲つかれるだけよ。……そうはいかない？　戦せん意い旺おう盛せい？　休戦協定は結むすんだでしょ。あれどーすんの。……破は棄きする？　そっちから言い出すと、評ひよう判ばん落とすわよ。孤こ立りつしたくないんじゃない。……全生徒一丸となって戦うの。アナクロねえ」


　彼女はあくびを口の中で嚙かみ殺ころした。何日も同じことを繰くり返しているので退たい屈くつなのである。電話の相手が激げつ昂こうし、玖里子が適てき当とうにいなすというのがこれまでのパターンだった。


　今日も相手はやはりヒートアップしたようで、生徒会室の外にまで、声は聞こえそうであった。


　玖里子の口く調ちようは変わらない。


「そんなこと言ってたって、状況は変わんないわよ。……決着をつけたい？　そんなことしてもしょうがないわよ。え？……今度こそ勝負？　そんなこと言って、何度も負けたじゃない。……あれはあたしが卑ひ怯きような手に出たから？　裏うら工こう作さくに引っかかるのが馬ば鹿かなんじゃない」


　彼女は完全に退屈しきり、雑誌のグラビアを眺めるのに熱ねつ心しんだった。おのずと返事もいい加減なものになる。


「……次は正々堂々と勝負？　なんでそんなことすんのよ。……今度こそ勝つ？　今度っていつよ。近いうち？　腕うで利ききを集めとけ？　やーよ、そんな面めん倒どうくさい」


　相手は全く諦あきらめておらず、かなり強い口調で迫せまっていた。


「あーもう、しつこいわね。そんなにやりたきゃ、自分たちでやってりゃいいじゃない。見物人から金とれるかもよ。……誰が見ていようと構かまわない？　ウチが相手をすれば？　どうしてそんなに熱心なのよ。……当たり前？　あたしは当たり前じゃないわ。つきあえないわよ。……それでもやる？　覚かく悟ごしとけ？　はいはい、勝手にどうぞ」


　玖里子は言い放つと、電話を切った。ついでに電話線のジャックを抜ぬき、二度と鳴らないようにする。


　近くで作業していた生徒会女子役員が、声をかけた。


「いつもの方たちですか？」


「そーよ」


　雑誌のモノクロページをめくりながら返事をする。


「性しよう懲こりもなく何度も電話してくんの。暇ひまなのかしら」


「あの方たちは、葵あおい学がく園えんを敵てき視ししておりますので」


「それは分かるけど、もう諦めてもいいころよ」


「執しゆう念ねんは限りないものです」


「そんなもんかしら」


　格かく言げんじみたことを言う女子生徒の言葉を聞き流しつつ、玖里子は雑誌を閉じた。そのまま古新聞の束たばの一番上に載のせる。


「向こうは、意欲が十分ありそうでしたが」


「やる気満々よ。今にも乗り込んできそうな感じだったわね」


「本当に乗り込んでこられたら、どうされますか」


「そうねえ」


　あまり気のない返事をしながら、壁の時計を眺めた。


「ま、なんとかなるんじゃない。……さて、そろそろ帰るか。和かず樹きと夕ゆう菜なちゃん見た？　待ち合わせしてるんだけど」


「さきほど下駄箱で見かけました。風椿様を待っていたようです」


「おっと、まずい」


　彼女は急いで立ち上がった。





　　　　○





　葵学園は魔ま術じゆつ師し養よう成せい高こう校こうとして、関東近県に轟とどろくエリート校である。魔法に学がく業ぎように運うん動どうと、一目置かれる優ゆう秀しゆうな生徒たちが揃そろっている。


　かといって、いい子ちゃんだけが並んでいる、面おも白しろ味みのない学校ではない。体たい育いく祭さいや文ぶん化か祭さいは派は手でで、チケットが高たか値ねで売ばい買ばいされるほどの人気を誇ほこっている。どんちゃん騒さわぎが好きなところでもあるのだ。


　イベントのある日だけではなく、「どんちゃん騒ぎ」は平へい日じつにも及およんでいる。ただし「どんちゃん騒ぎ」というよりは、「騒ぎ」とか「騒動」と称しようすべきもので、しばしば「何な故ぜこんなことが学校で起こるのか」と首を傾かしげたくなるような事態になる。例えば籠ろう城じよう騒ぎだとか爆ばく発はつ事故だとか手て形がたトラブルだとか。


　これらを学校側が認めていることはない。ついでに言うと、大多数の生徒たちが好このんでいるわけでもない。全てはこれらを愛し、率そつ先せんして引き起こしているクラスのせいである。


　かの二年Ｂ組であった。


　彼らは暇があったら陰いん謀ぼうを練り、他者を蹴け落おとす工作を考えている。その熱ねつ意いたるや、ＮＨＫが「裏うらプロジェクトＸ」を作ったら、絶ぜつ対たい取り上げそうなほどであった。


　本日もＢ組教室内では、放ほう課か後ごだというのに「第三十九回葵学園完かん全ぜん支し配はいのための連れん合ごう会かい議ぎ」が開かれていた。


　スポーツマンタイプの男が、教きよう壇だんに手をついて出席者を見渡した。仲なか丸まる由ゆ紀き彦ひこである。


「さて、いつもの会かい議ぎを始めたい。前回の会議は思わぬトラブルで混こん乱らんしてしまったが、今日は最後までできると思う」


　出席しているのは、Ｂ組のほぼ全員である。極ごく々ごく少数の「Ｂ組視し点てんでは異い端たん児じ」である式しき森もり和樹たちが出ていない。


「まずは最近の学園情じよう勢せいについてだが──」


「ちょっと待った」


　女子生徒が立ち上がった。見かけはクラス一の優ゆう等とう生せいこと松まつ田だ和かず美みである。


「まず前回会議の反はん省せいといこうじゃない。うやむやのままにはできないわよ」


　そう言ってじろりと仲丸を睨にらむ。


　この手の「誰かが何かを喋り出したら別方向から一いち撃げきを食らわす」のは、Ｂ組でよく使われる手しゆ法ほうである。一人の人間に主しゆ導どう権けんを握にぎられるのが嫌いやなので妨ぼう害がいするのだ。


　仲丸は予想していたようで、慌あわてなかった。


「Ｂ組内の工作員問題は決着がついたと俺は判はん断だんしている」


「そう甘あまくはないわ。他クラスに情報を流していた人間がいたのよ。きちんとしないと、危あぶなくて計画も立てられない」


　ここ数週間、Ｂ組内では戦略の転てん換かんが図はかられていた。いつまでたっても最大敵てき性せいクラスのＦ組を倒せないため、もっと弱いところに攻こう撃げきを仕し掛かけようとしたのである。ターゲットになったのは二年Ｃ組で、「ここなら勝てるだろう」とふんでいた。


　ところが「恐きよう怖ふによってＣ組を配はい下かに納おさめる」作戦は開始と同時に失敗した。「作戦が漏ろう洩えいしている」との噂うわさが流れ、疑ぎ心しん暗あん鬼きになって開始予定時じ刻こくを延のばしているうちにＣ組生徒が全員帰宅してしまい、攻撃のしようがなくなったのである。


　緊きん急きゆう調ちよう査さの結果、作戦漏洩は事実だったことが判明、会議は紛ふん糾きゆうした。


「確かにＢ組内の工作員のおかげで作戦は挫ざ折せつした。しかし会議で、継けい続ぞく調査は不可能との結けつ論ろんが出たんじゃないのか」


　仲丸が言う。和美は被かぶせるように、


「それが問題なのよ。調査の段階になると、みんなぴたっと口を閉ざした。予想以上に工作員は、クラス内に浸しん透とうしていると考えていいわ。裏切り者のあぶり出しを提てい案あんしたい」


「危き険けんすぎる！」


　立ち上がって発言したのは鳴なる尾お来らい花か。新しん聞ぶん部ぶの部長にして、デマゴーグの固まりである。


「これ以上の追つい及きゆうは、さらなるクラスの分ぶん裂れつを招まねくわ。疑心暗鬼による内部抗争は、Ｂ組全体の活力低下を引き起こすって、前に話したじゃない！」


「場合による。このケースでは、情報売買で多た額がくの利り益えきを得たものが出たのよ。うやむやにしていたら、味をしめるわ」


「いつものことでしょう。Ｂ組で情報が金に換かわるなんてありがちよ！」


「ありがちだから追及しなきゃならないのよ！　来花、そういえばあんた、ずいぶん金遣づかいが荒くなったんだって？」


　来花は、誰が見ても分かるくらい動どう揺ようした。


「な、な、なによ。無実の人間に罪つみを着せるのは、恐怖政治の第一歩よ」


「Ｃ組に友達いるそうね。パイプがあれば容よう易いに──」


「あたしだけじゃないわ！」


　口を滑すべらせた来花は、慌あわてて言い直した。


「か、仮にあたしだとしても、あのとき漏洩ルートが複ふく数すうあったことは明白よ。もっと罪の重い人はいるわ」


　和美は冷ひややかな顔をしながら、


「ふーん。じゃ、自分の罪は認みとめるのね」


「そういう話じゃない！　大体あたしは──」


「認めたら、Ｂ組法ほう廷ていが開かい廷ていされたときに弁べん護ごしてあげるわよ」
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「えーと、金をもらったのはあたしでしょ、浮う氣き君に手て島しま君に北きた野の君に秋あき葉ばに涼りように──」


「沢たく山さんいるじゃない！」


　和美の怒鳴り声と同時に、クラス中から声が上がった。


「裏切り者は全員監かん禁きんしろ！」


「どこかの下した請うけに売り飛ばせ！」


「来花！　わたしの名前を出すなんて裏切ったわね！」


「鳴尾の言ってることは全部噓うそだ、俺はそんなにもらってない！」


「俺たち以外にもいるはずだ！」


　あっという間に教室は喧けん噪そうに包つつまれた。特に来花に名前を暴ばく露ろされた生徒たちが、保ほ身しんのため他生徒の悪事をばらし始めたので、シャーペンは飛ぶわ消しゴムは飛ぶわ、鞄かばんまで投げ出す人間もいて、戦場のような有あり様さまとなった。


「こうなったら、他の裏切り者の名も晒さらすのよ！」


「えーと、六む車ぐるまと中なか田たと駒こま野のと佐さ野のと酒さか井いと今こん野のと……」


「そんなにいるの!?」


「いったん全ぜん額がく集めて、再配分しかない！」


「でもあたし、そんなにもらってないのに！」


　来花が嘆なげいた。


「あたしの取り分はほんの少しよ。こんなことなら、あんなに情報渡すんじゃなかったって思ってたのに」


「待て、金はＣの担たん任にんからたっぷり払われたって聞いたぞ」


　どこからか意見が出た。


「かなりの額のはずだ。窓まど口ぐちになった奴やつが知ってる」


「窓口って……」


　来花の視線が、ゆっくりと前を向く。


　仲丸が教きよう卓たくに身を隠そうとしていた。


「仲丸君！」


　和美が怒鳴った。


「なにも喋らないと思ったら、元げん凶きようはあんただったのね！」


「やめろ誤ご解かいだ。俺はほとんどなにもしていない。紹しよう介かい料りようをもらっただけだ」


「ごまかそうったってそうはいかないわ。どうせ五割はピンハネしてるはずよ」


「ふざけるな。四割八分だ」


「似にたようなものよ！」


　和美は仲丸に、指を突きつけた。


「自分だけ私し腹ふくを肥こやそうとして！　わたし一いつ銭せんももらってないのに！」


「それが理由じゃねえか！」


　所しよ詮せん和美も同じ穴あなのむじなである。


　騒ぎはなおも続いた。なにしろ金が絡からんでいるうえに、利益を得たものと得なかったものに分かれているのだ。そう簡単に決着がつくはずがない。


　烈れつ火かのような追及に防ぼう戦せん一方だった仲丸が、何度も教卓を叩いた。


「分かった、待て。新しん提てい案あんだ。この金はいったん集めてプールしよう」


「それで再配分しようっての？」


　和美はまだ疑い顔だ。


「いや、そうじゃない。この会議の目的を忘れたか。俺たちが葵学園を手に入れるために開いたんだぞ」


「まあ、そうね」


「それが今や、内部告発と追及の場だ。まともに話し合ったことなんかほとんどねえぞ。いつも目先の利益でごたごたする」


「もっぱらあんたのせいじゃない」


「黙だまれ。ここで当初の目的を思い出すんだ。まず学園を支配する。金はそのあとだ。これから得る金は全ていったん集め、支配した人間が自由に使う。支配者の総取りだ」


「それって、一人の金持ちとその他の貧びん乏ぼう人にんってことよ」


「支配とはそういうものだ。全ての人間が一人に奉仕する。もちろんそれまでは俺たちは団結の必要があるが、その後はいくらでも内部で争えばいい」


　それなりの提案に、全員思し案あん顔になった。


　もとより彼らは仲が悪い。自分以外をとことん信用していないので、年中揉もめ事ごとが起こるのである。何度も団結の必要が訴うつたえられてきたが、なんだかんだで反ほ古ごになっていた。「支配者は一人」というのは、もっともすぎる提案である。


　無む論ろん、それまでは手を組まなければならず、そこがネックとなっていた。悩なやんでいるのはその点である。


「だけど」


　しばらくの沈ちん黙もくのあと、来花が発言した。


「肝かん心じんの支配はどうするの。それがうまくいかないから、ごたごたしているってこともあるわよ」


「確かに。そこはこれから考えなきゃならん。いざとなったら外部と手を組むことも視し野やに入れないと……」


　仲丸が言葉を切った。窓の外に目を向ける。


「なんだか騒さわがしくねえか」


　中庭から声が聞こえていた。





　　　　○





　式しき森もり和樹は、宮みや間ま夕菜と一いつ緒しよに玖里子を待っていた。一緒に帰る約束をしていたのである。いつもなら神かみ城しろ凜りんと栗くり丘おか舞まい穂ほもいるのだが、二人は先に帰き宅たくしていた。


　玖里子は「悪い悪い」と言いながら、走って下げ駄た箱ばこまでやってきた。


「忙いそがしそうですね」


　と和樹。玖里子は苦笑いをして、


「まーね。最近電話が多くって」


　靴くつを履はき替かえ、外に出た。並ならんで校門まで歩く。


「生徒会の仕事なんですか」


「そんなもん。他の高校からなのよ。こういう折せつ衝しようも多いのよね、最近」


「大変そうですけど、玖里子さんならできますよ」


　これは夕菜。彼女は玖里子のこういうところを、純じゆん粋すいに尊そん敬けいしている。


「ありがと。だけど今度はやっかいなのよ。支配とか対決とか、とげとげしくて」


「対決ですか？」


　その時。


　校門から風が吹いた。


　変な表現だが、そんな感じなのである。校門の外から乾かわいた風が流れ込み、和樹たちを覆おおった。砂すな煙けむりまで舞い上がり、まるで西せい部ぶ劇げきである。


　砂煙の向こうに人影が見えた。


　三人の女性が歩いてくる。ゆっくりと、じらすようにして校門を抜けてきた。


　中央に長い黒くろ髪かみの女性。二人を従したがえるようにしている。整ととのった顔立ちだが、不ふ敵てきな笑えみを浮かべていた。


　三人とも高校の制服を着ている。それを見た玖里子が「うあー」と呟つぶやいた。


　女性たちの足取りが止まった。中央の黒髪が口を開いた。


「風椿玖里子」


　口く調ちようまで仰ぎよう々ぎようしい。


「約束通り、来ましたわよ」


「……約束なんかしたかしら」


　ぶつぶつ言う玖里子。


「電話で伝えたとおり、決着をつけさせてもらいます」


「意味ないって言ったじゃない」


「お黙りなさい。もはや逃げることは許ゆるされません。どっちが東京の高校で覇はを唱となえるのにふさわしいか、勝負なさい！」


　芝しば居いがかった態度で、指を突きつける。ここだけ少年マンガの世界のようであった。


　端はたから見ている和樹たちには「ちょっとヤバ目な高校生」にしか見えなかった。しかし当人たちは大真ま面じ目めだ。中央の女性だけではなく、脇わきの二人も緊きん張ちようした面おも持もちである。


　夕菜は玖里子の袖そでを引っ張った。


「あの、この人たちどういう」


　玖里子が答えるより前に、黒髪が言った。


「我々は、設楽したらヶが原はら高校生徒会！」


　紺こん色いろの制服についている徽き章しようを見せる。


「長年の決着をつけるために、やってきたのよ！」


　和樹と夕菜はきょとんとした。玖里子はうんざりしている。


　設楽ヶ原高校は、葵学園と違って公こう立りつの高校である。やはり魔法のエリートを育てる教育機関として名高い。


　この二つは共に都内にあり、成せい績せきが抜きん出ているためか、ライバル意い識しきが強かった。教員はもとより、生徒の間にもその意識は浸しん透とうしている。以前は、部活動の都大会でぶつかるたびに血みどろの争いを繰り広げていたのである。


　この二つは東京の高校史に特別コーナーを設もうけるほど矛ほこを交まじえてきたのだが、最近は表だって争っておらず、その筋すじからは「設楽ヶ原の力が衰おとろえたため」と思われていた。


　それは玖里子のせいであった。彼女が裏うらから手を回し、大きな騒さわぎになる前に潰つぶしてきたのである。


「わたくしたちは常つねに辛しん酸さんをなめさせられてきました」


　黒髪少女は語った。


「力が弱かったせいで、風椿玖里子の手によって散々な目にあった。それは認めます。だがこれからは違う。わたくしが生徒会長になったからには、これまでのようにはいきません。今こそわたくしたちは力を爆ばく発はつさせ、魔法高校界に一時代を築き上げるのです。さあ風椿、もはや裏でこそこそせず、尋じん常じように勝負しなさい！」


　自分の言葉にかなり酔よっているようであったが、本気なのは分かった。


　夕菜は小声で玖里子に、


「前からのお知り合いですか？」


「まーね。あいつ、生徒会長の深ふか居い美み希き子こっていうんだけど」


　彼女は渋しぶい顔をしていた。


「家が金持ちでさあ、あたしのとこと張り合ってんのよ。だからしつこいのよね」


　和樹と夕菜は納なつ得とくした。なるほど、道どう理りで玖里子の名前を知っていたわけだ。


　騒ぎを聞きつけ、生徒たちが集まってきた。帰宅したものも多いが、部活動などでそれなりに残っている。二年Ｂ組生徒の姿もあった。


　美希子はギャラリーが増ふえたことで、むしろ満足そうであった。


「風椿、こそこそするのはおやめなさい。我々はこうして出向いてきました。よもや手ぶらで帰らせないでしょうね」


「帰って欲しいけどねー」


「どうしてもというなら、看かん板ばんはもらっていきますわよ」


「とれるもんならとっていったら？　門もん柱ちゆうに埋うめ込んであるけど」


「それだけではありません。東京中の高校に、『葵学園と風椿玖里子は軟なん弱じやくものだ』と言いふらします。顔を上げて歩けないようにしてあげますわよ」


　美希子はおほほほほと笑った。同じように両脇わきの女子生徒も高笑いをする。


　玖里子はげっそりしていた。


「……こーゆー女を見ると疲つかれるわあ」


「でも、返事くらいしたほうがいいんじゃないんですか」


　和樹が言う。


「相手したらつけあがるから。喋しやべり疲れたら、帰るわよ」


「そんなことでいいんですか」


「いいのよ」


「……ええい、ごちゃごちゃ喋るのはお止めなさい！」


　美希子が叫んだ。


「そこの二人！　わたくしに文もん句くがあるならはっきりおっしゃい。こそこそと、モルモットみたいに小さくなってないで、堂々と──」


　声が止まった。じっとこっちを見ている。やがて視線が、玖里子から和樹に移うつった。


　ぽっ。


　美希子の頰ほおが赤くなった。


「……なんか今、信じられない擬ぎ音おんを聞いたけど？」


　玖里子が言うが、美希子は聞いていなかった。


「……風椿、ずいぶんといい男をはべらせているのですね」


「はべらす？」


　さすがに聞き返す玖里子。和樹は「誰、誰、いい男って誰のこと？」ときょろきょろしていた。


「わたくしが真ま面じ目めに勝負を申し出ているのに、男といちゃいちゃしているとは、たいした余よ裕ゆうです」


「……なんかあんた、色んな意味で勘かん違ちがい──」


「ですが、これからはそうはいきませんわよ！」


　いきなり美希子が呪じゆ文もんを唱えだした。彼女の全身から、何本もの光の条すじが出現する。しゅるしゅると、音を立てて伸びた。


「えっ!?」


　和樹の全身に、条が鞭むちのように絡からみつく。一いつ瞬しゆんにして縛しばり上げられる。


　美希子が指ゆびを曲げた。和樹は彼女の元まで引っ張られ、とらえられた。


「この男はもらいました」


「…………」


「あなただけに独どく占せんさせるのは許ゆるしません。連れていきます」


　あのさ、と玖里子が言う前に、夕菜が叫さけんだ。


「和樹さんに手を出さないでください！」


　二つに縛しばった髪かみを逆さか立だてて、前に進み出る。


　美希子は意外そうな顔をしていた。


「なんですの、あなたは」


「その男の人はわたしのです！」


「ふっ、あなたもこの男を狙ねらっていたのですね」


「狙っていたんじゃなくて、前からわたしのですっ！」


「まあこれほどのいい男ですから、ライバルが増えるのはいたしかたありませんわ」


「和樹さんをいい男と言うところは親近感わきますけど……でも絶対駄目です！」


　夕菜が怒ど声せいを浴あびせるが、美希子はどこ吹く風である。


「そこまでしてこの男が欲しいのですか」


「だから、はじめからわたしのものなんですっ！」


「ならば奪うばい返してみなさい」


「望のぞむところです！」


　夕菜が右手を頭上にかかげる。金きん粉ぷんのような精せい霊れいたちが集合し、急速に形を整ととのえていく。


　美希子が手をひらひらさせた。


「せっかちですわね。そうじゃありませんわ。わたくしたちは元より葵学園そのものと戦いに来たのです。この──」


　縛られたままの和樹の身体からだが持ち上がった。


「この男を賭かけて、学校同士の勝負といたしません!?」


　夕菜や玖里子は元より、ギャラリーの中からもざわめきが上がった。


　突然他校からやってきたと思ったら、男子生徒を賭けての勝負である。しかも学校と学校の戦いにしようというのだ。ざわめきはさざ波のように広がっていった。


　表情を硬かたくする夕菜。玖里子は「こいつ狂くるったか」と言いたげな顔。当とう事じ者しやの和樹は縛られたまま全すべてを諦あきらめ、ぐったりしていた。


「さあ、どうするのです。風椿と、えーと」


「宮間夕菜」


「宮間。戦わなければ、この男はわたくしのもの。葵学園は設楽ヶ原高校の支配下に入ってもらいます」


　再び高笑いをする美希子。


　夕菜は瞳の中に炎を宿していた。


「もちろんです！　絶対負けませんから。ねっ、玖里子さん」


「……分かったわよ」


　不ふ承しよう不ぶ承しよう、玖里子が返事をした。


「受けて立とうじゃない。で、どうやんの」


「この男は預あずかります。返して欲しくば設楽ヶ原までいらっしゃい。仲間は風椿が選んで構かまいません、と言いたいところですが……」


　美希子はじっと和樹の徽き章しようを眺めた。


「──この男のお仲間にします。二年Ｂ組！」


　ギャラリーがざわめく。先ほどまでとは違い「ええっ」という声が漏もれた。


「二年Ｂ組の方たち、クラスメートを返して欲しくば、風椿と共にわたしたちと勝負しなさい！」


　見み得えを切る美希子。中庭がしんとした。


　やがて。


　ギャラリーの中から一団だんが進み出た。


　仲丸と和美を先頭にした、二年Ｂ組の面々であった。


　彼らは美希子と正面から対たい峙じした。


「ふっ、あなたたちが二年Ｂ組ですか」


「そうよ」


　和美の眼がん光こうは鋭するどい。


「出てくるとは見上げたものですわ。そこまで仲間を大事にするとは立りつ派ぱなものです」


「…………」


　和美は無言だ。彼女だけではなく、仲丸も、他のＢ組生徒も、ただ設楽ヶ原の支配者たちを睨にらみつけていた。


「ほう、その目つきの鋭さ。ただごとではありませんね。ですがわたくしには通用しません。それともここで膝ひざを屈くつしますか？　そうすれば、この男を返してあげなくもありませんわ」


「どういうことよ」


「こういうことです」


　美希子は右足を突き出した。


「わたくしの靴くつをお舐なめなさい！　そうしたら許ゆるしてあげますわ！」


　Ｂ組の面々が身体をこわばらせた。全身からオーラが立ち上る。


「ほらごらんなさい。やっぱり──」


　次の瞬間。


　Ｂ組生徒たちは、一いつ斉せいに美希子の元へ群むらがった。


「わたしめが靴をお舐めします！」


「深居様、深居様！　どうか私にやらせてください」


「僕は靴の裏うらも舐めてみせます！」


「俺のことを下げ僕ぼくと呼んでください！」


　美希子の足元は、餌えさに群がるネズミのような状態であった。皆、率そつ先せんして靴を舐めようとしている。仲丸と和美は、当然先頭だ。


「どけ松田！　美希子様の靴を舐めるのは俺だ！」


「なによ、わたしが気に入ってもらうのよ！」


「それは俺の役目だ！」


「わたしよ！」


「って……こらーっ!!」


　美希子が顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。


「なに考えていますの、あなたたちは！　ここはクラスメートのために戦いに挑いどむところでしょう!?」


「ふっ、なにも分かってないのね」


　和美が立ち上がり、髪をかき上げた。


「わたしたちにとってクラスメートなんて、綿わた埃ぼこりより軽い存そん在ざいなのよ、特に式森君はね」


　仲丸も同意する。


「そうとも。この状じよう況きよう、どう見ても設楽ヶ原に従ったほうが得だ。変わり身の早さには自信があるぜ」


　美希子は頭ず痛つうでも起こったか、こめかみに指を当てて堪こらえていた。


「……プライドというものがないのですか」


「そんなもので財さい布ふがふくれると思ってるの？」


　言い切る和美。


「とにかく！　あなたたちはクラスメートと学校の未来を賭けて戦いなさい！　そうじゃないと、わざわざやってきたわたくしが間抜けすぎます。わたくしたちの鉄てつ壁ぺきの守りを解といてごらんなさい」


「ふん。面おも白しろいことを言うぜ」


　仲丸は腕を伸ばし、人差し指を美希子に突きつけた。


「そっちが鉄壁の守りなら、俺たちも本気になろう。なにがあっても設楽ヶ原の下僕になってやるぜ」


「あたしたちの変わり身をなめないことね」


　和美がそう台詞せりふを吐はき、Ｂ組生徒たちはぞろぞろと中庭から立ち去った。


　取り残された美希子は、なんとなく居い心ごこ地ちが悪そうだった。


「……えーと、分かりましたか、風椿」


「分かったわよ」


　玖里子はあっさりうなずいた。


「宮間、あなたもいいのですか」


「わたしは本気でやります」


「……お二人とも動じてないのですね」


「まーね。あんたは大変ね」


「同情はいりません！　勝負は今日からスタートです。わたくしたちと戦うのです！　絶対ですわよ！」


　彼女は不安になったらしく、何度も念押しをして去っていった。





　　　　○





　かくして、囚とらわれの和樹を救出するため、葵学園の選せん抜ばつチームは設楽ヶ原高校に向かうことになった。


　メンバーは玖里子に夕菜。それにＢ組の生徒たち。この人選は揉もめに揉めた。俺が美希子様に従う、あたしが従うと騒ぎになり、くじ引きとくじ引きを引く順番を決めるくじ引きと、そのくじを作るためのメンバーを決めるためのくじ引きと、監かん視し員いんになるためのくじ引きを経へたあげく、「全員で行けばいいじゃん」という意見が勝って、ようやく決定したのだ。


　そのためメンバーは四十人越ごえの大所帯である。ちなみに凜は剣道の大会で、舞まい穂ほは紅あか尉いに呼よび出されたので欠席。


　一いつ行こうは電車に乗って、設楽ヶ原駅へと降おり立った。勝負をするのに電車とは気の抜ける話だが、他に移い動どう手しゆ段だんがない。


　設楽ヶ原高校は、駅から相そう当とう離れたところにあった。何度も道を尋たずねて、ようやく到着した。


　そして敷しき地ち内に入る。


「……なんでしょう、これ」


　夕菜が呟く。敵の本ほん拠きよ地ちは、まるで広大な格かく闘とう場じようであった。


　校庭を埋うめ尽つくす設楽ヶ原の生徒たち。校庭の周囲は柵さくで囲ってあり、一度入ったら出られないようになっている。中央には小山のような台が、どーんとそびえていた。


　そこには美希子と、縛られたままの和樹がいた。


「和樹さん！」


　夕菜が叫んで、近づこうとする。そこを設楽ヶ原の生徒たちが塞ふさいだ。


「……よく来た」


　トラメガを片手に、美希子が言う。


「逃げ出さなかったことは、褒ほめてあげますわ」


「和樹さんを返してください！」


「ならばここまでいらっしゃい」


　校門が音を立てて閉まる。これで誰も出られなくなった。


　校庭にいるのは、設楽ヶ原高校生徒六十人あまり。対するは葵学園生徒四十人強。


　美希子は満足げに見下ろした。


「ここはこの日のために作り上げた、魔法戦せん闘とうのためのフィールド。どんなに戦っても、音や光が外に漏もれることはありません」


「ずいぶん手間かけるのね」


　と玖里子。


「この男が欲しくば、わたくしの元まで来るのです。そうすれば、わたくしと一対一の勝負。それで決まります。ただしそれまでは自由戦せん闘とう。わたくしの部下が容よう赦しやなく襲いかかりますわよ」


　美希子は楽しそうに含ふくみ笑いをした。夕菜は歯はを嚙かみ鳴ならし、


「望のぞむところです！」


「まあ威い勢せいがいいですこと。ですがわたくしの部下は、いずれも魔法に覚えのあるものたちばかり、そううまくいくかしら」


　言われてみれば、設楽ヶ原の生徒たちは男女とも一ひと癖くせも二ふた癖くせもありそうな面つら構がまえであった。単に覚えている呪じゆ文もんの数が多い、というわけでもなさそうだ。


　しかし夕菜はひるまない。


「和樹さんを返して降こう伏ふくするなら今のうちです」


「許しを請こうのはそっちのほうですわよ」


「お断ことわりです」


「ならば、戦争ですわね」


　美希子は信しん号ごう拳けん銃じゆうを取り出した。銃じゆう口こうを空に向ける。


「合あい図ずと共に開始です。よろしい？」


「いつでもどうぞ」


「結けつ構こう。ではいきます。三……二……一……」


　引き金に指がかかる。


「ゼロ」


　ぱしゅっと音がして、緑色の光の弾たまが生徒たちの頭上で炸さく裂れつする。


　次の瞬間、一斉に生徒たちが走り出す。


　戦いが始まった。





　双そう方ほうはまず距きよ離りを詰つめた。ほぼ同時に詠えい唱しようを始める。


　どちらの高校も、高校生にしては過か剰じようなまでの魔力の持ち主である。攻撃に特とつ化かした魔法が次から次へと唱えられ、火の玉が次々に発生する。


　そしてそれに対たい抗こうする、防御系の魔法も通常は唱えられるのだが──ここで変化が生じた。


　言うまでもなく、葵学園側、二年Ｂ組の連中である。


　最初は眼鏡めがねの似合う噓うそ革かく命めい家か、浮氣光みつ洋ひろであった。


「ふはははは。設楽ヶ原高校二年Ｂ組、浮氣光洋見けん参ざん！」


　そんなことを言いながら元の仲間たちに、火か力りよくの強い魔法を放つ。「浮氣、裏切ったか!?」という声と「うちのクラス名はアルファベットじゃないぞ」という台詞が飛んだ。


「この機会を待っていたんだ。俺は今日から、身も心も設楽ヶ原高校に捧ささげる！」


　言い返すＢ組生徒たちもふるっている。


「先を越しやがった！」


「あたしが最初に裏切ろうとしたのよ！」


「浮氣だけに美お味いしい思いをさせられるか！」


　攻こう撃げき呪文が発動。当然目もく標ひようは浮氣だ。彼も障しよう壁へきを張りつつ、ときおり反撃に転じる。


　あっという間に、激はげしい同どう士し討うちとなった。設楽ヶ原高校の生徒たちはぽかんと口を開けている。


　Ｂ組生徒にとって、狙うべき味方は手当たり次し第だいとなった。だが中には私し怨えんによってもターゲットとなりうる。来花はそれで追い回されていた。


　葵学園の新聞部部長は、女子たちによって瞬またたく間に包囲されていた。


「覚かく悟ごしなさい、来花」


　中田一いち子こが言い放つ。


「今までの恨うらみ、晴らさせてもらうわよ」


「待ってよ一子、あたしがなにをしたっていうの!?」


　来花は自分で自分の胸を抱え、必ひつ死しで抗こう議ぎする。


「なにもしてないとは言わさない。あたしが男にふられたことや、失しつ恋れんのやけでパチスロにはまっていたこと、それも大負けして出会い系の登とう録ろくを真しん剣けんに考えたこととか、全部バラしたでしょう!?」


「そんなことしてないわ。ちょっと新聞記事にしただけ！」


「それがいけないのよ！」


　激げつ昂こうする一子の横から、福ふく西にし慧けい子こも口を出す。


「そうよ。あなたのおかげで、どれだけ迷めい惑わくしたと思ってるの!?」


　慧子は目に涙なみだまで浮かべている。


「私なんてヤクザの事じ務む所しよに『馬ば鹿かは逮たい捕ほ』って落書きしたことを校内新聞にすっぱ抜かれて、鉄てつ砲ぽう玉だまにつけ狙われたのよ。殺ころされるかと思ったわ！」


「生きてるじゃない」


「生きた心ここ地ちがしなかったの！　同じ目にあわせてやる」


　慧子は夕菜のように精霊魔法を唱えた。炎ほのおのトカゲが次々に現われる。


　来花は急いで手を振った。


「待って待って！　ヤクザの事務所のことは違うの！」


「なにが違うの！」


「あの情報売ってくれたのは、一子なんだってば！」


「え!?」


　くるんと慧子の首が横を向く。一子は慌てた。


「ちょ、来花！」


「それと、一子の情報をくれたのは慧子よ。楽しそうに次から次って話してくれて、おかげで新聞部はしばらくネタに困こまんなくなって──」


「……慧子！」


　一子が怒鳴った。


「どこからバレたのかって不ふ思し議ぎだったんだけど、あんただったのね！」


「なによ、私のことも話したくせに！」


「うるさーい!!」


　一子の魔法が炸さく裂れつした。火球が連続して襲おそいかかる。慧子はザラマンダー一頭を盾たてにして防ふせぎ、もう一頭で足あし下もとをすくおうとする。


「前から気に入らなかったのよ！」


「あたしもあんたなんか大っ嫌きらい！」


　見る見る間に周囲が火の海となっていく。


　来花は身を低くして逃にげ出した。





　浮氣や来花のケースだけではない。あちこちで二年Ｂ組の激しい内部争いが勃ぼつ発ぱつしていた。


　どこもかしこも「設楽ヶ原高校に味方するのは俺だ」「いや俺だ」で戦っている。全員が一いつ斉せいに寝返る手もあるのだが、そうなると今度は倒すべき相手がいなくなってしまう。それは「味方を倒して手みやげにする」の手みやげ消しよう滅めつを意味し、意味のない行こう為いになってしまうのだ。それを防ぐために、まずなんでもいいから味方を倒そうとしているのであった。


　肝心の設楽ヶ原の生徒たちは置き去りである。置き去りならまだいい、Ｂ組生徒たちは加か減げんというものを知らないため、巻まき添ぞえを食うのだ。逃げだそうにも、自分たちで柵さくと門を作ってしまっている。


　無む茶ちや苦く茶ちやな戦いとなった。


　まるで、党とう派はと部族が十以上も入り乱みだれたアフリカ内戦のような様よう相そうだったが、玖里子と夕菜はうまく切り抜けていた。


　味方は同士討ちをして、敵は巻き添えで逃げまどっている。おかげで狙われずにすんだのだ。


　ほとんど発見されずに、中央の台まで接せつ近きんする。


「もうすぐです。もうすぐ和樹さんが……」


「待って」


　玖里子が、走ろうとした夕菜を制した。


「……なんか来るわ！」


　突然、目の前が暗くなった。


　上空から降ってきた人間によって影かげになったのだ。五人の男が、夕菜たちの眼前に立ち塞ふさがっていた。


　男たちはそれぞれ体たい格かくが良く、髪かみを角かく刈がりにし、岩みたいな顔をしている。筋きん肉にくは盛もり上がっていて、魔法を使わなくても十分強そうだ。


「よく来た」


　五人が一斉に喋った。


「ここを通りたくば、我らを倒していくがよい」


　そしてそれぞれ、思い思いのポーズを取る。


「設楽ヶ原五人衆、見参！」


　夕菜と玖里子は顔を見合わせた。


「まるで格かく闘とうマンガですね」


「夕菜ちゃん、こういうシチュエーション得意？」


「……あまり」


「べちゃべちゃ喋っているでない！」


　空中高く跳とび上がった男が、鋭するどく足先を突き出しながら降ってくる。二人は慌てて避よけた。


　もの凄すごい音がして、グランドに穴が開く。


「くくくっ、わしの一撃を避けるとはたいしたものだ。だが次はそうはいかんぞ」


「か弱い女の子になんてことを」


「男女平等じゃ」


　その時、いつの間にやらついてきた和美が、夕菜の袖そでを引っ張った。


「ここは任まかせて」


　後ろを振り向き、手を叩たたく。


「沙さ弓ゆみ先生、お願いします！」


　杜もり崎さき沙弓が現われた。腕と足にはプロテクターを着け、手にはグローブをはめている。しかしその顔だけは、いかにも嫌いやそうにしていた。


「ああいうのの相手、得意でしょ。お願い」


　沙弓は和美をじろりと見た。


「……わたしを働はたらかせる気？」


「いいじゃん。ついて来たんだから」


「和美が連れて来たんでしょう。あたしをこき使うために」


「いいじゃない」


「断ことわる。気に入らない」


「まあまあ。いいこと教えてあげるから」


　なにごとか耳元で囁ささやいた。


　途と端たんに沙弓は、しゃんと背を伸ばした。全員にさがるよう言う。


「ここはわたしに任せて！　みんなは先を急いで」


　腰を低く落とし、五人衆と対たい峙じする沙弓。


「あのー……杜崎さん？」


　恐る恐る夕菜が訊く。


「大だい丈じよう夫ぶ。これくらいなんともない」


「そうじゃなくてですね」


　もはや沙弓は聞いていない。地面を蹴けり、男たちに飛びかかっていく。


　戦闘が始まった。


　それを横目に、和美が「さっさと行こう」と合図をする。


「ここは沙弓が何とかするって言うから」


「でも杜崎さん、なんで突然」


「杜崎ぽえむさんの新作が発見されたのよ。さ、行こう」


　一行は、阿あ修しゆ羅らのように戦う沙弓を置いて、台をよじ登ろうとした。





　美希子は台のてっぺんから下を眺めていた。その顔には憂ゆう慮りよの色が濃こい。というより、ずっと困こん惑わくしていた。


　なにしろ敵てきは同士討ちを繰り返してさっぱり部下と戦おうとせず、味方は味方で逃げまどっているのである。無理もない。


「どうなっているのです!?」


　かたわらにひかえる女子生徒に訊くが、はかばかしい答えはない。「なんなんでしょうねえ」と言われるばかりであった。


「ああもう、あれだけわたくしたちと戦えと申しましたのに！　これだから葵学園の連中は信用できないのですわ！」


　その肩が、ちょんちょんと突かれる。


　振り向くと、そこには一人の男子生徒がひざまずいていた。


「仲丸由紀彦、参上しました」


「……あなたは葵学園の生徒でしょう!?」


　美希子は口から火を噴ふかんばかりであった。


「台まで登ってくるとは、わたくしとサシでやるつもりですか!?」


「そうではありません。美希子様の一の部下としてやってまいりました」


「いつの間に一の部下に!?」


「俺は……いや私は、身も心も美希子様に捧ささげております。どうぞ部下としてお使いください。どのような人間が美希子様と戦おうと、防いで見せます」


　仲丸は真しん剣けんであった。仮かりに心を覗のぞいたとしても、やはり「真剣」の二文字が浮かんでいるだろう。彼に限らずＢ組生徒は、己の心すら偽いつわれるのだ。


　美希子は半はん信しん半はん疑ぎだったが、あまりに熱心なので「本気かも」と考えはじめた。


「本当ですか」


「本当です」


「本当に本当ですか」


「本当に本当です」


「……よろしい」


　美希子は懐ふところをごそごそやり、あるものを取り出した。


「これを」


　仲丸が受け取ったものは黒光りする鉄の塊かたまりであった。


「これはもしや……」


「拳けん銃じゆうタイプの麻ま酔すい銃じゆうです。これでわたくしをガードしなさい」


「近づくものを撃うてばよろしいのですね」


「そうではありません。無差別に使用して勝利を得ることをわたくしは好みません。わたくしが戦っている最中、相手が卑ひ怯きような手しゆ段だんに出たときに限って使いなさい」


「なるほど。護ご衛えいをしていろと」


「そうです。信用しましたよ」


「お任せを」


　仲丸は麻酔銃を懐に収めた。





　戦いは下した火びになりつつあった。


　どっちが優勢ということはない。Ｂ組は同士討ちで勢力を弱め、設楽ヶ原は巻き添えでなにもしていないのに衰おとろえている。にわかには信じがたい情勢であった。


　夕菜は一歩一歩、確実に台を登っていた。小山みたいに盛りあがっているので、ちょっとした登山であった。


　やがててっぺんに到とう達たつする。


　そこには美希子がいた。足下には、縛しばられてぐったりしている和樹。


「和樹さん！」


　助けようとする。が、目の前に光の鞭むちが突き刺さる。


「まだ終わっていませんわよ」


　美希子は不ふ敵てきに笑っていた。


「ここまで来たのはたいしたものです。お仲間の手助けも、ほとんどなかったようですね」


　同士討ちに忙いそがしいせいだ。


「最初に宣せん言げんしたとおり、ここからはわたくしとあなただけの戦いです。よろしいですね」


「もちろんです」


　夕菜は、玖里子と和美に「下におりていてください」と告げる。美希子も部下たちに「下がっていろ」と合図をしていた。


　すぐに二人だけとなった。


「これで邪じや魔まをするものはいません」


　美希子が両手を広げる。指の一本一本から光の鞭が伸びた。


「では一対一の戦いです。勝負！」


　鞭が一直線に夕菜へ襲いかかる。


「はーっ！」


　夕菜はウンディーネを作り、鞭にぶつけた。光と水が砕くだけ散ちる。


　美希子は何本もの光の鞭を自由自在に操り、オールラウンドで攻撃を仕掛ける。夕菜は水流で自分の周囲に防御壁を形成して、上空からウンディーネを攻撃に向かわせた。


　水が細かい球となり、光に反はん射しやして輝かがやいた。


「やりますわね！」


「まだまだです！」


　美希子の指の動きが変わった。光の鞭が束となり、太い塊となってウンディーネを襲う。熱で蒸じよう発はつさせていった。


「くうっ！」


　夕菜はいったん精霊たちを解かい除じよ。すぐさま圧あつ縮しゆくした呪じゆ文もんを唱え、精霊たちをザラマンダーにする。


　炎のトカゲが光を美希子ごと焼こうとする。彼女は光の鞭を傘かさ状じようにして防ぐ。


　ザラマンダーをそのまま突っ込ませる夕菜。光の傘を回転させてはじき返す美希子。


　まさに一進一退。なかなか決着はつかなかった。





　丘の下からでも、二人の決戦はよく分かった。美少女二人が戦っている図は、一種絵かい画が的な趣おもむきすらあった。数少ない生き残りの生徒たちは、惚ほうけたように眺めている。


　だがただ一人、仲丸だけは違っていた。


　彼は下で、麻酔銃を構えていたのである。


　銃口は、ザラマンダーを操あやつる夕菜に向けられていた。


「ふっふっふ……。夕菜ちゃん、悪く思わないでくれ。ここで美希子様が勝てば、葵学園は設楽ヶ原の傘下になる。そうすれば一の部下の俺は、二つの高校を手に入れることが可能なんだ。そうすれば俺の天下だ」


　引き金に指をかける。


「俺のための捨すて石になってくれ夕菜ちゃん！」


　その刹せつ那な。


　仲丸の腕が押さえられた。


「誰だ……うおっ、松田！」


　麻酔銃の射しや撃げきをすんでの所で止めたのは、和美であった。


「どうせこんなことだろうと思ったわ。相変わらず卑怯なことばかり考えるわね」


「てめ……邪じや魔まをする気か……」


「当然、と言いたいけれど」


　和美の瞳が、不ぶ気き味みに輝かがやく。


「これはわたしにやらせなさい！」


　仲丸から取り上げて、夕菜を狙おうとする。


「わたしが夕菜を撃つのよ！　そうすれば美希子様の覚えがめでたいわ！」


「てめえっ！　俺と同じじゃねえか！」


「勝利者はわたしだけで十分よ！」


「俺だーっ！」


　揉もみ合いになった。


　一いち応おう持っているのは仲丸だが、争っているので狙いがつかない。和美も必死で取り上げようとしていた。


「わたしに貸しなさい！」


「俺のもんだ！」


「わたしが支配者になったら、仲丸君は掃そう除じ夫ふに雇やとってあげるわ！」


「そりゃ俺の台詞せりふだ！」


　奪うばい合いになっているので、銃口がふらついている。引き金に指が二本もかかった。


「わたしにやらせてー！」


「おい、危あぶない！」


　ぱしゅっ。


　空気圧で麻酔の弾たまが撃ち出された。弾はまっすぐ飛んでいき──


　美希子の首くび筋すじに命中した。


「なっ、なにをするのです！」


　なおもなにか言おうとするが、そのまま膝ひざをつく美希子。


「よ……よくも……裏うら切ぎ……ふにゃ……」


　ぱたり。


　美希子はその場に崩くずれ落ちた。すやすやと寝ね息いきを立てる。


　校庭の全員が、啞あ然ぜんとしてことの結けつ末まつを眺めていた。


　沈ちん黙もくがしばらく支配して──


「ふっ……ふはははは！」


　仲丸が哄こう笑しようした。


「見たか、これぞ葵学園二年Ｂ組の実力！　恐おそれ入ったか！」


　今日何度目かの立場変へん更こうを、高らかに宣せん言げんする。すぐさま和美も追つい従じゆうした。


「そうよ、設楽ヶ原の生徒会長は倒したわ。わたしたちの手にかかれば、赤あか子ごも同然！」


「降こう伏ふくしろ！」


　やがて。


　設楽ヶ原の生徒たちは、一人、また一人と両手をあげた。支えとなるべき生徒会長を失い、モラルを崩ほう壊かいさせたのであった。


　自然と戦闘は終しゆう結けつした。仲間割れをしていたＢ組生徒たちも、ちゃっかり「俺おれたちの勝利だ」と宣言している。


　門が開けられた。降伏した生徒たちが、外に出される。


　残された場所では、Ｂ組生徒たちが勝利の歌を歌っていた。


「俺たち、勝ったな……」


　仲丸がぽつりと呟く。


「ええ。わたしたちの勝利よ。でも、ここに残るむなしさはなにかしら……」


　和美はそっと、自分の胸に手を当てる。


「忘わすれよう。今日はまだ、勝利の美び酒しゆに酔っていたい」


「そうね……」


　仲丸と和美は遠くを見つめた。


　そんな二人に夕菜は、無む言ごんで火球をぶつけるのであった。





　後ご日じつ譚たん。


　東京の二大エリート校同士の戦いは、結局どちらの校史にも刻きざまれることはなかった。玖里子は「こんな馬ば鹿かな話、書いてどーすんの」と言って、一いつ切さいの記録を破は棄きさせた。


　とりあえずの勝者は葵学園であったが、玖里子の命によって、当分の間設楽ヶ原高校との交流は禁きん止しされた。そのため「負けたほうが支配下に入る」という約束もうやむやとなった。


　仲丸と和美は夕菜の魔法攻撃をまともにくらい、翌日の授業を休んだ。


　囚とらわれの身だった和樹は解かい放ほうされた。彼はこの件けんに関し、ノーコメントを貫つらぬいている。


　そして美希子だが、敗北のショックで数日寝込んだ。


　のちに「麻酔銃の誤ご射しやによるもの」と聞かされると、いっそう立ち直れなくなったそうである。




　番外編二　カム・トゥゲザー










「お姉ねえちゃんの馬ば鹿かーっ!!」


　山やま瀬せ神かみ代よは、この日十何度目かの大声を上げた。


　この日だけではない、昨日も一昨日もその前の日も、とにかくずっと、彼女は大声を出しっぱなしなのであった。朝だろうと昼だろうと寝ねる前だろうと、ついでに寝ているときは寝言で叫さけんでいた。


「馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿、馬鹿ー！」


　姉の山瀬千ち早はやは、心底困こまったような表情を浮かべていた。


「ねえ神代、その、もう少し小さい声で……」


「なによ馬鹿！　お姉ちゃんが悪いんじゃない！」


「悪いって……」


「お姉ちゃんはわたしのことが嫌きらいなんだ」


「そんなことないよ。神代のことは大好きだから」


「噓うそだー!!」


　またわめく。


　千早はおろおろしっぱなしであった。妹に比ひ較かく的てき甘あまい、ということもあるのだが、強つよ気きに出られない理由があるのである。そして彼女は、そのことに責せき任にんを感じているのであった。


「ほんとごめん、神代」


　千早が頭を下げた。


「でも嫌いだからじゃないんだよ。これは……」


「噓ばっかり。嫌いなくせに」


「そうじゃないって。お姉ちゃんは、神代を嫌いになったことなんか一度も……」


「本当？」


「本当」


「じゃあ止やめて」


　神代はむすっとした。


「行くの止めてよ」


「それは無理よ」


「ほらやっぱり！　わたしと一いつ緒しよにいるのが嫌なんだ」


「だから嫌じゃないって」


「わがままばっかりの妹なんか会いたくないんだ！」


「そんなことない。神代のこと大好きだから。いつまでも仲良くしてたいって思ってるから」


「だったら葵あおい学がく園えんに転てん校こうするなんて言わないでよ、馬鹿ーっ!!」


　とうとう神代は泣き出した。





　神代はわんわん泣き続け、千早はずっと途と方ほうに暮くれていた。


「お姉ちゃんは自分のことばっかり！」


　千早は言葉を詰つまらせていた。


「わたしのことなんかなんにも考えてくれない！」


「……ごめん、ほんっとごめん」


　また頭を下げる。他に手段を思いつかないというように。


「清せい修しゆう学園からいなくなっちゃうんだよ。石いし川かわさんとか寂さびしがるよ！」


「映えい子こ、笑ってたけど……」


「引っ越こしだってただじゃないじゃん！」


「でも、お父さんもお母さんも許ゆるしてくれたから」


「二人ともお姉ちゃんひいきするもん」


　それは噓だ。むしろ長女の千早には厳きびしくて、神代には甘あまい。そして千早はそのことに、一度も文もん句くを言ったことがない。


　両親が転校を許ゆるしたので、神代はびっくりして訊きいたことがある。父と母は顔を見合わせ、それから二人して首をかしげて「なんでだろうねえ」と言った。


　なんでだろうねえ、どころではない。神代にとっては、今までの生活が一変するほどの大ショックである。


「なんでいきなり転校するのさ！」


「それは……」


「教えてよ！」


　千早はしばらくためらっていたが、今までと同じように首を振った。


「ごめん、言えない」


　そして小声で、「言っても分からないから」と付け加えていた。


「やっぱり！」


　堂々巡めぐりにいらだって、神代は騒ぎ続けた。


　姉が葵学園に転校すると聞いたとき、神代は心しん底そこ驚おどろいた。山瀬家は一時期東京に居きよ住じゆうしていたが、ずっと神か奈な川がわ県にいる。千早も地元の清修学園に通学していて、付ふ属ぞくの大だい学がくに進学予定のはず。そう信じていたからこそ、神代も同じ高校を受じゆ験けんしたのだ。


　世界で一番姉が好きな妹としては、別の学校に行くことなど考えられなかった。だから自分の学力では手の届とどかないところにある高校でも、必ひつ死しになって勉強した。せっかくそれが報むくわれたのに、一年もしないうちにパーになってしまった。しかも葵学園は全ぜん寮りよう制せいなのである。家からいなくなってしまうのだ。騒ぐしかない。


　初めて両親に聞かされたとき、神代は千早の部屋に直行した。勢いきおいよく扉とびらを開けたら、姉は目を丸くして固まっていた。あとで訊くと「怒いかり狂くるった強ごう盗とうだと思った」そうだ。


　強盗とまではいかなかったが、金きん庫この番号を聞き出す以上の激はげしさで、神代は問いつめた。千早はたどだとしくもはっきりした声で、転校は事実だと答えた。


　それからが大変だった。神代は泣き、叫さけび、天を呪のろった。神と悪あく魔まが手を組んで、自分たちを引ひき裂さこうとしていると信じた。そしてどっちも滅ほろびてしまえと念ねんじた。神と悪魔が聞いたら、文句の一つも言いたくなるような内容だった。


　千早はそんな神代に、根こん気きよく、転校の事実を説き続けた。転校しても姉し妹まいの縁えんが切れるわけではない。休日には実家に帰るようにする。だからそんなに騒がないで欲しい。


　神代は反はん論ろんする。馬鹿馬鹿馬鹿馬鹿。勝かつ手てに転校するなんて信じられない。誰にも相そう談だんがなかった。わたしなんにも聞いてなかった。


　姉は心底申し訳なさそうにしていた。ごめんなさい。本当にごめんなさい。勝手なのは分かってる。でもこれは、あたしのたったひとつの願いなの。


　本来の千早は、まず他人のことを優ゆう先せんする。たとえ自分が傷きずついても、益えきが無くても、人をいたわった。


　その姉が、初めて自分自身を優先したのである。他者ばかり気き遣づかう姿すがたにイライラさせられてきた神代としては、喜ぶべきことだ。自じ己この幸せを追つい求きゆうする姉の行動を、どうして歓かん迎げいしないでいられようか。


　だからこの怒いかりは、わがままによるものだと知っている。そんなことくらい神代にも分かる。だけど自分から離れていってしまうその姿に、どうしようもない悲しみを感じずにはいられない。捨すてられた子こ猫ねこのように、泣きたくなってしまうのだった。





　千早は何度も何度も謝あやまって、神代の部屋から出て行った。


　神代は一人になっても泣いていた。両の眼めから涙が出るわ出るわ。水すい道どう局きよくが見たら、即そく座ざに技ぎ術じゆつ者しやを派は遣けんしかねない姿だ。


　ベッドに寝ねっ転ころがって泣きはらしながら考えた。お姉ちゃんを引ひき留とめるのは無理だ。ああ見えても意い志しは強く、一度決めたら滅めつ多たなことでは変へん更こうしない。受験も部ぶ活かつも、その力で成なし遂とげているのだ。


　だからこっちがなにかをした方がいい。離れていく千早を留めるのではなく、こっちからついていくのだ。


　とすると、やるべきことは一つだけになる。


　神代は起きあがり、階下へ向かう。


　仕事に忙いそがしいはずの両親は、ちょうど揃そろっていた。それに千早もいる。なんて都つ合ごうのいい。もしかしたら、神の導みちびきなのかもしれない。滅ほろびろと念じたけれど、もう少しだけ生かしてあげます。


　三人を目の前に、神代は宣せん言げんした。


「わたしも葵学園に転校する！」





　両親は呆あきれていた。というか諦あきらめていた。こうなるに違いないと予想していたらしい。口から出たのは深々としたため息だった。


　むしろ狼ろう狽ばいしたのは千早である。


「神代!?」


　びっくりして立ち上がっていた。


「本気!?」


　妹はむくれたまま、言い返した。


「お姉ちゃん、反対なの？」


「だって葵学園の転入試験、難しいよ」


「お姉ちゃんはできたんでしょ」


「そりゃ……」


「じゃあわたしだってできる」


　これは根こん拠きよのない自信だった。神代は学がく業ぎようや魔法で千早に勝てると思ったことが一度もない。努力家である姉と比べると、自分はどこかで手を抜いてしまう。だからどうしても差が出てしまうのだ。


　しかしそんなことを言ってはいられない。


「わたしだって清修受かったんだから」


「あたしも神代が頭いいって知ってるよ。でも葵学園はちょっと特とく殊しゆだから」


「受からないって思ってるんだ」


「そうじゃないけど」


「じゃあ受ける。受けてお姉ちゃんと一いつ緒しよの学校行く」


　神代は言い放つと、自室に戻ろうとした。心配そうにした千早がついてくる。


「勉強、見てあげようか？」


「いい。自分でやる」


「でも……」


「いいったらいい！」


　意い地じになって怒ど鳴なり、二階に駆かけ上がった。


　後ろ手に自室の扉とびらを閉しめ、床ゆかにぺたんと座すわる。


　あの場ではああ宣言してしまったが、本音では、受かるかどうかなんて全く分からなかった。葵学園は魔法のエリートが集まる学校である。入学試験は厳しく、転入はもっと厳しい。


　清修学園もエリート校である。中学時代、神代は姉と一緒に通いたい一いつ心しんで勉強し、合ごう格かくした。だがそれで安心してしまい、以い降こう成績は降下する一方なのだ。


　ここで取り戻もどさなければならない。神代は気合いを入れ、机つくえに向かった。


（でも、どうやって勉強しよ……）


　早くも構こう想そうは最初のつまずきを見せていた。





　　　　○





　翌朝、いち早く登校した神代は、職員室に駆け込んで担たん任にんを捕つかまえ、ぶちあげた。


「わたし、転校することに決めました」


　女の担任教師はきょとんとしていた。


「どこに？」


「葵学園です」


「……ねえ山瀬さん」


　担任は嚙かんで含ふくめるように諭さとした。葵学園は都内でもかなりレベルの高い学校だ。転入が認められるかどうか分からない。だが清修学園もレベルでは負けていないし大学の付ふ属ぞくである。ここにいた方が面めん倒どうはないし、あなたのためにもなる。


「ためにはなりません」


　神代は反はん論ろんした。


「そうかしら」


「わたし決めたんです。葵学園に行きます」


「葵学園になにかあるの？　制服も清ウ修チの方が可愛かわいいわよ」


「お姉ちゃんがいます」


「千早さん？」


「はい」


　担任は全すべてを悟さとった顔でふっと笑うと、頑がん張ばりなさい、応おう援えんしてるからと言った。神代の「お姉ちゃんべったり病」はそれなりに有名なのであった。


　授業中、早く終われ早く終われと念じ続け、放ほう課か後ごになると同時に本屋まで飛んでいった。


　小こ遣づかいをはたき、葵学園関係の過か去こ問題集を買いあさる。ついでに受験のノウハウ書まで買った。どう考えても、清修学園受験より真しん剣けんであった。


　そして寄より道せずに家に帰り、自室に閉じこもる。


　買ってきた本にざっと目を通す。そして姉が言っていたとおり、容よう易いではないことを知った。


　まず葵学園は、ほとんど転校生を受け入れていない。エリート校ゆえか、新学期での入学生から増ふやさない傾けい向こうにある。なんらかの理由で欠けつ員いんが出ると、補ほ充じゆうする形で受け入れるのだ。


　そもそもおおっぴらに転校生を募集していない。知ってる人間だけが来い、という形にしていた。希き望ぼうする人間は転入試験を受ける。千早はこれに受かって、早々と転入を決めていた。


　となると、まずは空あきがあるかどうかを訊きく、ということになる。


　神代は過去問題集から住所を調べ、電話をかけた。


　コール三回で相手が出た。たどだしく、転入試験について質しつ問もんをする。


　全部言い終わる前に、相手は言った。


「今は募集していません」


　事じ務む員いんらしき男は、いかにも慣なれている口調であった。


「定員いっぱいです。しばらくはありませんので」


　構想のつまずき第二弾は、予想外に大きかった。





　丸一日呆ぼう然ぜんとした後、神代は早くも立ち直った。というより、諦あきらめきれなかっただけと言っていい。さすがに同どう情じようした両親を尻しり目めに、次の週末まで待ち、東京まで出かけることにした。無む論ろん、葵学園訪問である。


　募集がないのは当然だが、せめて校こう舎しやだけでも見ておきたいと思ったのだ。自分の心に焼き付けたかった。未み練れんがましいという言い方もできる。


　朝早くから電車に乗り、東京駅に向かう。入学するわけでもないのに緊きん張ちようして、居い眠ねむりもできなかった。


　乗り換えて目的の駅で降りたときは、武む者しや震ぶるいまでしていた。


　暗あん記きした地図の通りに、学校へと向かう。


　銀杏いちよう並なみ木きの間を黙もく々もくと歩いた。休日なので学生の姿はないが、きっと朝と夕方は、葵学園の生徒たちで一いつ杯ぱいになるのだろう。


　姉もここを通るに違いない。そう思うと、なんとしてでも葵学園に入らねばという気がしてくる。可か能のう性せいは今のところゼロだが、どうにかしなければならないのだ。


　具ぐ体たい的てきな方法がまったく思いつかないまま、着いた。


　だだっ広い中庭。古いがしっかりした造りの校舎。年季の入った門もん扉ぴ。青せい銅どう製せいのプレートには、「私立葵学園高等学校」の文字。


　神代は見上げた。全身がぐっと重くなる。


　創そう立りつは百年以上前になるらしい。その間培つちかわれた伝でん統とう、歴史が空気となって押し寄せてくるかのようであった。できて間のない清修学園では、絶ぜつ対たいに出せない雰ふん囲い気きだ。


　中には入れない。しばらく立ち尽つくし、眺ながめていた。


「あれ？」


　隣となりから声がする。


「お姉さん、葵の生徒ですか？」


　いつの間にか男の子がいた。


　小さい、まるで小学生くらいの少年だった。なにしろ神代より背が低いのだ。だがその瞳ひとみはきらきらしていて、好こう奇き心しんに溢あふれている。宝ほう石せきのようだ。それに透すき通とおる、テノール歌手のような声をしていた。


「違うけど」


　本当に男の子なのかな、と神代は思った。なにしろ顔立ちが実に中性的なのだ。


「じゃあなにしてるんです」


「見てるのよ」


　そう言ってから、付け加えた。


「ここに転入しようと思ってたんだけどね、募集してないって言われたの。だから、せめてまぶたに焼き付けようと思って」


「どうして。他の学校に行けばいいんじゃないんですか」


「ここじゃなきゃ駄だ目めなの」


「そうでもないですよ。他にも魔法教育に力を入れている学校は、一いつ杯ぱいあります」


「一杯でもここでなきゃ駄目。絶対駄目」


　つい、語ご調ちようが荒あらくなってしまった。名前も知らない、本当に見ず知らずの少年なのに。


「ふーん」


　少年はなにやら思し案あんした表情だったが、やがて神代の裾すそを引っ張った。


「じゃあ、行きましょう」


「……どこ？」


「事じ務む室しつ」
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　見ると、正門は閉じられていたが、少し離れたところにある通用門が開いていた。


「事務室に行ってどうするのさ」


「ここは日曜日でもやってるんですよ。早く」


　引きずられるようにしてついて行った。通用門の奥にある扉とびらに、靴くつを脱ぬがないで入る。


　少年は、ガラスの小窓を叩たたいた。


「すみません、転入届の用紙が欲しいんですけど」


　事務の男性は、あまり間をおかずに返事をした。


「まだ募集していませんよ」


「してますよ」


「してませんが」


「してますから」


　少年はゆっくりと喋っていた。その口調は立りつ腹ぷくしているのではなく、大だい胆たん不ふ敵てきで、なおかつ事実を指し摘てきしている感じであった。


　事務員は気分を悪くしたらしいが、奥おくの席に戻り、書類の束たばをごそごそやり出した。


　やがて、「あれ」と声が上がる。


　しばらくしてから、不ふ思し議ぎそうにしながらやってくる。


「……募集してました」


「でしょ」


　少年はにこりとした。


「おかしいな。そんな連れん絡らく……」


「書類ください。二通」


　やがて事務員は、クリップで留とめられた紙の束を封ふう筒とうに入れ、手て渡わたした。


　神代は、少年から一通渡された。


「お姉さんの」


「ありがと……」


　変な気分だった。空きがないと聞いて、ただ見学のために葵学園まで来た。しかも遠くから眺ながめていられればよかった。ところが募集はあることになり、転入の書類までもらっている。


　運がよかったのだろうか。どうなっているのか、分からない。


「お姉さん」


　少年の声で、我われに返る。


「これで受けられるね」


「そうだね。ありがと」


「僕も受けるんだ」


　そういえば、この少年も書類はもらったのだ。


「お互たがい頑張ろうね」


　小さい右手を差し出す。神代は握にぎった。


「ん。えーと……」


「深ふか居い貴たか巳みって名前。お姉さんは？」


「山瀬神代」


「それじゃ、神代さん」


　少年は手を振って去っていく。神代は振り返しつつ、名前で呼ばれたことに少しだけむっとしていた。


　すぐに、まあいいやと思う。もう会うこともないはず。せいぜい転入試験のときに顔をあわせるかどうかだろうから。


　彼女は気を取り直し、駅へ急いだ。





　　　　○





　転入届を受け付けてもらえるのはいいものの、それで全てが終わったわけではない。試験を受けて合ごう格かくしなければ、「お姉ちゃんとの学園生活」はでかい門もん扉ぴで閉とざされる。


　筆ひつ記きだけではなく、面めん接せつもあった。それと魔ま力りよく検けん査さ。


　魔力はまあいい。これでも清修学園に入学できたのだ。姉ほどではないが、さほど劣おとってはいない。面接は、練習するしかないだろう。


　問題は筆記試験である。端たん的てきに言って、入試をやり直すのと同じことなのだ。頑張るしかない。


　千早は一足早く葵学園に転校し、寮りように引っ越こしもした。神代は手伝いに行かなかった。まだ意い地じを張っていることもあったが、勉強の二文字が急せき立てていたのだ。姉は頻ひん繁ぱんに「大丈夫？」と連れん絡らくをよこしてきたが、「平気」と答え続けた。


　しばらく自室にこもりきりになる。休日になってから、気晴らしに出かけた。


　駅前に向かい、ぶらぶら歩く。


　外出ではあるが、勉強のことが頭から離れない。近ちか頃ごろ無いほど集中しているせいだ。それに、今も勉強道具を持ち歩いていた。


　図書館に行こうかと思ったが、ファミレスにした。


　客はそれほど入ってはいなかった。これなら長なが居いしても嫌いやな顔はされないだろう。店員に案内されながら、奥の禁きん煙えん席せきへ。


　こちらですと言われたのは、本当に隅すみっこの席であった。四人がけなのでとくには文句はなく、腰こしをかける。鞄かばんから参さん考こう書しよとノートを出した。


「あれ……？」


　そう言ったのはどっちが先だったか。


　貴巳が隣となりの席で、コーラを飲んでいた。


「神奈川に住んでたの!?」


「神代さんも」


　彼は座ざ席せきを移い動どうしてきた。神代の手元のノートを見て、


「やっぱり勉強中ですか」


「うん。葵学園はレベル高いから」


　受かるにはこれしかない。


　千早は店員にコーヒーを頼むと、勉強に没ぼつ頭とうした。貴巳に、近所に住んでいるのかとか、何歳なんだとか訊ききたくはあったが、優ゆう先せん順じゆん位いというものがある。息いき抜ぬきは、まだ先だ。


　貴巳は特に勉強はせず、ずっとコーラを飲んでいた。神代のペンの動きを見ている。


「神代さん、熱ねつ心しんですね」


　また名前で呼ぶ、と思ったが、前ほどは気にならなかった。


「うん。わたし、頭よくないから。これくらいしないと」


　顔を上げずに返事をする。


「深居君はしなくていいの」


「貴巳でいいです」


　彼はグラスをテーブルに置いた。


「僕は……それほど勉強好きじゃないので」


「謙けん遜そんしすぎだ。本当はやってるんでしょ」


「やってないですよ」


　苦笑していた。そんな仕草が可愛かわいい。


「勉強しないから、学校の先生にもあまり好かれてないんです」


「それで葵学園に入れるの？」


「どうなんでしょう」


　呑のん気きな子だな、と思う。子こ供どもみたいに童どう顔がんを紅こう潮ちようさせているが、そのわりには落ち着いているというか、危き機き感かんがない。


　あまり話しているのもなんなので、勉強に戻った。英語の構こう文ぶん。


　英語は字じ面づらを眺めているだけで、頭にうっすらもやがかかってくる。不ふ得とく意いな科目だ。得意な科目もあまりないが。


「そこ、憶おぼえるといいですよ」


　貴巳が手を伸ばし、参さん考こう書しよの英文に指で丸をした。


「これは特とく殊しゆなんで丸暗記するしかないです。他はグループ分けをして憶えると効こう率りつが上がります。英語は基き本ほん的に、文章をこつこつ暗記するのが遠回りに見えて近道なんですけどね」


「……やっぱり」


　神代はシャーペンを動かすのを止めた。


「勉強できるじゃん」


「普通です」


「嫌いや味みに聞こえた」


　貴巳は怒おこらなかった。恐おそらく、似にたようなことは言われ続けているのだろう。


「神代さん、今の高校はどこに通っているんですか」


「清修学園」


「レベル高いじゃないですか」


　貴巳がかなり驚おどろいている。ちょっとだけ「やった」という気になった。


「清修なら、わざわざ葵学園に転校する必要ないですよ」


「前に、葵じゃなきゃ駄目だって言わなかったっけ」


「聞きましたけど」


「今でも気持ちは変わんない。あそこにね、お姉ちゃんがいるの」


　シャーペンを置く。参考書を閉じた。


「お姉ちゃんのとこに行くんだ」


「そこまですることあるんですか？」


　貴巳が疑ぎ問もんを口にする。皮ひ肉にくな言い方ではない。好こう奇き心しんがにじみ出ていた。


「ある」


「どうしてです」


「だって妹だもん。わたし、お姉ちゃんと離れるなんて、考えられないんだ」


　意い識しきしなかったが、少年の顔を覗のぞき込むようになっていた。


「今までだって、いつも一緒にいた。小さいときからずっとそうだったんだから」


　喋しやべりながら、なんでこんな子に自分のことを語っているんだろうと思った。


　きっとこの瞳ひとみのせいだろう。輝かがやいているくせに引き込まれるようで、言わずにはいられなくなるのだ。


「それに、お姉ちゃんが葵学園に転校してね、なんでだか分かんないけど、どうしても入りたかったみたいなんだ。葵学園は全寮制でしょ。まだ友達だっていないだろうし。もしかしたら、お姉ちゃんはとても苦労するかもしれない。だから少しでも支ささえになってあげたいの。わたし、お姉ちゃんのことが大好きだから」


　喋り終わってから、少し後こう悔かいした。いくら姉し妹まい愛あいとはいえ、ここまで好き好き言っていたら、軽けい蔑べつされるかもしれない。実際、中学生のころはよく冷ひやかされたのだ。


「へえ……」


　貴巳は感心していた。馬鹿にしたり、からかうようなことは、一切言わなかった。


「それだけ？」


「ええ」


「シスコンとかキモイとか」


「そんなこと思いませんよ」


　彼はむしろ、優やさしげな表情をしていた。


「仲が良くてうらやましいですよ」


「兄弟いないの？」


「いますけど、ちょっと変わってるんです。最近会ってなくて、ずっと話もしてませんから」


　仕方ありません、と付け加えていた。


「神代さん、頑がん張ばらないといけませんね」


　こういうときだけ、この少年は大人びた口調になる。


　言われて神代は、慌あわてて参考書を開いた。


「やんなきゃ」


　それから、なんとなく訊いた。


「……深居君」


「だから貴巳って呼んでください」


「貴巳君は、今何歳なの」


「十三です」


「え!?」


　思わず大声を出した。まだ中学生ではないか。


「十三歳!?　それでどうやって転校すんの!?」


　葵学園は高等学校である。中学卒業の資し格かくがなければ、受験も転入もできないはずなのだ。


「できますよ」


　貴巳は平然としていた。


「噓うそだ」


「本当です。一定以上の学力と魔力と、あと特別な事じ情じようがあれば、飛び級による転入試験を認みとめてくれるんです」


「まさかあ」


　と言ったものの、あるかもしれないと思えてきた。貴巳の頭の良さと大人びた態度を見ていると、学校が受け入れそうな気がする。


「清修じゃ駄目だったの」


「葵学園は飛び級に積せつ極きよく的てきなんです。だから、やってみようかって」


　神代は今まで以上に頑張らなければならない気がしてきた。こんな頭のよさそうな少年と争うのである。


　話を打ち切って、勉強に没ぼつ頭とうしようとする。


　貴巳は相変わらずなにもしない。余よ裕ゆうなのかどうかは知らないが、少なくとも焦あせってはいなかった。


「……受かりますよ」


「え？」


　ノートに視線を向けたまま聞き返す。


「神代さんなら合格します」


「そうやって、わたしを油ゆ断だんさせるつもりだ」


「自信を持って」


「逆にプレッシャーになるよ、もう」


　貴巳君はどうなの、と訊こうとして目線を上げる。が、質問が発せられることはなかった。


　目の前に少年の姿はない。そこには空になったグラスと、千円札だけが置いてあった。





　　　　○





　集中して勉強しているせいか、日にちが過ぎるのが早く感じられた。


　そうなると不思議なもので、「もっと勉強しなきゃ。もっと日にちが欲しい」と思えてくる。夕食のたびにそう言ったので、両親からは「無理するのだけはやめなさい」と忠ちゆう告こくされた。ノイローゼにでもなられたら困る、と考えたらしい。


　神代自身もノイローゼになる気はなかった。そんなことになったら、転校できなくなってしまうではないか。勉強も健康も大事なのである。


　あっという間に時間は流れ、転入試験の日となった。


　当日の朝、神代はいつもより何時間も早く目が覚めた。緊張のためか眠ねむりが浅く、スズメが少し鳴いただけで跳び起きていた。


　食事を済すませ、忘わすれ物がないように何度もチェックをする。最後にお守りを握にぎりしめた。両親に頼んで、神奈川中の神じん社じやから買ってきてもらったのである。お守りも束にすると結構な重さで、振り回すと凶きよう器きになりそうであった。


　それを全すべて鞄かばんに突っ込み、背せ筋すじをしゃんと伸ばす。


　自室から玄関に降りた。


「行ってきます」


　母親に告げる。


「忘れ物はないわね」


「さっきチェックした」


「財さい布ふは？」


「……あっ」


　神代は慌あわてて自室に戻った。


　それから「本当に大丈夫？」「大丈夫！」というやりとりを十回近く繰り返し、家を出た。


　父親の車で駅まで送ってもらった。そこで電車に乗り、一路東京へ。もう何度も使っている路線なので、迷まようことはなかった。


　電車の中でも勉強しようかと思ったが、それは止やめた。今さらじたばたしても始まらない。


　もはや乗のり継つぎにも慣なれてしまった。スムーズに葵学園まで到とう着ちやくする。


　半開きになった校門からはいると、大きな紙に手書きで矢印が記してある。その下に、転入試験会場のクラス名が書いてあった。


　下げ駄た箱ばこで持じ参さんした上うわ履ばきに履はき替かえる。それから会場である一年Ａ組に向かった。


　教室に入り、思わずたじろいだ。


　椅子がほとんど埋うまっているのである。想像していた以上に転入試験を受けるものが多い。ざっと見ただけで三十人以上いた。


　なるべく落ち着こうと呼吸を整ととのえ、自分の席に着く。


　鞄の上からお守りを、ぽんぽんと叩く。神様神様。なにとぞ葵学園に合格させてください。滅びてしまえと念じたのは謝ります。宗教の違う神様かもしれませんが、その場合は伝えておいてください。お願いします。


　試験用紙の束を抱えた教師が入ってくる。神代は筆記用具を出した。





　終了と同時に、大きな息を吐いた。


　転入の筆記試験は受験と違い、それほどたくさんやるわけではない。それでも学力を見るのでひねくれた問題が結構あった。


　手て応ごたえがあったようななかったような感じのまま、神代は帰き途とについた。


　面接は明日になる。魔力検査もあるので、土曜日曜の二日に分けられているのだ。


　やるだけのことはやった。あとは明日、面接でミスをしないことを願うのみだ。


　そんなことを考えていたので、話しかけられているのも分からなかった。


　肩を叩かれた。


「神代さん？」


　貴巳であった。走ってきたのか、若じやつ干かん息が荒い。


「ぼーっとしてましたね」


「考えごとしてたから」


　それにしても気づかなかったのは、ちょっと恥はずかしい。


「教室、いたんだ」


「ええ。後ろの方でした」


　神代は前だった。だから分からなかったようだ。


「どうだった？」


「まあまあです」


　本当は自信があるのだろう。落らく胆たんしていなさそうだ。


「神代さんはどうです？」


「わたしもまあまあかな」


　ははは、と二人で笑った。


　それから並んで歩く。帰る方向は一緒だ。


　銀杏いちようの木が風で揺ゆれている。


　なんだか気き恥はずかしい思いだった。姉とはしょっちゅうこうしていたが、今は全然別の人間と並ならんでいる。しかも年下とはいえ、男の子だ。


　神代は彼氏どころか男友達にも縁えんがない生活をしている。話をしないわけではないが、親しい人はいない。もちろん男だん性せい恐きよう怖ふ症しようというわけでもない。友達は女ばかりなのだ。そういえば、バレンタインデーにチョコレートをあげたこともない。


　以前クラスメートから、「神代は男子に人気あるけど、いっつもお姉さんの話ばかりしてるから」と言われたことがある。彼女としては千早の話をするのは自然なことだし、誇ほこらしくも思っている。それが原げん因いんでボーイフレンドができないのは仕方がなかった。


　なのに、会ってまだ間もない少年と、こうして歩いている。


　やはり同じ学校に転校しようとしているからか、争う相手だが連れん帯たい感かんも強かった。戦友、というやつだ。


　じわじわと、こういうのも悪くないかも、という感情が湧わいてくる。


「受かるといいね」


　自然と言葉が出た。


「なんです？」


「貴巳君も受かってるといいなって」


「あは、どうでしょうね」


「平気でしょ。頭いいから」


　素直に、十三歳さいで飛び級できる学力が羨うらやましかった。


「神代さんも合格しますよ」


「しなきゃやだ」


「お姉さんですか？」


「そのために勉強したんだから。明日の面接次し第だいだけど、受かんなきゃ」


　我知らず、手をぐっと握る。貴巳は彼女の顔を見ながら、


「そんなに、お姉さんと一緒の学校に行きたいんですか」


「うん」


「僕は神代さんと一緒に行きたいです」


「え……」


　意外な台詞せりふに、神代は自分の頰ほおが熱くなるのが分かった。


「神代さんと、葵学園に行きたい」


「なに言ってるのさ」


「本気ですよ」


　それから貴巳はにこりとして、


「人見知りするんです。知ってる人がいてくれないと、緊張します」


「びっくりした……なによ」


　半分残念に思い、半分ほっとした。少し怒ってみせる。


「貴巳君、子供みたい」


「十三ですから」


　銀杏並木を抜ける。交こう差さ点てんを渡り、駅へと向かった。


　反対方向に行けば、葵学園の寮りようがある。合格すれば、そこに住むことになるのだろう。もちろん千早と。そしておそらく、貴巳とも。


「……合格するといいですね」


　貴巳が呟つぶやく。その台詞が、自身に向けられたのか、神代に向けられたのかは分からない。


「そうだね」


　ありきたりな返事しかできなかったが、ためらった末に付け加えた。


「わたしも、貴巳君と一いつ緒しよに行けたらいいって思うよ」


　返事はない。喜んでいるように感じられるのは、単に話し相手ができるからだと思うようにした。





　家に着いたときは、すでに暗くなっていた。神奈川の西部から、直ちよく接せつ試験を受けるのは、いささか無理があるようだった。


「ただいま」と告げて玄関からあがる。母親から「すぐにご飯」と返事があり、同時に「千早から電話よ」とも言われた。


「今なの？」


「そう」


　神代は急いでコードレスの子こ機きを取った。


「お姉ちゃん!?」


（神代？）


　久しぶりの姉の声だった。全身を覆おおっていたこわばりがすっと抜けて、温あたたかいものがこみ上げてくる。意地を張っていたけれど、やはりいなくなってからは寂さびしかった。


（試験、どうだった？）


「まあまあ。やれるだけのことはやったと思う」


（よかった。あたしの妹だもん、きっと受かるよ）


　千早の言葉は心からのものだ。妹が姉を好きなように、姉も妹が好きなのだ。


「お姉ちゃんはどう？」


（元気だよ。みんなが私のことを忘わすれてて、辛つらいけど……）


　これはなんのことだか、いまいち分からない。語ご尾びが独ひとり言ごとのように小さかった。


（そうだ。今日聞いたんだけど）


「なに」


（噂うわさ話ばなしだったんだけどね、転入、人数制せい限げんがあるんだって）


「知ってる。だから試験やるんだもん」


（今回は一人だけって言ってたよ）


「……えっ？」


　その瞬間だけ、意い識しきが飛んだ。


　人数に限りがあるのは知っていた。その関門が狭せまいことも承しよう知ちしている。難しい試験と、意い地じの悪い面接と、個人の努力ではどうしようもない魔ま力りよく検けん査さをくぐり抜けないといけないのだ。


　だがそれが許ゆるされるのが、たった一人とは。


（……もしもし、神代？）


「お……お姉ちゃん、それ本当なの？」


（噂だけど、多分本当。試験で合格できるのは一人だけだって）


「そう……なんだ」


　この後なにを話したか、あまり憶おぼえていない。いつの間にか電話を切っていた。


　自室に戻り、ベッドに横になる。


　自分でも驚くほどショックであった。空いてる枠わくは一人分。そこをあの教室にいた全員と取り合うことになる。予想以上に険けわしい。


　本当は、名前も顔も知らない人と試験の出来を競きそうだけなのだから、それほど気にしなくてもいいはず。全力を尽くすしかない。だが唯ゆい一いつ、名前も顔も知っている生徒がいる。


　あの少年、貴巳と本当に争うことになる。


　頭の良い少年だから、筆記だけではなく面接もそつなくこなすだろう。魔力も極きよく端たんに低いとは思えない。大変な強敵だ。


　彼を上回ることができるかどうか、まったく不明だ。確かつ固こたる自信もない。


　だがそんなことはどうでもいい。よくはないが、引っかかっているのはもっと別なこと。


　神代が受かるにせよ、貴巳が受かるにせよ、葵学園に行けるのはどちらか一人だけなのだ。どちらかは行けなくなってしまう。


　一緒に行けたらいいと、言ったばかりなのに。


　ふと我われに返る。わたしはお姉ちゃんと同じ学校に行きたくて、こんなに勉強をしたんだ。なのに、なんで会ったばかりの男の子のことを気にしているんだろう。


　千早と一緒に登校したいという想おもいに噓や偽いつわりはない。だから絶対に合格したい。


　でも貴巳はどうなるのだろう。仮かりに自分が受かったとして、そのまますぐに忘れ去るのだろうか。


　その方がいいにちがいない。だが神代には、少年の姿すがた形かたちが、意外なほど心の底に焼き付いている。


　これをなんと表現したらいいのだろうか。


　彼女はできる限り気にしないように努力をした。そしていつの間にか、寝入っていた。





　翌よく朝ちようはぼうっとしたまま起きた。魔力検査と面接なので、髪かみと服ふく装そうだけはきちんとするようにした。


　食事中もふわふわしたままだった。そのため両親が、「そんなに昨日はできなかったの」と訊きいてきた。神代は曖あい昧まいに返事をした。


　電車に乗っている最中も、ずっと考えていた。


　貴巳は来るのだろうか。


　面接は受けるのだろうか。


　合格するのだろうか。


　答えは全すべてイエスだ。あの少年は、きっと失敗しない。


　それは彼にとって、きっと幸福なことだ。


　自分はどうなんだろう。貴巳が受かれば、きっと落ちる。転入試験は甘あまくない。どうにもならないことも、世の中には存そん在ざいするのだ。


　千早と同じ学校に行けないなんて、そんな馬鹿な話はない。神代には自じ明めいだ。


　それを考えると、悔くやしくて叫びたくなる。姉との仲が引き裂かれるのは絶ぜつ対たいに納なつ得とくがいかない。やはり神は滅ほろぶべきだ。ついでに悪魔も。


　だから貴巳には受からないで欲しい。


　人の不幸を願うなんて、自分も嫌いやな人間になったものだと思う。


　どうだろう。本当に受かって欲しくないのだろうか。


　分からなくなってきた。そもそもなんで自分は、こんなことまで考えているのか。面接の前に、馬鹿な思し考こうは邪じや魔まになるだけなのに。


　ぐるぐると、脳のう内ないが変に回転しているうちに東京駅に着いた。昨日と同じ順番で乗り換えていく。


　電車を降りて改かい札さつを抜ける。何人か、昨日見た顔があった。どれも自分みたいに混こん乱らんしておらず、落ち着いているように感じる。


　葵学園に到着。筆記試験と同じ教室で待機だったが、面接は別の場所だった。


　席順は自由だったので、一番後ろに座る。なんとなく、周囲を見渡した。


　貴巳が、いない。


　噓、と思った。気を取り直し、もう一度確かく認にん。


　やはりいない。


　ありえない。貴巳が来ないなんてことはないはず。あの少年は葵学園に受かるだけの実力を持っている。どうしていないんだろう。


　知らず知らずのうちに、立ち上がった。


　いつの間にか神代は、貴巳のことを強く意識するようになっていた。そしてそのことに、自じ覚かくがない。


　さっき、受からないで欲しいなんて思ったことは訂てい正せいします。貴巳君、せめて学校まで来て。わたしに顔を見せて。


　誰も教室に入ってこない。


　面接開始のチャイムが鳴った。以降教室は閉へい鎖さされる。


　係の教師が、一人目を呼びに来た。





　　　　○





　数日後。


　神代は千早からの電話を、直接取った。


（おめでとう、神代）


　開口一番、姉は言った。


（受かったんだね。嬉うれしいよ）


「うん……ありがとう」


　神代はぼんやりしたまま返事をした。


（元気ないね。どうしたの？）


「……なんでもない」


　あえて笑う。


「眠ねむくて。ずっと遅おそくまで勉強してたから」


（そっか。でも、ウチに入ってからでも勉強をしなきゃ駄目だよ。清修より厳きびしいと思うから）


「うん、分かってる」


（遊ぶのもほどほどにしなさいね。いい男ばかりだからって、目め移うつりしてると、赤点取っちゃうぞ）


「分かってるってば」


　少し、気が楽になった。


　あれは夢ゆめの出来事みたいなものなのだろう。ごく短い時間で知らない少年と出会い、そして別れた。本当に、蜃しん気き楼ろうみたいだ。


　貴巳がいないから受かったとは思うが、気に病やんでも意味のないこと。彼以外の、もっと大勢の人間だって落ちているのだ。


　この幸運を感かん謝しやし、味わえばいい。あれはほんのひとときの、淡あわい……淡い、なんだろう？


（神代？）


　千早の声に、神代は現実に引き戻された。そしてそれからずっと、姉と電話を続けた。





「なかなか優ゆう秀しゆうな子ですね」


　葵学園校こう長ちようの森もりは、書類を見ながら教きよう頭とうに言った。


「ええ。面接態たい度ども魔力検査も、問題ありません」


「いいことです。お姉さんがいるみたいですが」


「少し前に、二年生に編へん入にゆうされています」


「優秀な姉妹だ。我わが校を気に入ってくれたようでなによりです」


　森は、「山瀬神代」と書かれたファイルを机つくえに置いた。


「もう一つは？」


「これです」


　教頭が差し出した書類を受け取る。ぱらぱらとめくった。


「筆記だけを受けていますね」


「本当は必要ないことでした。別べつ枠わくでしたので」


「……理事の推すい薦せん？」


「はい」


「風かぜ椿つばき理事ですか？」


「いえ。飛ひ弾だ理事です。もちろん、推薦があったとはいえ、相そう応おうの魔力がなければ編入は認みとめられませんが……」


「文句ない成績だったと」


「おっしゃるとおりです」


　書類に記された学力と魔力の値あたいは、高校生の平均を遥はるかに上回るものだった。確かに拒きよ絶ぜつする理由はどこにもない。


「飛弾理事はどういうつもりで推薦したのでしょうな」


「以前、風椿理事が飛び級の生徒を推薦したことがありましたので」


「対抗したと？」


「本人はそう取られたくないようですが、風椿理事と飛弾理事の仲の悪さは有名ですから」


「財ざい閥ばつ同士の争いというのは食えないものですね」


　森は言った。言外に、校内につまらない揉もめ事を持ち込まないで欲しいと、匂におわせていた。


　それを潮しお時どきと見たか、教頭は頭を下げた。


「ではこれで。紅あか尉い先生と話がありますので」


「ああ、私もいきます。まったく、この学校は権けん力りよく者しやが多いですよ」


　二人は揃そろって校長室から出て行った。


　あとには、山瀬神代と深居貴巳の書類だけが残されていた。




　番外編三　ピグマリオン










　伊い庭ばかおりは教きよう師しである。しかし教師である前に人間で、人間である以上ゲームが大好きだった。


　ゲームが好きなので、生活の全すべてはゲームを中心にして回っている。給きゆう料りようをゲームソフトにつぎ込むのは当たり前、新しん型がたハードの発売日に学校を休むのは当たり前、授じゆ業ぎよう内ない容ようにゲーム攻こう略りやくを盛もり込こむのも当たり前であった。


　当然、これらの行こう為いは同どう僚りよう教師に快く思われておらず、嫌いや味みのように「伊庭先生はさぞ生徒と話が合うでしょうなあ」と言われたりする。もちろん見えないところで足を引っかけて転ばせる、小テストの問題を隠かくすなどの復ふく讐しゆうを怠おこたらないが、腹はら立だたしいことに世間の大半は「教師がゲームに熱中＝よくない」に同調していた。


　とはいえ、その程度のことでゲームを諦あきらめては沽こ券けんに関わる。ゲームを止やめることはかおりにとって「死ぬ」と同どう義ぎ語ごなのだ。事実、発売日に新作ソフトを買い逃のがしたとき、不ふ整せい脈みやくが発生したことがあった。ゲームがもはや肉体の一部なのである。


　そんな性せい格かくだから、同僚教師で話が合うものは一人もいなかった。まれに、容よう姿し（かおりは一応美人の部ぶ類るいに入る）に目をつけた男性教師がゲームの話をしようとするが、マニアックな返へん答とうに退たい散さんするのが常つねであった。アーケード版『戦せん場じようの狼おおかみ』のレバーについて熱あつく語かたれる人間は、そうはいない。


　かおりも別に気にしていない。学校で仲間を作ろうなどと考えたことはないのだ。しかし世の中とは不思議なもので、そんな彼女と親しくなろうとする人も、いるのであった。





「伊庭先生、なにを読んでいるんですか？」


　幼おさなさの入った、子供のような声が聞こえてきた。


　かおりはうんざりした顔を隠そうとしなかった。分ぶ厚あついムック本を軽く振る。


「攻略本」


「そうなんですか。ゲーム、お好きなんですね」


「まーね」


　かおりは『クロックタワー３』の攻略本を、机の上に放り投げた。


　ちらりと隣となりを見る。話しかけてきた女性は、にこやかな表情であった。


　彼女の名前は藤ふじヶが谷や琴こと子こ。最近転任してきた同僚の教師である。柔やわらかな印象の強い、清せい楚そなお嬢じよう様さまみたいな女性であった。受け持っている教科は生せい物ぶつ。クラスの担任はしていない。


　熱心なカソリックで、それを隠かくすこともしていない。かといって進しん化か論ろんに反対したりもせず、融ゆう通ずうの利きかないタイプではないので、生徒からの評ひよう判ばんは良かった。


　そしてどういうわけか、学校内で孤こ立りつ状態の（というか、煙けむたがられている）かおりに、しきりと話をしてくる。それも転任直後からであった。


　当初かおりは「キリスト教的な慈じ悲ひのためか」と疑った。なにしろゲーム絡がらみでないと著いちじるしくコミュニケーション能力が低くなるのだ。かなり邪じや険けんにしているのである。


　琴子は、邪険にされてもめげた様子はない。というより、邪険にされていると気づいていないようであった。どうも本気でかおりと話がしたいようなのだ。彼女としては放っておくより他はなく、かくして職員室内には「伊庭かおりに情なさけをかける藤ヶ谷先生」というコンセンサスが確立されることになった。


　琴子は興きよう味み深そうに攻略本を見ていた。


「面白そうですね」


「ホラーだよ。やる？」


「ゲーム機、持ってませんから」


　照てれたように笑う。


　かおりは「じゃあウチにくる？」と言おうとしてやめた。本当に来そうだからだ。およそ社しや交こう辞じ令れいを知らず、全すべてを真に受けそうなタイプなのだ。


　攻略本を閉じ、鞄かばん代わりの紙かみ袋ぶくろに放り込む。


　琴子はそんなところもしげしげと眺めていた。


「バッグは持っていないんですか？」


「ないよ」


　紙袋で通つう勤きんはみっともない気もするのだが、ないのだからしょうがない。


「もったいないですね。伊庭先生に似に合あうバッグ、きっとありますよ」


「そんな余よ裕ゆうないよ」


　もっぱら金きん銭せん面めんでない。


　かおりは椅い子すをぎしぎしいわせて、机に向き直った。国語の教科書を引っ張り出す。いくら面めん倒どうくさがりでも、受け持ちの授じゆ業ぎようは容よう赦しやなくやってくるのだ。


　琴子はまだ側にいた。


　視し線せんが後こう頭とう部ぶのあたりをうろうろしている。


　かおりは無む視しして教科書をめくる。視線はいったん途と切ぎれたものの、まだふらふらと周辺をさまよっていた。


　後ろを向いて言った。


「なにか用でも？　藤ヶ谷先生」


　琴子は微笑ほほえみを絶たやしていなかった。


「いえ、用と言うほどのことでも」


　噓うそだろ、と思った。あきらかになにか言いたそうである。


「ゲーム機が欲しければ貸かすけど」


「それはちょっと……」


「ではなにが？」


　彼女は窓を向いた。


「今日はいい天気ですね」


　確かに晴せい天てんだが、こんなところで口にする神しん経けいが分からない。


「……あと数日は晴れるって」


「いいですね」


「話は天気のこと？」


「違います」


「じゃあなに」


「フェーン現げん象しようってご存ぞんじですか」


「山を越こえた風による熱ねつ波ぱ」


「そうですか。知りませんでした」


「なんでそんな話を」


「今日は晴れてます」


「だからフェーン現象が？」


「いいえ。あまり天気には興きよう味みがないんです」


　それからまたにこにこする。


　かおりはため息をついた。


　どうも琴子は苦手である。会話をしているととんでもない方向にずれるのだ。しかも本人は平然としている。かおりはがさつな分だけ「変わった性格の人」と出会っても動じない方だが、それでも混こん乱らんするのだから相当なものだ。


「わたし、次は授業あるんだけど」


「私もあります」


「話はいまのうちに」


「それでですね」


「天気の話は断ことわるよ」


「違います。今度の日曜日、お出かけしません？」


　彼女は笑みを崩くずさずに言った。


　かおりは一瞬絶ぜつ句くすると、まじまじと琴子を見つめた。


「……誘さそってる？」


「はい」


「どうかしてるの？」


「なにがでしょう」


　琴子は首をかしげた。


　首をかしげたいのはかおりの方であった。親しい人間が学校内には皆かい無むで、ふたこと以上口をきくのが養よう護ご教きよう諭ゆの紅あか尉い晴はる明あきだけだというのに、一足飛びにお誘いである。


「出かけるってなにを」


「お買い物とか」


「やだ」


「そんな」


　琴子は眼めに涙なみだを浮うかべた。


「酷ひどすぎます」


「あんま買い物って興きよう味みないから」


「お買い物、楽しいですよ」


「楽しいか？」


「天気もいいですよ」


　やっぱり天気の話か、と思った。


「天気の良い日は、お出かけか教会に行くと心が安らぎます」


「教会は安らがない。邪じや教きよう扱あつかいされて退たい治じされそうだ」


「神は助けを求めるものに、すべからく手をさしのべます」


「助けを求めてないけど」


「ゲームで困こまっているのではありませんか？」


　攻略本を読んでいたのだから、一面の真実ではある。


「……ゲームで神にすがっていちゃ、宗しゆう教きよう裁さい判ばんにかけられる」


「いまどきそんな野や蛮ばんなことはしません」


「でも教会には行かない」


「でしたら、買い物には行っていただけますね」


　かおりはため息をつき、彼女から逃げ回るのを諦あきらめた。


「家か電でん量りよう販はん店てんなら、買い物してもいいけど」


「それでいいです」


　琴子はあっさり涙を引っ込めた。嬉しそうに手を合わせる。


「では日曜日に、お迎むかえに行きますね」


「は？」


　再び疑ぎ問もんの声を上げるかおり。


「普ふ通つう、どこかで待ち合わせじゃない？」


「私が誘ったんですから、迎えに行きます」


　表情に悪あく意いがない。本当に「そうしなければならない」と思っているようであった。


　かおりはまたため息をつきたくなったが、意味がないので止やめた。


「分かったよ」


「じゃあお願いします。待っていてください」


　琴子はスキップしながら自分の席に戻っていった。





　　　　○





　日曜日、かおりは目覚ましを三つ鳴らし、無理をして起きた。前日深夜まで『太たい鼓この達たつ人じん』を、階かい下かの住人から「うるさい」と苦く情じようが来るまでプレイしていたため、眠くて仕方がなかった。


　Ｔシャツにパンツだけという姿すがたで寝ねていたため、若じやつ干かん寒気がする。いい加か減げんに顔を洗あらうと、テーブルの上に出しっぱなしになっていた食パンをかじる。ジャムやバターを塗ぬるなどという贅ぜい沢たくはしない。例によって金がないため、食生活は大変貧ひん弱じやくなものとなっていた。


　食パンを四枚まいほど食べ終わってから、段だんボール箱の中から服を引っ張り出す。といっても、年ねん季きの入ったジーパンとくすんだジャケットである。つまりいつもの格好だ。


　着替えながらテレビをつける。天てん気き予よ報ほうだった。


　かおりの部屋にあるテレビは、四十インチ以上の大型である。「大画面でゲームがしたい」との欲よつ求きゆうに抗あらがいきれず、購こう入にゆうしてしまったのだ。おかげでローンを背し負よい込むことになり、ただでさえ少ない給きゆう料りようがまたも減へることになった。


　テレビではお天気お姉さんが、今日は一日中晴れだと断だん言げんしていた。


「フェーン現象はなしか……」


　そりゃないよな、と自分で自分に返事をする。


　軽い財布を持ち、安物の腕時計を巻く。


　出ようとしたら、電話が鳴った。


『ガンダム戦せん記き』の箱と説明書を搔かき分わけて受じゆ話わ器きを上げる。


「はい？」


　相手は無む言ごんだった。


　息いきづかいも、舌した打うちも聞こえない。背はい後ごの物音もしなかった。


「もしもし？」


　かおりはもう一度喋しやべったが、やはりなにもない。


　やがて、


「郵ゆう便びん受け」


　それだけが聞こえ、切れた。


　かおりはしばらくツー音が流れる受話器を眺ながめると、「ふん」と言って本体に戻した。


　安やす物もののスニーカーを履はいて廊下に出る。


　エレベーターのボタンを荒々しく押し、玄げん関かんロビーに降りる。


　外に出ようとして、ややためらった後、郵便受けに向かった。


　このマンションは、オートロックの外側に郵便受けが設せつ置ちされている。そのため、配はい達たつ員いんが建物内に入ることがなかった。


　自分の部屋番号が書かれた、スチール製せいの箱を開ける。


　葉は書がきが一枚だけ入っていた。


　裏に印刷で住所、「伊庭かおり様」と名前がある。差出人の欄らんは空白だ。


　ひっくり返す。写真だった。


　ヨーロッパあたりにありそうな建物が写っていた。古いが大きな、宮きゆう殿でんのような建けん築ちく物ぶつだった。名めい称しようも地名も記されていない。


　かおりは眼を細めると、そのまま郵便受けに戻した。


　外は確かにいい天気だった。日差しも極きよく端たんに強くなく柔らかで、身体からだに優しい。


　道路脇に車が止まっている。そこに一人の女性が立っていた。


　琴子は大きく手を振った。


「お待たせ」


　とかおりは言った。


「私も来たばかりです」


　琴子は車の運転席側に回った。


「どうぞ」


　かおりはまじまじと車体を見つめる。


「……車で行くんだ」


「はい。苦にが手てでしたか？」


「そうじゃないけどね」


　この車は、アウディＡ８12というドイツ車である。大だい統とう領りよう専せん用よう車のベースになった車種だ。高校教師が気き軽がるに買えるような車ではない。


　かおりは「金持ちはいいね」と呟きながら助手席に乗った。


　滑すべるように車はスタートした。


　見み慣なれた地元を離れ、どんどん進んでいく。首しゆ都と高こう速そくには乗らない。


「どこまで行く？」


「お買い物です」


「そりゃ知ってるよ。わたしは家電量販店しか興味ないよ」


「最初は私につきあってください」


「どこ」


「馴な染じみのところです」


　琴子は巧たくみに車を操った。


　運転は下手ではない。むしろ上手な部類に入る。特にブレーキングがスムーズなので、乗っていて気分が悪くならなかった。荒っぽくてあちこちぶつけるかおりとはえらい違いだ。


　皇こう居きよ近くに来た。不ふ意いに曲まがる。


　ホテルの中に入った。


「買い物じゃないの？」


「そうです」


　玄関に停とめた。ドアマンがうやうやしくドアを開ける。


「お願いします」


　琴子はそう言うと、キーを差さしたまま車を降りた。かおりも後に続く。


　二階に上った。


　テーブルに白い布ぬのを掛かけただけの、簡かん単たんな受付があった。琴子はそこで自分の名前を告げる。


　奥から初しよ老ろうの男が飛んできた。


「これはお久しぶりです。藤ヶ谷様」


　男は琴子に深く頭を下げる。


「こんにちは。こちらは私のお友達の伊庭さんです」


　かおりにも礼をした。


「ようこそ、伊庭様」


　男に案内され、二人はホールに入った。


　中はだだっ広かった。高い天てん井じように派は手でな照しよう明めいが下がっている。あちこちにショーケースが飾かざられ、宝ほう石せきや服が展示されていた。そこを派手な服装の中年女性たちが見て回っている。中年女性たちには、必ず背せ広びろ姿の男性がついていて、商品の説明をしていた。


「なにこれ」


　かおりは琴子に訊きいた。


「デパートの販売です」


　彼女はある有名な百ひやつ貨か店てんの名前を挙げた。


「ここホテルじゃん」


「外商なんです」


　琴子はゆっくり歩きながら言った。


　外商とは、デパートが特定の顧こ客きやくにだけおこなう販売のことである。「特定」とは多た額がくの売り上げを見込める客のことで、外商客になると電話一本で商品を自宅まで運んでもらえたりする。また、ホテルで特別な販売会を開き、そこでだけ一流ブランド品や高こう級きゆう食しよく材ざいが展てん覧らんされることがあった。


　琴子はいわゆる外商客らしい。雰ふん囲い気きから言っても、かなりの得意客だ。もしかしたら、両親、祖父母もこのデパートの外商客なのかもしれない。


「藤ヶ谷様、当店では新しいブランドと提てい携けいいたしました。こちらへ」


　先ほどの男、外商部員が案内をする。


　ホールの一角が、さらに個こ室しつのようになっていた。そこに、女物の服が並んでいる。


　ここだけ誰だれもいない。ゆっくり品物を見られるようにという配はい慮りよなのだろう。中に通す客も選別しているはずだ。


　かおりは手近なところにあったジャケットを眺ながめた。聞いたこともないブランド名だ。元々詳くわしくないが、きっと日本初上陸かなにかなのだろう。


「伊庭先生、こっちへ」


　琴子が手て招まねきをする。スカートを持っていた。


「どうでしょう」


「いいんじゃない」


　適てき当とうに答えた。はっきり言って、そこらの店で安売りしているのとどう違うのか、よく分からない。


「気に入ってくれて良かったです」


「別に気に入ってないけど」


「着てみてください」


「は!?」


　琴子はスカートをかおりに差し出した。


「そこに試し着ちやく室しつがありますから」


「ちょ、ちょっと待った！」


　かおりはほとんどスカートをはかない。「動きづらい。足がすーすーして気持ち悪い」という理由による。実じつ際さい、ゲームセンターで負けた帰り道、腹いせにガードレールを蹴け飛とばすので、スカートは邪じや魔まなのだ。


　しかし琴子は気にしない。


「いいって言いましたよね。どうぞ」


　無理矢理押しつけてくる。


「あたし似に合あわないよ!?」


「そうとは限りません」


　試着室に押し込まれた。


「待ってよなんではくの!?」


「ここは私につきあってください」


「おーい！」


　目隠しのカーテンが閉められる。


　また開いた。


「これ、上下セットですから」


　ジャケットも渡された。


　かおりは服を手にぶつぶつ文句を言っていたが、観かん念ねんして着始めた。


　試着室には大きな鏡かがみが据すえられている。渋しぶい顔をしてスカートをはいている自分は、いかにも間抜けだった。


　上下とも着た。鏡に映す。


　変な感じだった。似合う似合わないではなく、気持ち悪かった。膝ひざまでのスカートはタイトではなかったが、やはり動きづらい。


「これ着て学校に行けとか言うんじゃないだろうなあ……」


　小声で愚ぐ痴ちをこぼす。と、


　目の前の鏡にひびが入った。


　指先ほどの穴あなが開き、蜘く蛛もの巣す状じようにひびが広がっている。


　弾だん痕こん。撃たれた。


　反はん射しや的てきに壁かべ際ぎわに身を寄せ、身体からだを低くする。


　カーテンと床の間には隙間がある。そこから見えないように奥おくに下がった。


　息すら止めて、次の射しや撃げきを待った。


　なにもなかった。


　初弾だけだ。よほど自信があったのか、それともいい加か減げんなのか、一発で終わりだった。死体の確かく認にんにも来ない。


　かおりはそろそろとカーテンを開ける。


　誰もいない。奥まったところにあるためそもそも人ひと影かげは少なかったが、撃たれたとおぼしき方角にも、その周囲にも怪あやしい動きはなかった。


　振り返って鏡を見た。自分の顔の横あたりに着弾し、そこからひびが走っている。数十センチずれたらお陀だ仏ぶつだった。


　誰の仕し業わざなのか。敵がいないとは言わない。もともとそういう目的で葵学園には赴ふ任にんしてきた。だが、ここで襲しゆう撃げきを受けたのが意外だ。


「伊庭先生」


「わっ」


　いつの間にか琴子が立っていた。驚いたかおりを、不思議そうに見ている。


「どうしました？」


「い、いや……アンタ」


　かおりはつばを飲み込んだ。


「怪あやしいヤツ、見なかった？」


「……いいえ？」


　きょとんとしている。


　かおりは彼女の顔を、しばらくじっと見つめた。


「……悪かった。変なこと訊いて」


「なんでしょう」


「なんでもない」


　琴子はなおも疑ぎ問もん符ふを浮かべていたが、すぐにかおりの服を見て目を輝かせた。


「素す敵てき。似合いますね」


「……そうかあ？」


　とても似合っているとは思えない。


　琴子は首を振って、


「ぴったりです。良かったですわ。伊庭先生に素敵なプレゼントができて」


「……なに？」


　ぽかんとするかおり。


「私からのプレゼントです。受け取ってくださいね」


「おい待て。わたしは誕たん生じよう日びでもなんでもないぞ」


「いいんです。差し上げたいんですから」


「あのなあ」


　琴子はかおりの抗こう議ぎを無む視しして、店員を呼び寄せた。黒色のクレジットカードを渡す。


「これを。支払いはこっちで」


「かしこまりました」


「わたしはもらうなんて言ってない！」


　なおも文句を言うかおり。


「いいんですよ、遠えん慮りよなさらなくて」


「遠慮じゃない！」


　琴子はクレジットカードを受け取った店員を、また呼び寄せた。


「このまま着ていきますから」


「普通、そういうことはしないだろ」


「私はします」


「わたしはスニーカーだ！」


「靴くつも用意してあります」


　琴子が渡す。恐おそろしいことに、サイズがぴったりだった。


　慣なれているのか、店員は手て際ぎわよく値ね札ふだとブランド名のタグを切り離した。さっきまで着ていた服を、畳たたんで袋に詰つめることまでしてくれている。


　かおりはうんざりして、ジャケットの裾すそをつまんだ。


「こんな服を着てるのを教え子に見つかったら、いい笑いものだ」


「あら。伊庭先生を見直しますよ」


「いや、強ゆ請すられる」


　Ｂ組の連中なら特に。


　結局かおりはブランド服に身を包んだまま、うきうきしている琴子と一緒にホテルを出ることになった。デパートの外商員は、二人にうやうやしく礼をした。


「あのさあ、これ、いくらしたんだよ」


「お聞きにならない方がよろしいかと」


　再び車に乗った。


　琴子の運転するアウディは、滑すべるように走り出した。


「今度こそ家電量販店だろうね」


「もう少し付き合ってください」


　晴はる海み通りに出た。すぐに海外ブランドのビルやら老舗しにせのデパートやらが目に入ってくる。銀ぎん座ざであった。


　琴子は車を晴海通りより一本裏うらに入れた。まもなく停とめる。


「駐ちゆう車しや禁きん止しじゃないの」


「いいんです」


　サイドブレーキを引いて降おりる琴子。かおりも降りた。すぐにスーツ姿の男が飛んでくる。


　琴子はこの男にうなずく。男は運転席に乗り込むと、どこかへ走らせていった。


「車はあの人に任まかせれば大丈夫です。行きましょう」


　どうも駐車係らしい。邪魔にならないよう、別の場所に停めておくのだろう。


　二人は歩いて晴海通りに出る。すぐ側の、背の高いビルに向かった。ガラス張りの、嫌味のない豪ごう奢しやな作りになっている。


　かおりは首が痛いたくなるくらい上を向き、壁面に書かれている字を読み取ろうとする。


　琴子がにこりとして言った。


「ここも良くくるお店です」


　かおりにとっては全く馴な染じみのない店だ。海外ブランドの路ろ面めん店てんである。なんだか発音できそうもない字でロゴが書いてあった。


　また引っ張られるようにして入店した。


　ここでも店員が琴子に微笑ほほえみかける。やはり常連らしい。


「いらっしゃいませ」


「こんにちは。お友達のを見立ててもらえませんか」


「かしこまりました。お綺き麗れいな方ですね」


　かおりは誰かいるのかと思って後ろを向いた。


「伊庭先生のことですよ」


　琴子がくすりとした。


　女性店員に奥まで案内される。商しよう談だん用ようみたいなスペースになっており、豪ごう奢しやな椅い子すとテーブルが据すえられていた。琴子にうながされて座る。


　早速店員がサテン地のトレーを持ってきた。


「こちらが新作になります」


　アクセサリーが載のっていた。


　ネックレスにイヤリングにピアスに指ゆび輪わ。どれもこれもダイヤモンドが散りばめられていて、まばゆい輝きを放っている。特に指輪は、中央に大きめのダイヤがはめられ、周囲を小さなダイヤが取り巻いていた。


「伊庭先生、どれがお好みですか？」


　どれだろうと頭がくらくらする。


　かおりは恐る恐る琴子を見た。


「もの凄すごく高そうなんだけど」


「心配なさらないで」


　また払はらうつもりらしい。


　しかしそうなると、余よ計けいにためらってしまう。かおりはかなり図々しい方だが、ここまでしてもらうと不気味さが先に立つ。


　琴子が無む造ぞう作さにピアスを取り上げた。プラチナの台だい座ざに、不ふ釣つり合いなほど大きなダイヤモンドがはまっている。


「これなんかどうでしょう」


「わたし、穴開いてないんだ」


「あら本当」


　彼女はピアスをトレーに戻した。


「どうしてです？」


「習しゆう慣かんがないんだよ」


「イヤリングがいいですね」


「だから、アクセサリーを着ける習慣がないんだって」


　かおりは着飾るという感覚が薄うすい。生活費以外はゲームに回ってしまうのと、お洒落しやれに価か値ちを求めていないのだ。石を集めてなにが楽しいのか、と思っている。


「せめてネックレスくらいないと、服が可哀かわい相そうですよ」


　アンタが押しつけたんだろ、と言おうとしたが、女性店員が素早くネックレスをかおりの首に当てた。


「これなどは大変映はえると思いますが」


「いいですわね」


　琴子も同調する。


「肌はだが白くてお綺き麗れいな方なので、石だとむしろ目立たないと思います。シルバーが大きく作られている方が、より美しく見えますよ」


「じゃあこれで」


　わたしの意い志しは無視か。かおりは嘆なげいた。


　また琴子が、さっきと同じカードで支払った。平気なのかと思ったが、アメックスのブラックカードだった。支し払はらい限げん度ど額がく無しの、金持ち御ご用よう達たしだ。


　店員がうやうやしく差し出すレシートに、琴子は手早くサインをする。


「ネックレスは着けたままで」


「またか」


　かおりが呟く。


　琴子はかおりの首にかけられたネックレスを、嬉しそうに眺めた。


「素す敵てきですね。伊庭先生にぴったり。服にも合ってます」


「そりゃどうも」


　礼を言うべきかどうか、いまいち分からない。


　店を出た。それなりに時間がたっていた。琴子が時計を見る。


「お茶をしましょうか」


　今度は歩きだ。晴海通りから一本内側に行く。


　洒落しやれた外装のビルに向かった。茶色がくすんでいるが、それが味になっている。ヨーロッパの古い都市にありそうな印象だ。フランス語らしき看かん板ばんがかかっているが、読めない。


　琴子はさっさとその中に歩いていく。


　紅こう茶ちや専門店だった。店内には一ひと抱かかえもありそうな缶が、壁際に並んでいた。量り売りをしているらしい。


「上が喫きつ茶さ室しつですから」


　モロッコ人のバーテンみたいな服を着た店員が先せん導どうする。ここでもまた、特別室みたいなところに通された。


　クッションの利きいた椅子に座る。テーブルクロスには染み一つない。


「喫茶店だよね」


「ええ」


「レストランではない？」


「はい」


　日本にもこんなところがあるのか、と思った。


　百種類はあるメニューがやってきた。ティーバッグの安物しか知らないかおりは、琴子に「任まかせたから」と丸投げした。


　彼女はウバとニルギリを頼たのんだ。どちらにもＦＴＧＦＯＰと肩書きが付いている。とにかく高い等とう級きゆうなのだそうだ。あとはこの店のオリジナルアップルパイ。


　温められたカップと紅茶の入ったポットがやってきて、店員の手で注がれた。いい香りの湯ゆ気げが立ち上る。


　二重に重かさねられた皿の上に、ずしりと重そうなアップルパイが運ばれた。装そう飾しよくの施ほどこされたナイフとフォークも並べられる。


　店員が「ご用の際はこのベルをお使いください」と告げて下がり、ようやく人ひと心ごこ地ちついた。もっとも、場ば違ちがいすぎて居い心地はそれほど良くなかったが。


　かおりはせわしなく、琴子は静かにカップに口をつけた。


　黙々と紅茶を飲んだ。


「……伊庭先生、もう少し落ち着いて飲まれた方がいいですわ」


　と琴子。


「品が出ます」


「生まれつきだよ」


　作さ法ほうに縁えんはない。レストランより立ち食いそばが好きなくらいだ。


　わざとナイフとフォークを鳴らした。


「こんなとこも好きじゃない。アンタのおごりなんだろ」


「はい」


　優ゆう雅がに微笑ほほえむ琴子。がさつなかおりとはえらい違いだ。


「わたしの着てる服も、アクセサリーも安くないんだけどさあ」


「遠慮なさらないでください」


「そうじゃない。なんでわたしにここまですんの」


　多少わけありだが、こっちはただの教きよう師しである。おごる理由もおごられる理由もない、はずであった。


「好きなんです。こういうことが」


　にこりとする琴子。


「素そ材ざいがいいのに生かしていない人を見ると、うずうずしちゃうんです。もったいないって。ついお金を使ってしまうんですよね。趣しゆ味みなんだと思います」


「どんな趣味だ」


　まるで江戸時代の大商人か、ヨーロッパの富ふ豪ごうである。


「なんでわたしなんだ」


「初めてお会いしたときから感じていました。素敵な人なのに惜おしいって。伊庭先生、いつも同じような格かつ好こうをしています。おかげで損そんをしてます」


　確かに、年中同じ服を着て、口を開けばゲームの話しかしない女がいたら、敬けい遠えんする男も多いだろう。かおり自身は損と感じていないが、他者にはそう見えるらしい。


「伊庭先生は素材がいいんですから、もっと飾りませんと」


「金をつぎ込む理由にはならないぞ」


「綺麗な女性にお金を使うのは惜しくありませんから」


「映画じゃあるまいし。『高橋名人VS毛利名人』だったかな」


「『マイ・フェア・レディ』ですね」


　琴子はさらっと言ってのけた。


　金のない女に援えん助じよして着飾らせるなんて、映画か戯ぎ曲きよくの世界である。実際にそんなことをする酔すい狂きようがいるとは信じがたい。しかし自分の身に着いている服や宝石は本物だ。おまけにパトロンは資し産さん家かの老人ではなく、自分より年下の同僚教師ときている。


　頭がくらくらしてきた。この日何度目かのため息をつく。


　しばらくしてから、無む言ごんで首の後ろに手をやる。


　立ち上がった。


「トイレ」


　化け粧しよう室しつは階下にあった。ここも植しよく民みん地ちの施し設せつのようで、頭の上で年代物の扇せん風ぷう機きがぐるぐる回っていた。


　個室には入らず、鏡を見る。


　やけに愛あい想そのない女がそこにいた。見み慣なれているはずだが、服とアクセサリーのせいで、なんだか知らない他人のような気がする。


「素材、ねえ……」


　自分自身を振り返ったことはない。この世に生を受け、後こう悔かいもたくさんしてきたが、お洒落で焦あせりを感じたことはなかった。高級品に身を包んでも、それは変わらない。


「ちっとは気にしろってことかね」


　女らしくした方がいいのだろうか。


　だが、今はどうでもいい。


　感かん慨がいにふけっている場合ではない。さきほどからずっと、やっかいな気け配はいを感じているのだった。首筋がぞくぞくしている。殺さつ気きを浴あびせられたときに受ける、あの感覚。


　トイレに来たのも確認のためだ。ホテルの時と同じように、誰かが狙ねらっている。


　袖そで口ぐちをいじる。ナイフを取り出した。テーブルを離れるときに持ってきたのだ。


　扉は少しだけ開けたままにしていた。銃で狙われないよう、扉の陰かげの部分に動く。


　耳を澄すませた。微かすかだが足音がしている。


　誰かが近づいてきている。一般客ではない。普通はあんなに慎しん重ちような足取りにはならない。明らかに別の目的がある。


　かおりは息を止めた。


　次の瞬間。


　いきなり化粧室が暗くなった。


　扉の向こうも暗あん黒こく。喫茶店全ての電でん源げんが落ちている。真っ暗だ。


　混こん乱らんしている余よ裕ゆうはない。組み立てていた手段を全すべてキャンセル。蹴けって扉を開けた。


　誰かいた。目が慣なれていないためぼんやりとしか分からないが、小こ柄がらな人物が正面にいる。


　右手のいびつなものをかおりに向けた。拳けん銃じゆうだ。


　身体を倒しながら、かおりは腕を振った。


　クッションを叩くような音がして、銃弾が頭上を通つう過か。床ゆかを転がる。


　投げたナイフは、相手をかすめて壁に当たり、落ちた。


　だがそれで十分だったらしい。謎なぞの人物は一瞬身体を硬こう直ちよくさせると、きびすを返した。


　待て、と言おうと思ったが、止めた。


　遠ざかる足音を聞きながら起きあがる。そこでようやく、店内で客が騒いでいるのに気づいた。


　服を軽く払はらう。そうしていると、店内の明かりがついた。店員が何人か、「お騒がせしました。原げん因いんは不明ですが復ふつ旧きゆういたしました」と知らせて回っていた。


　かおりは無言でテーブルに戻った。


　座席では琴子がさっきと変わらず座っていた。


「……停電だったよね」


「ええ。驚きましたわ」


「他になにか変わったことは？」


「いいえ」


　彼女はいつも同じような微び笑しようを浮かべている。おかげで心の底でどう思っているか、うかがい知ることができない。


　かおりは座らずに、


「出ない？　けちがついた」


「そうですね」


　琴子がレシートを摑つかんだ。店員に渡して出ようとする。


　かおりは、置きっぱなしになっている同どう僚りよう教きよう師しのハンドバッグを摑んだ。


「忘れ物」


「あっ、ごめんなさい」


　琴子はやけに素す早ばやく、もぎ取るようにしてバッグを受け取った。


「お支払いは私がしますから」


　そう告げて、階下に降りていく。


　かおりはなんとなく、自分の手を眺ながめた。


　そして、大きさの割に重かったハンドバッグを思い出していた。





　かおりは琴子に、また違う店に連れて行かれることになった。「そろそろ家電量販店」と抗こう議ぎしたが、「駄目です」と取り合ってくれなかった。


　今度はショップではなく、美び容よう院いんだった。


　あまり目立たないところにある店で、派は手でな看かん板ばんやネオンもない。知る人ぞ知る、といった雰ふん囲い気きだ。


　琴子がきしんだドアを開ける。


　中は思いのほか綺麗だった。地味な外がい観かんとうってかわり、近代的な設せつ備びが整っている。


「いらっしゃい、藤ヶ谷さん」


　年季の入った、いかにもな女性美容師が声をかけてきた。


「こんにちは。予約入ってますよね」


「もちろん」


「こちらの女性をお願いします」


　もはやかおりは逆さからう気も起きない。言われるがまま座った。


　美容師はかおりの顔を、じっくりと見つめていた。


「綺麗な人ね」


「ですよね」


　我が意を得たり、と言いたげな琴子。


「でも眼めの下がちょっと黒いわ。お疲つかれ？」


「色々と」


　毎まい晩ばん遅くまでゲームをしているからである。


　琴子が口を出した。


「髪かみは整えるくらいで構かまいませんので、メイクの方を」


「あら、こんな綺麗な肌をファンデーションで隠かくすのはもったいないわよ」


「ちょっと待った。美容院ってのは、化け粧しよう屋やの真ま似ね事ごともすんの？」


　かおりのぶしつけな質しつ問もんに、美容師は答えた。


「うちは特別。それに藤ヶ谷さんの頼たのみだから」


「ここの美容師さんは、タレントのメイクも手がけるんですよ」


　琴子が口くち添ぞえをする。


　かおりの身体からだに水色のシートがかけられた。櫛くしで前髪が下ろされていく。


「あまりいじらない方がいいわね」


　丁てい寧ねいに揃そろえられた。後ろも、ぼさぼさだったのが整えられ、きちんと切られていく。


　ドライヤーを当ててから、メイクに移うつった。


　美容師はやたらとかおりを絶ぜつ賛さんしていた。肌と同じカラーのファンデーションで、隈くまを隠していく。それから少しだけアイラインを引き、眉まゆ毛げを細く刈かり込む。


　あとは薄いピンクの口くち紅べにで仕上げた。


「ほら、どう？」


　かおりは鏡を使って自分の顔を眺めた。


「……あまり変化がない」


「あら、そうでもないわよ。ねえ？」


　美容師は琴子に同意を求める。


「伊庭先生、もっとお綺麗になりましたよ」


「そうかあ？」


　違ちがうといえば違うかもしれないが。


　また座らされた。ほんの少しだけ、最後に髪を整えるらしい。


　かおりは美容師の持つハサミに目をやった。


「なに？」


「なんでも」


　大人しく従った。


　メイクの終わったかおりに、琴子と美容師はしきりと「綺麗、綺麗」と呟つぶやいていた。あまり褒ほめ称たたえるので、噓うそっぽく聞こえたくらいだ。


　かおりはいい加か減げん気き恥はずかしくなってきたので、さっさと出ようとした。


　ドアを開けて、足を止める。


「どうしました？」


　琴子の疑ぎ問もんはとりあえず無む視し。左右をうかがい、気配がないのを確かめてから歩く。


「誰かいたんですか」


「多分、いない」


　観かん察さつされているような気がしたのである。美容院に危険はなかった。ハサミも十分凶きよう器きになったろうが、殺さつ気きは皆かい無むだった。


　だが、すぐに消えたものの、外に若じやつ干かんの気配はあった。その人物は、どうやら殺すつもりはなかったらしい。


「それじゃ伊庭先生、次のお店に行きましょうか」


「……ちょっと待った」


　現実に引き戻され、かおりは急いで言った。


「まだなんかあんの!?」


「だってハンドバッグも買ってませんから」


「いらねーよ。あんなもん持ち歩かない」


「駄目です。女性らしくしてください」


「わたしは十分わたしらしい」


「まだまだです」


「そんなことより、家電量販店！」


　かおりは、あえて声を張り上げた。


「ゲームだゲーム。わたしに生きる活力を与あたえてくれ。金持ちの店ばかりで萎なえそうだ」


「それで元気が出るんですか？」


「人生の全てだ」


　腰こしに手を当て、言い切った。


　琴子は信じられないといった表情をしたが、預あずけていた車を呼び寄せた。


　車内では、かおりが琴子に指さし図ずをした。次だけは、自分の良く知っている店にするつもりだった。


　派手な看板が目印の、家電量販店に着いた。隣りん接せつする駐ちゆう車しや場じように車を入れる。


　店内に入ってすぐ、かおりは大きく深しん呼こ吸きゆうをした。


「なにしているんですか？」


「酸さん素そ補ほ給きゆう」


「気分でも……」


「銀座じゃろくに呼こ吸きゆうもできなかったの」


　かおりに言わせると、ああいうスカしたブランドショップと、庶しよ民みんの味方である家電量販店では空気の質しつが違う。そして人間は家電量販店の空気を吸すわないと、遠からず酸さん素そ不足で滅ほろびることになっているのだ。


　足取りも軽くなり、エスカレーターで下へ向かう。ゲーム売り場は地下になっていた。


　フロアの一角に、ずらりと各種ゲーム機とソフトが並んでいる。かおりの目が輝いた。


「これが店ってもんよ」


　一方琴子は、ひたすら興味なさげであった。


「アンタ、来たことないの？」


「はい。ゲームはしませんので」


「一緒にくれば」


「もう少したってから行きます。電話しなければなりませんので」


「人生の十じゆう割わりは損するぞ」


　百割かもな、と言いながら、チェックを始めた。


　新作コーナーをざっと眺める。買かい逃のがしがないことを確認すると、特とつ価か品ひんのワゴンに移動した。


　こういうところにお宝たからが眠っているとかおりは考えている。本当に古い逸いつ品ぴんは地方の寂さびれたショップか秋あき葉は原ばらに行かないと存そん在ざいしないが、少し前のソフトはワゴンで探すのが手っ取り早いのである。そしてその手の半はん端ぱに古く、あまり人気のなかったものに限って、買っていなかったりするのだ。


　指でケースをなぞりながら名前を追う。以前適てき当とうにチェックをしていたら、狙ねらっていたものを小学生に買われたことがあった。彼女はその場で土下座までして譲ゆずってくれるよう頼んだが手に入れられず、以来確認のスピードと正確さの両立が課か題だいとなっている。


　周りの人々が奇き異いな眼で見ている。当たり前だ。ブランドに身を包んだ女が、血ち眼まなこになってゲームソフトを漁あさっているのだ。しかしそんなことを気にしているようではゲーマーは務つとまらない。


　欲しいものはなかった。ゲーム用アクセサリ類の棚たなへ移る。


　サードパーティーの作ったコントローラーをいくつか手に取る。自室にはゲーム機が溢あふれていて、床がケーブルだらけになっている。せめてコントローラーだけはコードレスにしたいのだ。


　いつの間にか、琴子が横に来ている。


　彼女は、日本初公開の珍ちん獣じゆうを見ているような顔をしていた。


「こういうとこは初めて？」


「はい」


「面おも白しろいだろ」


「えー……分かりませんけど」


　ある人物には宝の山でも、ある人物には産さん廃ぱいにしか見えない。趣しゆ味みの分野では良くあることだ。


　かおりは少しずつ横に動きながら、コントローラー、ケーブル類の説明を始めた。Ｄ端たん子しをつかうといかに画面がクリアになるか解説をする。琴子には通じているように見えなかったが、それでも教え込むのがマニアというものである。


　左から右へと移い動どうしながら、次々に品物を手に取っていく。この辺のアイテムは、かおりにとってはお馴な染じみだ。店員より上手く説明する自信があった。


　ゲームの話になるとかおりは息が切れない。まさに立て板に水、香具師やし顔負けである。


　さんざん喋しやべってから、口を閉じた。


「理り解かいできた？」


「それほど……」


「少しは分かったんじゃない」


「えーっと、アナログコントローラーのところまでは覚えています」


「なら上等」


　ＸＢｏｘのコーナーを見ようとする。


　ふと、足を止めた。


　さりげなく背後を確認。視し界かいの隅すみに小さく、覚えのある人ひと影かげが映うつり、消えていった。


「伊庭先生？」


「……あー、ここで待っててもらえる？」


「はい」


　かおりは足早にゲームコーナーを離はなれた。そのまま非ひ常じよう階かい段だんまで走る。


　一段飛ばしで駆かけ上がった。一階に上ると右に曲がり、外に出る。


　捨すて看かん板ばんの裏うらに身を潜ひそめた。


　じっと出入り口を観察する。店内から出てくる人間を目で追う。


　背の高い女性が見えた。


　かおりは慌あわてないよう、それでいて確実に接近する。


　相手が立ち止まった。


「ここはわたしがよく利用する店でさ」


　かおりは言った。


「棚たなの配置から階段まで、全部頭に入ってる。反対側にも出口があるけど、こっちの方がすぐ駅で、人通りも激しい。出てくるならここだと思っていた」


　顎あごをしゃくった。


「行こうじゃない。話があるんだろ。それとも殺しあいをする？」


「話にしよう」


　長身の女性、ディステルは答えた。





　血まみれデイ・ブルーテイヒディステル。かつては賢人会議ワイズメン・グループのエージェントとして知られていたが、今はフリーの身。かおりとは敵対し、あるいは共に戦った。その宿敵ライバルが、目の前にいる。


　二人は駅のガード下に行った。大声で話をするつもりはないが、やはり人は少ない方がいい。


　最初にかおりが言った。


「今朝の電話はアンタだろ」


　ディステルは答えないが、否定もしない。


「郵便受けに入っていたポストカード。ありゃドレスデンのツヴィンガー宮殿だ。あたしがドレスデンに縁えんがあったのは一回しかない。アンタとやり合ったときだ」


「気づくとは思っていた」


「警けい戒かいはしていたつもりだったんだけどね。アンタをまくのは骨ほねだから諦あきらめた」


　すっと眼を細める。


「ホテルで撃うったのはアンタか」


「いいや」


　ディステルは言下に否ひ定ていした。


「私はお前を撃ったりはしない。今は」


「へー。じゃ、あれは誰だ」


　外商販売の会場で、確たしかに彼女は撃たれたのだ。


「ミシオーン」


「なに？」


「宣教ミシオーンと呼ばれているエージェントだ。賢人会議ワイズメン・グループから送り込まれたと情報が入った。私は奴やつを追っていて、お前にぶつかった」


「そいつがわたしを狙ねらった？」


「そうだ」


「理由が分からない」


　狙われるなら夕菜のはずである。賢人会議ワイズメン・グループの狙いは彼女で、かおりはそれを防ふせぐためにいるのだから。


「お前が手て強ごわい相手だからだ。護ご衛えいから先に殺すつもりなんだろう。お前も子こ供どものころ、嫌きらいな野菜から食べたりしなかったか」


「変な譬たとえをするね」


　言いたいことは分かる。


「喫きつ茶さ店で襲ってきたのも、そのミシオーンなわけか」


「恐おそらく。私は見ていないが」


「どんな能のう力りよくがあって、どんなツラしている奴？」


　ディステルは首を振った。


「知らないの？」


「どんな魔法かは確信がない。顔は、むしろお前が見たんじゃないのか」


　かおりは記き憶おくを探さぐった。暗くら闇やみになった喫茶店で、ぼんやりとだが襲しゆう撃げき者しやの姿を知った。小柄な身体で、拳銃を持ち、あれは──


「女だ」


　かおりは呟つぶやいた。


「あの格かつ好こうは女だった。アンタよりずっと背せの低い女だ。間違いない」


「その女に心当たりは？」


　ない、と言おうとして止めた。


　ずっと引っかかっていることがあった。出会ってすぐから顔見知りでもない自分に話しかけてきて、やけに親しくなりたそうにしている。休日の連れ出し、買い物。先々での襲撃。そしてなにより、ハンドバッグを持ったときの、まるで拳銃でも入っているかのような重さ。


　藤ヶ谷琴子。


　即そく断だんはしたくない。が、灰色は黒ではないが白くもないのだ。


「ミシオーンってのは何なに人じんなんだ？」


「不明だ」


　考え込んでも仕方のないことではある。琴子が敵かそうでないかの二つしかない。


　しかし、仮にも同僚教師だ。決断するには多少の勇気がいる。


「戻る」


　かおりは告げた。


　ディステルは黙って、ジャケットの内側に手を入れた。


　取り出した拳銃、マウザーＭ２をかおりに差し出す。


「使うか？」


「わたしに同僚を撃てって？」


　瞬間、ディステルが冷たい表情になった。


「お前が仲間殺しをためらうタイプだったか？」


　かおりは無む言ごんで、拳銃をひったくった。ハンカチでくるみ、足下に落ちていたビニール袋に突っ込む。


　黙ってディステルに背を向けた。
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　店に戻る。琴子は大人しくゲームコーナーで待っていた。


「待たせたね」


「いえ。……どうしたんですか？　怖こわい顔をして」


「別に」


　もう出ようとかおりは言った。琴子は「じゃあバッグを買いに行きましょう」と答える。


　反対はしなかった。駐車場まで歩く。


　琴子の横顔を見つめる。変わったところはない。賢人会議ワイズメン・グループのエージェントかどうか、うかがい知ることは不可能だ。


　仮にそうだとして、今度はどこで狙ってくるのか。車の中か。いや、そんな危険度の高いことをするのか。


　今までは相手がミスをしてくれた。今度は成功するかもしれない。次もブランドショップだ。店に警備員はいるだろうが、訓練された人間なら、易やす々やすと目的を達成する。


　早めに決着をつけるのが利口なのかもしれない。どちらにせよ。


　袋にそっと手をやる。


　拳銃はハンカチに包まれている。一挙動作で手を突っ込み、ハンカチをほどいてグリップを握り、安あん全ぜん装そう置ちを外す。


　その間に反撃される可能性は十分ある。やるなら、不意をつくしかないだろう。


　駐車場は隣接した建物の、地下にあった。やけに広く、数百台が停とめられるようになっている。


　琴子のアウディはすぐに見つかった。


　彼女はキーに付いているボタンを押す。ロックが解とけると同時に、自動でエンジンがかかった。


　運転席のドアを開ける。無む防ぼう備びな背中が晒さらされている。


　かおりはビニール袋に、ゆっくりと手を入れる。


　刹せつ那な。


　かおりはたった今目撃した光景を反はん芻すうした。すぐに琴子に告げる。


「ごめん、ちょっと待ってて」


　同僚教師が振り向く。


「どうしたんですか」


「乗って待ってて」


　早歩きでこの場から離れる。アウディが他の車に紛まぎれて分からなくなる位置まで来た。


「ディステル、いるんだろ。どこだ!?」


　返事はない。もう一度叫さけぶ。


「ディステル!?」


　長身のドイツ女性が現われた。


「どうした」


「彼女じゃない」


　かおりは言い切った。


「ミシオーンは琴子じゃないぞ」


　ディステルが眼を細めた。


「どうして」


「喫茶店で襲撃してきた女は、右手に銃を持っていた。だけど琴子は左利きだ。左手で車のキーを操そう作さしたんだ！」


　襲撃者の背格好は琴子に酷こく似じしていた。だが、今ははっきり別人だと断言できる。アウディに乗り込む寸すん前ぜん、アップルパイを食べる仕草、全てに左手を使っていたのだ。


　ディステルは表情を変えなかった。


「やはりな」


「やはり……知ってたのか!?」


　食ってかかるかおり。


「ミシオーンは変わった能力がある。ただ確信がないので言わなかった」


「なんだそりゃ」


「それは──」


「洗せん脳のう、です」


　別の声が被かぶさった。


　かおりは、聞こえると同時に拳銃を抜いた。声の方向へ構える。


　小こ柄がらな女性がそこにいた。


「お話の邪じや魔まをしてごめんなさい」


　琴子はいつもの微び笑しようを浮かべたまま、そう言った。





　かおりとディステルは警けい戒かいを解とかなかった。琴子に銃口を向けたまま、ぴくりともしない。


　対する琴子も、動じてはいなかった。


「武ぶ器きは下げてください。敵てきではありませんから」


「……無理言うな」


　かおりが睨にらみながら言う。琴子は答えて、


「賢人会議ワイズメン・グループのエージェントなら、こんな簡かん単たんに姿をさらしたりはしないと思います」


「今日一日で、人が信じられなくなってね」


「なら、そのままで」


　かおりの同僚教師は、話を続けた。


「ミシオーンなら、もうこのあたりにはいません。逃にげられました」


「なんで分かる」


「さきほど家電量販店で電話をしたとき、部下から報ほう告こくを」


「部下……？」


　不意にディステルが言った。


「日本政府の人間か」


　琴子が若干背筋を伸ばす。


「私は公こう安あん部ぶに所しよ属ぞくしています」


「進しん藤どうの部下か！」


　かおりはつい大声を出した。


　進藤は彼女の雇やとい主ぬしだ。無む論ろん、報ほう酬しゆうを支払う大おお本もとは会ったこともない上部の人間だが、直接的にはその男が指令を下している。摑つかみ所のない性せい格かくで、あまり好きなタイプではない。


　かおりは拳銃を下ろした。


「あのタヌキめ。なんのつもりだ」


「進藤部長から伊庭先生との連れん絡らく員いんとして赴ふ任にんするよう命令を受けました」


「連絡？　監かん視しだろ」


「否定はしません」


「で、アンタはミシオーンを追っていたのか」


「賢人会議ワイズメン・グループのエージェントが入り込んでいることは、我々も承しよう知ちしています。少しでも狩かっておきたいとの意向です」


「へっ」


　かおりはマウザーＭ２に安全装そう置ちをかけ、トリガーから指を離す。


「狩れなかったんだろ」


「残念ながら。ミシオーンは特別な能のう力りよくを持っています。そのため滅めつ多たに姿すがたを現あらわさないのです」


「だからそりゃなんだ」


「その女が言ったとおり、洗せん脳のうだ」


　答えたのはディステルだった。


「ミシオーンは自分の精せい神しんを『飛ばす』ことができる。その精神が他人にとりつき、自在に操る人形に仕立て上げる。私もはっきりとは見たことはないが──」


「その通りです。元賢人会議ワイズメン・グループのトップエージェントが言ってるのですから、我々の情報も間違っていなかったようですね」


　琴子がうなずいた。


　かおりの疑問はまだ晴れない。


「じゃ、わたしを襲った奴やつらは、なんの関係もない一般人？」


「ええ。どちらも襲撃直後に拘こう束そくして取り調べました。あの洗脳は目的を実行した直後に解けるらしく、なにも覚えていませんでした。すでに解放しています」


「わたしの周りでそんなことが」


「部下も引き上げました。今は私しかいません」


「こっちは襲しゆう撃げきを避さけるのに苦労してたってのに。早く話を通しておいてくれ」


「すみません。ミシオーンも処しよ分ぶんするつもりだったので」


「……わたしを囮おとりに使ったな」


　苦い顔をした。つまりかおりを餌えさにして、ミシオーンの居場所を突き止めるつもりだったのである。


「わざわざ外に連れ出すわけだ」


「ディステルさんまでくるとは思いませんでした」


「私は偶ぐう然ぜんだ。ミシオーンの居場所を突き止めたかったのは同じだが」


「……どいつもこいつも、人を利用することしか考えてない！」


　彼女はわめいた。


「死んだらどうする！」


「伊庭先生なら生き残ると確信していました」


　さらっと言われると、返す言葉がない。


　かおりは頭を振って、色々なことを追い出そうとした。ディステルに拳銃を渡す。


「返しとく」


　彼女は黙って受け取り、停とめてあった車に乗り込んだ。目立たないように気を遣つかっているのか、トヨタ車だった。


　かおりは車をちらっと見て、


「アンタはどうするんだ」


「内ない緒しよだ。今のところ、お前と敵てき対たいするつもりはない」


「わたしはそうとは限らないぞ」


「私とは逆だな。私はお前を信用している」


「……ふん」


　中指を突き出すかおり。


　ディステルがエンジンをスタートさせる。排はい気き音おんが地下駐車場に響ひびいた。


　かおりは琴子に言った。


「進藤に、わたしにも武器をくれって言っておいて」


「では私のを」


　琴子がハンドバッグからグロック・モデル25を出した。


「いずれ、本格的に使う時がきます。ミシオーンだけではなく、他にもエージェントが入り込んでいるとの情報がありました。宮みや間まさんは狙ねらわれますよ。気をつけて」


「ご心配、痛いたみ入るねえ」


「拳銃はプレゼントします」


　一瞬、かおりは嫌いやな顔をした。プレゼントと聞き、自分の着ている服を思い出したのだ。


　琴子は続けて、


「もちろん、服とネックレスもです」


「嫌がらせか」


「女性にお金を使って惜おしくないのは本当です」


　そこでディステルが、初めて気づいたかのように、


「そういえば、ずいぶん美人になったじゃないか」


「なっ……」


　かおりの耳が熱くなる。モデル並みの美び貌ぼうをしたドイツ人に言われたせいだ。


「お世辞はやめろ」


「本心だ。男が放っておかないぞ」


「そう思いますよね」


　琴子も同調する。


「……やかましい！　すぐに着替えてやる！」


「もったいないな」


「ですよね」


「知るか！」


　かおりは憤ふん然ぜんとして背せを向けた。


「わたしは帰る。こんなのなら、家でプレステ２をやってた方がましだ」


「あら、私の車に乗らないのですか？」


「私のでもいいぞ」


「うるさい！」


　心の中でアカンベーをしながら、走り去った。背中越しに、琴子とディステルが苦く笑しようしているのが分かった。


　階段を上って地上に出る。空がオレンジ色だ。そろそろ日が暮くれようとしていた。


　電車に乗って帰るつもりだった。


　駅は近くにある。自動改かい札さつに向かおうとして、ふと視線を上げる。


　少年が口を半開きにして、こっちを見ていた。


「……式しき森もり」


　式森和かず樹きには、目の前の事実が信じられないようであった。


「伊庭先生……そんなに綺麗になって、どうしたんですか」


「大きなお世話だ」


「……もしかしてデートですか？」


「男なんかいねーよ」


　心の中で、腐くされ縁えんの宿敵と、裏表のある同僚とデートしていた、と付け加えた。


「キミもさっさと帰れ。遅ち刻こくしないように早く寝るか、ゲームしてから寝ろ」


「帰りますよ。伊庭先生は」


「わたしはゲームしてから寝るか、ゲームしてるから寝ない」


　和樹は首をすくめて頭を下げた。


　かおりはいい加減に手を振った。それから思い直し、少年が改札を抜けようとするところを、捕つかまえる。


「忘れてた。言っておくことがある。宮間にも伝えておいてくれ」


「……なんでしょう」


　かおりはゆっくりと、和樹の耳元で囁ささやいた。


「また、始まるぞ」






　あとがき







　築つき地じ俊とし彦ひこです。暑あついです。室温は常時三十度オーバー。いくらクーラーが嫌きらいとはいえ、さすがに溶とけてしまいそうです。おまけにベランダに設せつ置ちしてある衛えい星せい放ほう送そうのアンテナに、蟬せみがしょっちゅう激げき突とつします。朝っぱらからカンコンカンコン。ぶつからないときはミンミン鳴ないています。触しよく発はつされたか近所で犬も鳴いています。蟬も犬も鳴かないときは、救きゆう急きゆう車しやがサイレンならして通り過ぎました。しかも六日連続。下した町まちには様々なドラマがあります。





　久しぶりの文庫です。でもすみません。お約束の長編ではなく、短編集（例によって書き下ろしのほうが多いのですが）になってしまいました。深くお詫わびいたします。次こそは長編になりますので、もうしばらくお待ちください。長編のための前振り（みたいな話）は、この本に載のっています。


　千早の話も一段落つき、今回の書き下ろしは色んなキャラクターにスポットライトを当てることができました。しかしこれは、裏を返せば目玉になるキャラクターがいなくなったことでもあります。和樹たちはドラゴンマガジンの連載に任せればいいのですが、書き下ろし好きな私としては結構悩ましい問題です。なんか、誰か一人に焦点を当てたものがないと、どうにも物足りないんですね。とりあえず神代（彼女は書いていて楽しい）の話を少し続けるつもりとして、もっと別なキャラも書いてみるか、あるいはまったく新しいキャラクターを出してみるか……いや、これ以上キャラクターを増やしてどうするんだという意見も聞こえてきそうですが。ま、次は長編なので、和樹たちの活躍を描きつつじっくり考えようと思っています。そうそう、めでたく番外編キャラを卒そつ業ぎようした千早ですが、ドラゴンマガジンの連載で活躍しています。文庫になるのを待ちきれない人はそちらもどうぞ。





　この本が出るころは（私の家の中を除き）秋模様になっていると思います。読者の皆様には、季節の変わり目で体調を崩くずされることがありませんよう。







二〇〇五年八月二〇日　築地　俊彦





　初　出







第二十六話『わたしがあなたであなたがわたし』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年１月号




第二十七話『母よあなたはやってきた』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年２月号




第二十八話『怒れ二倍の力で』




　　……月刊ドラゴンマガジン２００５年３月号




番外編一　『イッツ・ア・ゲーム』




　　……書き下ろし




番外編二　『カム・トゥゲザー』




　　……書き下ろし




番外編三　『ピグマリオン』




　　……書き下ろし





まぶらほ


～ふっかつの巻・きた～





築つき地じ俊とし彦ひこ
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